
鍵

国立大学協会 ,

昭和３４年６月

第１６号

畷
一へ職〈｜が

Ｉ

大
学
教
育
に
お
け
る
科
学
と
人
文
副
会
長
森
戸
辰
男

在
米
日
本
人
留
学
生
の
生
活

小
樽
商
科
大
学
長
加
茂
儀
一

一
、
事
業
報
告

第
十
七
回
総
会
、
役
員
会
、
委
員
会
…
…
等

一
一
、
会
計
報
告

昭
和
一
一
一
十
一
一
一
年
度
決

算

昭
和
三
十
四
年
度
予
算
案

一
一
一
、
調

査

四
、
彙

報

会
則
、
各
役
員
、
各
委
員
等
一
覧
表
、
要
望
書
…
…
等

鰄
磐
一

I９１ｆ

Ｌｗ－－

わ

③
》
繊
一



【9蕊̄

５４３２１
℃、、、

大
学
教
育
に
お
け
る
科
学
と
人
文

在
米
日
本
人
留
学
生
の
生
活

二
会
計
報
告

昭和一一一十一一一年度（朝鵬糊一一一什配粋弧朋一一一十一叩）
附
財
産
目
録

昭和一一一十四年度（頚鵬獅一一一Ｈ皿孵弧朋三十一叩）

８７
、、

６
， ｜

、
事
業
報
告

科
学
技
術
教
育
振
興
に
関
す
る
連
絡
委
員
会
（
昭
和
三
一
一
一
。
一
○
・
’
一
一
一
）
…
一
四

第
一
常
置
委
員
会
（
昭
和
一
一
一
一
一
一
。
一
一
・
一
一
一
一
）
：
…
…
…
…
…
：
…
…
…
：
’
四

第
一
一
常
置
委
員
会
（
昭
和
一
一
一
一
一
一
。
一
一
。
一
一
一
一
）
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
・
一
三

第
一
一
一
常
置
委
員
会
（
昭
和
一
一
一
一
一
一
。
｜
｜
・
一
一
一
一
）
：
…
…
…
…
…
…
…
：
…
：
一
三

第
六
常
置
委
員
会
（
昭
和
一
一
一
一
一
一
。
一
一
・
一
一
一
一
）
…
：
…
…
…
…
…
…
…
：
：
一
五

第十七回総会（昭和一一一一一一・一一・一｜畑一両日）………：………・宍
第
一
一
一
常
置
委
員
会
同
専
門
委
員
会
（
昭
和
一
一
一
一
一
一
・
一
一
一
。
一
一
一
）
：
：
…
：
…
一
一
六

役
員
会
（
昭
和
一
一
一
四
。
四
。
一
八
）
：
…
…
…
…
…
：
…
：
…
・
…
…
…
…
…
：
一
一
一
つ

鰯

曰 会
報次

…
曇
爾
饒

副
会
長

小
樽
商
科
大
学
長

予
算
案
：
：
…
…
：
…
…
美

決
算
…
…
…
…
…
…
…
一
一
三

（
第
十
六
号
）

三
、
調

査
森
戸
辰
男
…
一

加
茂
儀
一
…
九
昭
和
三
十
四
年
度
国
立
学
校
予
算
小
観
（
主
と
し
て
国
立
大
学
歳
出
予
算
に
つ
い

て
）

東
京
工
業
大
学
事
務
局
長
佐
藤
憲
一
一
一
…
一
一
毛

国
立
大
学
協
会

９８７６５４３２１
、、、、、、、、、

１２１１１０
、、、

１３
、

四
、
彙

報

国
立
大
学
協
会
会
則
・
…
…
…
：
．
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
：
：
…
：
四
一
一
一

国
立
大
学
協
会
役
員
一
覧
表
：
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
：
…
…
…
・
…
…
…
圏

各
常
置
委
員
会
委
員
一
覧
表
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
：
…
…
・
畠

科
学
技
術
教
育
振
興
に
関
す
る
連
絡
委
員
会
委
員
一
覧
表
・
…
…
…
…
…
：
…
望

各
専
門
委
員
一
覧
表
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
：
…
皇

要
望
書
の
提
出
（
第
十
七
回
総
会
）
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
異

第
六
常
置
委
員
会
委
員
長
の
互
選
・
…
…
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
四
〈

昭
和
三
十
四
年
度
大
学
卒
業
者
就
職
対
策
懇
談
会
：
…
…
…
：
…
…
…
…
…
：
四
へ

昭
和
一
一
一
十
五
年
三
月
大
学
卒
業
者
に
対
す
る
就
職
の
推
薦
開
始
時
期
等
に
つ

い
て
の
協
議
会
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
：
：
…
…
…
四
〈

一
般
教
育
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
依
頼
…
：
…
…
：
：
…
：
…
…
…
…
：
：
：
…
四
〈

一
般
教
育
等
開
設
科
目
に
つ
い
て
依
頼
：
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
・
…
四
〈

一
般
教
育
科
目
及
び
外
国
語
科
目
開
設
大
学
数
調
（
第
二
常
置
委
員
会
関

係
）
・
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
男

国
立
大
学
一
般
教
育
等
開
設
科
目
数
調
（
第
一
一
常
置
委
員
会
関
係
）
：
…
：
：
男

へ
｜
；
（
『
川
や
迦
人
一
ｋ
．
？
Ｌ
、
辮
》

。《一一鞠Ⅲｌｉｉ－ｌ》～『騒
Ｐ
ｊ
ｂ

露
總
：



蝿

昨
年
の
秋
か
ら
年
末
に
か
け
て
、
私
は
国
際
大
学
協
会
の
理
事
会
に
出
席
す
る
た

め
と
、
日
米
知
的
交
流
委
員
会
の
招
聰
に
よ
っ
て
欧
米
を
旅
行
し
た
の
で
あ
る
が

そ
の
大
部
分
を
カ
ナ
ダ
と
ア
メ
リ
カ
の
諸
大
学
を
訪
問
し
て
そ
の
当
事
者
と
懇
談
し

さ
ら
に
、
三
つ
の
大
学
関
係
者
の
会
合
に
出
席
す
る
こ
と
に
費
し
た
。
こ
こ
に
記
す

「
大
学
教
育
に
お
け
る
科
学
と
人
文
」
は
、
こ
れ
ら
の
機
会
に
私
の
受
け
た
印
象
を

中
心
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
の
機
会
に
、
国
際
大
学
協
会
三
目
同
国
歪
Ｈ
Ｓ
ｚ
鈩
伊
缶
の
ｍ
ｏ
Ｑ
Ｐ
ｐ
ｏ
ｚ
ｏ
同

ロ
ー
「
同
留
目
崗
の
に
つ
い
て
の
記
憶
を
よ
び
お
こ
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
あ
る
が

「
世
界
共
同
社
会
へ
の
教
育
に
つ
い
て
」
（
五
号
一
’
六
頁
）
。
「
ユ
ネ
ス
「
一
・
平
和
。
大

学
」
（
八
号
一
’
六
園
）
こ
の
国
際
組
織
は
ユ
ネ
ス
コ
の
胆
入
り
で
一
九
四
八
年
か
ら

』
準
備
さ
れ
て
、
一
九
五
○
年
に
創
設
さ
れ
た
。
協
会
は
世
界
各
国
の
大
学
・
高
等
教
育

機
関
の
国
際
的
な
協
力
セ
ン
タ
ー
た
ろ
う
と
す
る
も
の
で
、
実
際
に
も
、
ア
ジ
ア
。
ア

フ
リ
カ
の
新
興
諸
国
と
共
産
圏
を
ふ
く
む
、
現
在
各
大
陸
に
わ
た
る
六
五
国
の
二
八

三
校
が
こ
れ
に
加
盟
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
協
会
は
「
大
学
が
知
的
生
活
の
擁
護

「
者
と
し
て
、
こ
の
上
な
く
重
い
責
任
を
持
っ
て
い
る
の
だ
」
と
い
う
確
信
の
も
と
に

、
各
大
学
が
、
大
学
の
拠
っ
て
た
つ
と
こ
ろ
の
三
の
基
本
原
則
、
す
な
わ
ち
、
目
真
理

の
た
め
に
真
理
を
探
求
し
て
、
そ
の
指
示
す
る
と
こ
ろ
え
は
何
処
え
で
も
従
い
ゆ
く

権
利
と
、
。
異
っ
た
見
解
に
た
い
す
る
寛
容
な
態
度
と
、
㈲
政
治
的
干
渉
か
ら
の
自

由
と
を
十
分
に
自
覚
し
、
さ
ら
に
、
各
大
学
が
社
会
的
制
度
と
し
て
担
う
責
務
を
守

っ
て
、
怠
る
こ
と
な
く
、
曰
自
由
と
正
義
の
原
則
、
人
間
の
尊
厳
と
連
帯
の
原
則
莚

推
進
す
る
と
と
も
に
、
目
国
際
的
水
準
に
お
い
て
大
学
間
の
物
質
的
・
精
神
的
相
互

扶
助
を
発
達
さ
せ
て
ゆ
く
こ
と
を
希
望
し
、
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

現
在
、
こ
の
協
会
に
は
、
わ
が
国
か
ら
は
国
・
公
・
私
の
一
四
の
大
学
が
参
加
し

鏑

大
学
の
国
際
的
関
連

大
学
教
育
に
お
け
る
科
学
と
人
文

緯一・

』
ご
§
・
徽
辮

副
会
長森
戸
辰
男

て
お
り
、
米
。
仏
。
伊
・
独
・
英
に
続
く
第
六
番
目
に
位
し
て
い
る
。
と
く
に
ア
ジ

ア
に
お
い
て
は
、
数
の
上
か
ら
だ
け
で
な
く
、
内
容
の
上
か
ら
も
、
最
も
高
い
地
位

を
占
め
て
お
る
の
で
昨
年
か
ら
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
一
五
の
理
事
国
の
一

つ
に
推
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
私
は
、
こ
の
外
遊
の
機
会
に
、
カ
ナ
ダ
で
開
か
れ
た
英
連
邦
大
学
会
議
と

連
合
王
国
大
学
会
議
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
り
わ

け
前
者
は
、
五
つ
の
大
陸
に
ま
た
が
る
一
○
国
百
余
の
大
学
が
、
し
か
も
地
域
と
文

化
と
発
達
段
階
と
性
格
在
異
に
す
る
諸
大
学
よ
り
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
国
際

性
の
濃
い
、
極
め
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
国
際
大
学
協
会
の
理
事
会

に
続
い
て
一
行
は
、
加
・
米
の
一
六
大
学
を
訪
問
し
た
後
に
、
後
援
者
で
あ
る
米
国

教
育
振
興
財
団
句
ｐ
Ｚ
Ｃ
司
○
閃
目
国
向
缶
□
く
し
ｚ
○
両
三
両
ｚ
曰
○
句
因
Ｃ
ｐ
ｏ
愛
国
○
戸

準
会
員
で
あ
る
国
際
組
織
、
英
連
邦
大
学
協
会
シ
の
の
○
口
し
皀
○
ｚ
○
句
□
ｚ
二
向
用
四
’

口
向
の
○
句
目
国
向
田
四
目
の
国
○
○
三
冨
○
ヱ
ミ
ロ
シ
伊
目
操
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
学
委
員
会

同
□
宛
○
句
同
シ
ヱ
ロ
ｚ
二
同
両
の
弓
局
の
○
○
三
巨
閂
曰
円
同
ロ
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
大
学
同
盟

ロ
二
○
二
○
吋
げ
し
目
三
’
し
巨
同
四
○
レ
ヱ
ロ
ｚ
二
両
宛
の
閂
崗
Ｐ
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
連
合

国
ロ
ロ
両
用
缶
ｐ
ｏ
ｚ
ｏ
句
○
崖
門
出
ｏ
ｐ
ｏ
ｐ
Ｚ
二
固
罰
の
自
白
の
の
代
表
者
を
交
え
て
、
米

国
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
「
一
州
の
サ
ン
タ
・
フ
エ
ー
で
「
比
較
大
学
教
育
」
を
主
題
と
す
る

研
究
会
を
開
い
た
が
、
こ
れ
も
ま
た
、
私
の
知
見
を
広
め
る
点
で
は
、
前
者
に
劣
ら

ず
有
益
な
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
諸
大
学
の
見
学
と
大
学
関
係
者
の
国
際
的
会
合
で
私
の
最
も
強
く

う
け
た
印
象
は
、
戦
後
に
お
け
る
世
界
の
諸
大
学
に
肉
太
く
画
き
だ
さ
れ
て
い
る
二

つ
の
基
本
的
動
向
、
す
な
わ
ち
そ
の
量
的
増
大
と
質
的
変
化
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。第
一
の
点
に
関
連
し
て
い
え
ば
、
現
在
の
大
学
問
題
の
根
抵
に
は
、
ど
こ
で
も
「
大

学
の
膨
脹
」
と
い
う
事
実
が
横
わ
っ
て
い
る
ら
し
い
。
そ
し
て
こ
れ
は
大
学
教
育
が
ま

す
ま
す
広
い
国
民
層
に
普
及
し
、
そ
の
結
果
、
個
々
の
大
学
の
規
模
が
大
き
く
な
り
、

ま
た
新
し
い
大
学
が
ま
す
ま
す
増
設
さ
れ
て
ゆ
く
現
象
を
さ
す
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

こ
の
現
象
は
欧
米
の
先
進
諸
国
に
お
け
る
と
同
様
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
新
興
諸

国
に
お
い
て
も
、
ま
た
カ
ー
テ
ン
の
こ
ち
ら
側
の
自
由
諸
国
に
お
け
る
と
同
様
、
向

大
学
の
膨
脹

慰
一
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ト
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大
学
の
膨
脹
と
い
う
言
葉
で
象
徴
さ
れ
た
と
の
大
学
の
量
的
増
大
と
な
ら
ん
で

私
を
最
も
強
く
印
象
づ
け
た
も
の
は
、
大
学
の
質
的
変
化
な
の
だ
。
す
な
わ
ち
、
大

学
に
お
け
る
科
学
・
技
術
分
野
の
教
育
と
研
究
が
著
し
く
重
大
性
を
加
え
、
そ
れ
に

伴
う
て
大
学
の
変
貌
が
お
こ
り
つ
つ
あ
る
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

私
の
カ
ナ
ダ
。
米
国
に
お
け
る
大
学
見
学
の
中
で
最
も
深
い
印
象
を
う
け
た
の
は

カ
リ
フ
オ
ル
ー
ー
ヤ
大
学
の
バ
ー
ク
レ
ー
校
に
あ
る
放
射
線
研
究
所
で
あ
っ
た
。
構
内

の
放
射
線
研
究
所
丘
地
帯
と
よ
ば
れ
丘
に
当
て
ら
れ
て
い
て
ビ
ー
バ
ト
ロ
ン
、
シ

ン
ク
ロ
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
、
シ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
、
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
な
ど
の
量
子
加
速

う
側
の
共
産
諸
国
に
お
い
て
も
見
受
け
ら
れ
る
。
わ
が
国
も
も
ち
ろ
ん
そ
の
例
外
で

な
い
こ
と
は
、
よ
く
ご
存
知
の
通
り
で
あ
る
。

．
と
こ
ろ
が
？
こ
の
大
学
の
膨
脹
を
中
心
と
し
て
い
く
た
の
重
要
な
大
学
問
題
が
起

っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
こ
の
大
学
の
膨
脹
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
面
で
は
、
そ
の
恵

」
沢
が
い
ま
だ
無
産
階
層
の
子
弟
に
及
ば
な
い
う
ら
み
が
あ
り
、
他
面
で
は
、
入
学
志

望
の
全
部
を
収
容
し
き
れ
な
い
た
め
に
選
考
と
そ
の
方
法
が
重
大
性
を
真
剣
に
考

慮
さ
れ
て
き
て
い
る
。
か
よ
う
な
急
速
の
大
学
人
口
の
増
加
は
、
当
然
、
大
学
の
設

備
と
教
授
陣
の
拡
充
を
必
要
と
す
る
の
に
、
こ
の
必
要
が
な
か
な
か
充
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
れ
と
な
ら
ん
で
大
学
の
か
よ
う
な
民
主
化
は
大
学
の
学
問
的
水
準
を
低
下

さ
せ
る
危
険
を
含
ん
で
い
る
。
ま
た
、
大
学
が
大
き
く
な
る
ば
あ
Ⅵ
大
学
学
部
・

教
室
の
大
き
さ
に
望
ま
し
い
基
準
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
と
に
学
生
数
の
急
速

な
増
大
は
教
師
お
よ
び
学
生
相
互
の
間
の
人
間
関
係
を
荒
廃
さ
せ
て
学
園
共
同
体

の
成
立
を
困
難
に
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
。
さ
ら
に
か
よ
う
な
大
学
の
膨
脹

は
繭
大
学
と
国
家
・
社
会
の
関
係
緊
密
化
を
背
景
と
す
る
の
で
あ
る
が
掴
そ
の
結
果
、

大
学
管
理
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
プ
リ
ン
シ
プ
ル
が
多
か
れ
少
か
れ
、
変
質
さ
れ
て

大
学
の
自
治
が
脅
か
さ
れ
る
心
配
は
な
い
か
ど
う
か
。
終
り
に
、
か
よ
う
な
大
学
の
膨

脹
が
計
画
性
な
し
に
行
わ
れ
た
ば
あ
い
、
国
家
・
社
会
の
要
請
の
面
か
ら
も
、
卒
業
者

の
就
職
の
面
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
不
都
合
な
結
果
が
出
て
く
る
こ
と
は
な
い
か
等
交
・

文
化
の
発
展
の
上
か
ら
み
れ
ば
、
た
し
か
に
喜
ば
し
い
、
こ
の
大
学
の
膨
脹
は
、

さ
き
に
例
示
し
た
以
外
の
も
の
を
ふ
く
む
、
多
く
の
、
し
か
も
重
要
な
問
題
を
わ
れ

わ
れ
に
課
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
今
は
ふ
れ
な
い
。

蝋 焦
点
化
さ
れ
る
科
学
。
技
術
教
育

む

。
繍
織

可鰄ノ

米
。
加
両
国
の
大
学
の
多
く
は
、
戸
）
れ
ら
の
国
の
起
源
と
も
関
連
し
て
お
お
む

ね
宗
教
的
な
背
景
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
神
学
校
と
し
て
出
発
し
な
い
ば
あ
い
で

も
、
多
く
は
宗
教
学
校
的
な
性
格
を
も
ち
、
カ
レ
ッ
ジ
、
正
確
に
は
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ッ
・
カ
レ
ッ
ジ
、
す
な
わ
ち
、
学
芸
大
学
と
し
て
発
足
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
カ

レ
ッ
ジ
と
い
う
の
は
、
日
本
で
誤
り
訳
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
単
科
大
学
の
こ
と
で
は

な
い
。
そ
れ
は
人
間
形
成
を
め
ざ
し
て
一
般
教
育
を
行
う
、
学
寮
を
中
心
と
す
る
高

装
置
其
他
最
新
式
の
大
設
備
と
一
一
一
千
人
の
研
究
員
を
も
つ
と
い
う
こ
の
施
設
は
、
門

外
漢
の
私
に
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
空
間
時
代
の
科
学
・
技
術
を
指
向
す

る
大
学
の
尖
端
的
な
象
徴
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
ミ
シ
ガ
ン
大
学
に
は
、
新
し
く

拡
張
さ
れ
た
構
内
に
広
島
大
学
に
は
縁
の
あ
る
名
前
の
フ
エ
ー
ー
ッ
ク
ス
・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
・
ピ
ル
と
い
う
、
実
験
原
子
炉
を
備
え
た
原
子
力
研
究
施
設
が
あ
り
、
そ
れ
を

め
ぐ
っ
て
自
動
車
工
学
そ
の
他
を
ふ
く
む
新
装
備
の
工
学
部
が
出
来
て
お
り
、
ま
た

カ
ナ
ダ
の
ハ
ミ
ル
ト
ン
市
に
お
け
る
マ
ク
マ
ス
タ
ー
大
学
に
お
い
て
も
、
建
造
中
の

実
験
原
子
炉
を
中
心
と
し
て
最
新
式
の
設
備
を
も
つ
理
・
工
学
教
室
の
建
物
が
堂

交
と
立
ち
列
ん
だ
姿
は
、
極
め
て
印
象
的
で
あ
っ
た
。

以
上
は
ほ
ん
の
一
一
、
三
の
事
例
に
す
ぎ
な
い
が
、
方
交
の
大
学
の
新
し
い
敷
地

に
新
し
い
大
き
い
建
物
が
建
造
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
そ
の
多
く
は
空
間
時
代

の
要
求
す
る
科
学
。
技
術
の
分
野
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
っ
て
よ
い
。
そ

れ
は
い
ず
れ
も
立
派
な
新
し
い
型
の
、
し
か
も
多
く
の
ば
あ
い
、
大
規
模
の
建
築
で

あ
り
、
そ
の
中
に
は
多
く
の
高
価
な
機
器
が
備
え
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
多
数
の
研
究
者

が
働
い
て
い
る
の
だ
。
し
た
が
っ
て
そ
の
創
設
と
運
営
に
は
巨
額
の
経
費
と
予
算
を

必
要
と
す
る
の
に
違
い
な
い
。
そ
の
ほ
か
、
従
来
は
多
く
大
学
の
外
に
あ
っ
た
工
学
・

農
学
・
水
産
学
等
の
学
校
。
研
究
所
が
大
学
に
と
り
い
れ
ら
れ
て
そ
の
重
要
性
を
加

え
て
い
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
大
学
に
お
け
る
こ
の
質
的
変
化
が

さ
き
に
述
べ
た
そ
の
量
的
増
大
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
事
柄
は
、
大
学
の
伝
統
と
性
格
に
一
つ
の
転
換
を

促
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
な
ら
な
い
。
こ
の
転
換
叉
は
変
貌
の
も
つ
大
き
い

意
義
は
、
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
の
大
学
の
歴
史
を
顧
る
と
、
直
ち
に
う
な
ず
け
る
の

で
あ
る
。人
間
影
成
を
め
ざ
す
学
芸
大
学

鐵
纐
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蝿
一こ

の
背
景
を
念
頭
に
描
く
と
、
さ
き
に
述
べ
た
科
学
・
技
術
を
中
心
と
す
る
大
学
の

新
し
い
姿
が
、
は
っ
き
り
と
前
景
に
浮
び
出
て
く
る
筈
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ

で
は
、
食
堂
や
チ
ャ
ペ
ル
を
中
心
と
す
る
学
寮
で
の
人
間
形
成
で
は
な
く
、
原
子
炉

や
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
や
そ
の
他
最
新
の
装
備
を
も
つ
実
験
。
研
究
所
で
行
な
わ
れ
る

科
学
・
技
術
の
研
究
と
技
術
者
の
訓
練
が
、
そ
の
主
要
な
任
務
と
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
っ
て
こ
れ
は
「
大
学
の
中
の
大
学
」
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

大
学
の
中
に
お
け
る
こ
の
新
し
い
「
大
学
」
の
急
速
な
発
展
は
、
伝
統
的
な
大
学

の
形
態
の
変
化
と
研
究
。
教
育
の
重
心
の
移
動
に
根
本
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は

な
い
で
あ
ろ
う
か
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
大
学
に
お
け
る
科
学
。
技
術
の
研
究
・
教

育
の
振
興
の
た
め
に
、
人
文
（
こ
こ
で
は
社
会
科
学
を
も
ふ
く
め
て
）
の
そ
れ
が
不

利
益
を
被
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
と
に
、
前
者
の
振
興
が
国
家
・
社
会
の

強
い
要
請
に
も
と
ず
く
ば
あ
に
こ
の
傾
向
は
将
来
一
段
と
強
化
さ
れ
る
に
違
い
な

い
。そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
最
新
に
お
け
る
大
学
発
展
の
こ
の
様
相
を
ど
う
考
え
る

か
、
大
学
教
育
に
お
け
る
科
学
技
術
と
人
文
の
関
係
を
ど
う
す
べ
き
か
、
と
い
う
重

等
教
育
機
関
を
さ
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
そ
れ
ら
は
そ
の
典
型
を
英
国
の
古
い
大
学

に
求
め
た
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
創
立
者
が
手
本
を
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
と
り
、

そ
の
所
在
地
を
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
と
よ
ん
だ
の
は
そ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。

ア
メ
リ
カ
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
て
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
や
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
大

学
を
見
学
す
る
も
の
は
、
そ
こ
に
葛
の
か
ら
ん
だ
古
色
蒼
然
た
る
建
物
を
見
出
す
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
は
瞑
想
と
熟
思
の
場
所
と
し
て
僧
院
を
連
想
さ
せ
る
も
の
が
あ
り

ア
メ
リ
カ
で
し
ば
し
ば
見
た
よ
う
な
、
近
代
的
な
明
る
い
、
科
学
。
技
術
的
研
究
の

施
設
と
最
も
よ
い
対
照
を
な
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
こ
こ
で
は
、
由
緒
の
あ
る
重
交

し
い
食
堂
と
チ
ャ
ペ
ル
を
中
心
に
も
つ
学
寮
で
学
生
と
教
師
が
文
字
通
り
寝
食
を

共
に
し
な
が
ら
、
教
養
豊
か
な
人
間
形
成
に
努
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に

お
け
る
ｌ
カ
ナ
ダ
で
も
そ
う
だ
が
ｌ
古
い
大
学
は
〈
－
バ
ー
ド
に
し
て
も
、
イ
エ
ー

ル
に
し
て
も
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
に
し
て
も
、
ア
ー
マ
ス
ト
に
し
て
も
、
と
の
英
国
風

の
ガ
レ
ッ
ジ
の
移
植
で
あ
り
、
そ
の
後
に
出
来
た
多
く
の
大
学
で
も
、
多
か
れ
少
か

れ
こ
の
伝
統
の
影
響
を
う
け
て
い
な
い
も
の
は
少
い
の
で
あ
る
。

大
学
の
変
貌

鰯

●
く

鯨－

２
鋳
，
”

々

科
学
・
技
術
教
育
に
お
け
る
人
文
の
重
視

と
こ
ろ
で
大
学
に
お
け
る
科
学
。
技
術
の
研
究
・
教
育
の
画
期
的
な
振
興
は
、

そ
の
反
面
に
、
ち
ょ
っ
と
そ
う
も
思
わ
れ
る
よ
う
な
、
人
文
の
研
究
。
教
育
の
疎
外

と
衰
頽
を
も
た
ら
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
私
が
ア
メ
リ
カ
で
見
聞
し
た
か
ぎ
り
に
お
い

て
は
、
む
し
ろ
反
対
に
、
科
学
・
技
術
の
重
視
は
、
こ
れ
を
専
攻
と
す
る
大
学
や
学

部
に
お
い
て
す
ら
、
人
文
教
育
の
必
要
を
痛
感
せ
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

私
は
国
際
大
学
協
会
理
事
国
の
一
行
に
加
わ
っ
て
、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
に
あ
る
カ

ル
テ
ッ
ク
○
缶
伊
日
向
ｏ
と
よ
ば
れ
て
い
る
カ
リ
フ
オ
ル
ー
ー
ア
エ
学
院
○
し
ロ
句
○
宛
二
少

皀
の
Ｈ
ｐ
ｑ
Ｈ
同
○
同
日
向
○
国
ｚ
ｏ
伊
○
の
閂
を
訪
ね
た
。
こ
の
学
校
は
工
学
教
育
の
分
野

で
は
米
国
有
数
の
専
門
学
校
で
あ
る
が
、
戦
後
に
お
い
て
は
、
従
来
の
よ
う
に
視
野

の
狭
い
技
術
者
の
量
産
的
養
成
校
で
あ
る
こ
と
を
反
省
し
て
一
面
で
は
創
造
的
研

究
を
推
進
し
他
面
で
は
人
文
的
基
礎
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
教
授
陣
を
増
強
し
学

生
数
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
わ
ゆ
る
量
産
教
育
の
弊
害
を
克
服
す
る
事
に

努
め
て
い
る
。
大
学
制
度
か
ら
い
え
ば
、
そ
れ
は
工
業
専
門
学
校
か
ら
綜
合
理
工
科

大
学
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
自
ら
も
ま
た
誇
り
を
も
っ
て
ロ
ｚ
二
両
宛
の
弓
呂
○
可

の
○
局
ｚ
呂
追
己
同
Ｚ
の
皀
向
屋
三
○
と
よ
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
同
じ
分
野
で
米
国
随
一
の
Ｍ
Ｉ
Ｔ
、
す
な
わ
ち
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ッ
エ
学
院

三
少
の
望
○
四
〕
の
同
弓
の
言
目
三
目
＆
言
○
三
○
Ｂ
亀
Ｉ
私
は
知
的
交
流
委

科
学
・
技
術
教
育
の
振
興
は
、
第
一
一
次
大
戦
後
の
世
界
的
現
象
で
あ
っ
て
そ
れ

が
な
か
ん
ず
く
大
学
に
お
け
る
研
究
と
教
育
に
い
ろ
い
ろ
な
形
で
現
わ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
度
食
言
わ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。
そ

れ
が
ス
プ
ー
ト
ニ
ッ
ク
の
打
上
げ
を
契
機
と
し
て
と
く
に
米
国
に
お
い
て
極
め
て

真
剣
な
も
の
と
な
り
、
小
学
校
よ
り
大
学
に
至
る
ま
で
の
、
い
わ
ゆ
る
民
主
的
な
教

育
制
度
の
再
検
討
と
な
り
、
新
な
観
点
に
た
っ
て
教
育
の
全
段
階
に
わ
た
っ
て
行
わ

れ
る
科
学
教
育
の
改
善
。
振
興
と
な
っ
た
こ
と
も
、
周
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
と

思
う
。
か
よ
う
に
し
て
大
学
に
お
け
る
科
学
・
技
術
の
分
野
に
お
け
る
研
究
・
教
育

が
、
量
的
に
も
質
的
に
も
、
急
速
か
つ
画
期
的
な
発
展
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
の
だ
。

要
な
問
題
に
当
面
す
る
の
で
あ
る
。

科
学
技
術
教
育
の
振
興

薑鐵蝿一
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轤顯 員
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
こ
こ
を
訪
ね
た
が
ｌ
に
お
い
て
も
、
科
学
・
技
術
の
振
興
が

一
方
的
に
偏
向
し
て
人
間
的
教
養
を
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
注
意
が
払
わ
れ
て

お
り
、
特
に
第
一
一
次
大
戦
の
後
に
は
、
一
般
教
育
の
諸
部
面
を
強
化
す
る
に
力
を
注

い
で
き
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
こ
の
大
学
の
経
済
学
部
や
音
楽
部
・
演
劇
部
は
米
国

内
で
も
高
い
声
価
を
か
ち
え
て
い
る
、
と
い
う
。

も
う
一
つ
、
私
は
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
の
郊
外
に
ク
レ
ア
モ
ン
ト
協
力
大
学
集
団

○
門
ど
崗
冨
ｏ
Ｚ
Ｈ
缶
の
ｍ
ｏ
ｏ
屡
目
同
Ｃ
ｏ
ｏ
門
伊
向
○
両
の
を
見
学
し
た
。
協
力
大
学
集
団
と

い
う
の
は
、
相
隣
接
し
て
存
在
す
る
五
つ
の
独
立
の
学
園
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
を

維
持
し
な
が
ら
任
意
的
な
協
力
に
よ
っ
て
よ
り
有
効
に
そ
の
使
命
を
果
し
て
い
る

も
の
を
さ
す
の
で
あ
る
。
か
よ
う
な
大
学
間
の
協
力
関
係
は
米
国
で
は
極
め
て
少
い

事
例
な
の
で
七
年
前
、
私
が
米
国
大
学
制
度
の
こ
の
面
を
視
察
に
い
っ
た
さ
い
に
も
、

こ
の
大
学
集
団
を
見
学
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
と
き
に
は
、
大
学
院
を
も
ち
、
集

団
の
中
心
的
調
整
的
地
位
に
た
ち
ク
レ
ア
ン
ト
大
学
○
伊
缶
閃
向
三
○
三
円
○
○
伊
旧
向
の
因

と
男
女
共
学
の
ポ
モ
ナ
大
学
団
少
○
冨
○
ｚ
缶
○
○
Ｆ
旧
向
○
向
と
男
子
の
み
の
ク
レ
ァ

モ
ン
ト
大
学
○
伊
窪
崗
言
○
三
日
冨
向
ｚ
⑰
○
○
門
旧
向
の
ロ
と
女
子
の
た
め
の
ス
ク
リ
ッ

プ
ス
大
学
の
○
閃
弔
勺
の
○
○
旧
伊
向
の
ロ
と
の
四
つ
で
あ
っ
た
が
、
こ
ん
ど
は
科
学
・
技

術
振
興
時
代
を
反
映
し
て
第
五
の
大
学
、
す
な
わ
ち
理
学
工
学
を
主
と
す
る
ハ
ー
ヴ

エ
ー
・
マ
ッ
ド
大
学
国
少
閃
く
ロ
田
富
ロ
Ｃ
Ｄ
○
○
門
旧
向
○
向
が
付
け
加
っ
て
い
た
。
そ

う
し
て
こ
の
新
設
の
理
工
科
大
学
も
ま
た
、
自
然
科
学
に
偏
向
す
る
こ
と
を
戒
め
、

人
文
教
育
に
十
分
な
注
意
を
払
っ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
自
ら
を
理
工
科
学
芸
大

学
巨
団
向
屈
し
門
○
○
門
旧
同
○
口
○
句
の
ｏ
崗
己
○
両
少
ヱ
ロ
ロ
ヱ
の
三
口
両
国
ｚ
の
と
よ
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
一
一
、
三
の
事
例
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
科
学
・
技
術
の
教
育
の

振
興
は
、
人
文
の
疎
外
や
峰
視
に
導
く
代
り
に
、
か
え
っ
て
そ
の
必
要
と
重
要
性
に

目
を
開
か
せ
、
そ
の
結
果
と
し
て
工
学
専
攻
と
技
術
者
養
成
と
い
う
狭
い
任
務
を

も
っ
て
い
た
工
学
院
は
、
一
般
教
育
の
基
礎
の
上
に
創
造
的
研
究
を
行
う
と
こ
ろ
の

綜
合
大
学
的
性
格
を
帯
び
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

科
学
文
明
の
矛
盾

以
上
で
わ
か
る
よ
う
に
、
大
学
教
育
の
最
近
の
特
徴
は
、
科
学
・
技
術
の
重
点
化

が
進
行
す
る
の
と
平
行
し
て
、
こ
れ
が
反
作
用
と
し
て
人
文
教
育
の
尊
重
。
擁
護
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の
傾
向
が
目
立
っ
て
き
て
い
る
点
に
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
如
何
な
る
理
由
に
よ
る

も
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
根
本
の
理
由
は
、
私
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
科
学
・
技
術
の
進
歩
そ
の
も
の

に
含
ま
れ
て
い
る
矛
盾
に
あ
る
よ
う
だ
。
と
い
う
の
は
、
科
学
・
技
術
の
進
歩
は
、

研
究
と
教
授
・
訓
練
に
お
け
る
専
門
・
分
化
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
。
こ
れ
と
反
対

に
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
は
、
国
際
的
に
も
国
内
的
に
も
、
生
活
諸
分
野
の
間
の
関
係

が
ま
す
ま
す
緊
密
と
な
り
、
し
た
が
っ
て
個
人
の
行
動
に
お
い
て
も
、
集
団
の
行
動

に
お
い
て
も
、
高
い
理
想
と
全
体
的
な
視
野
に
立
つ
判
断
が
い
よ
い
よ
要
請
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
科
学
の
独
走
的
な
進
歩
が
、
人
類
破
滅
の
危
機
を
も
た
ら
し
て
い
る

事
実
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
原
水
爆
は
、
現
代
科

学
の
頂
点
に
た
つ
原
子
核
の
分
離
融
合
に
関
す
る
研
究
の
成
果
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

し
か
も
、
こ
の
成
果
の
誤
っ
た
使
用
は
、
人
類
の
破
滅
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
し
、

そ
の
不
用
意
な
実
験
で
す
ら
、
回
復
困
難
な
、
恐
ろ
し
い
禍
害
を
わ
れ
わ
れ
だ
け
で

な
く
わ
れ
わ
れ
の
子
孫
に
ま
で
残
す
か
も
し
れ
な
い
。
科
学
や
技
術
の
独
走
的
な
進

歩
が
、
手
放
し
で
歓
迎
し
え
な
い
理
由
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
真
剣
に
憂
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
理
由
は
、
ま
さ
に
こ
こ
に
あ
る
。
別
の
言
葉
で
い
え
ば
、
科
学
・
技
術

の
進
歩
は
、
人
類
福
祉
の
増
進
と
並
行
す
る
も
の
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
時
に
は
逆
行

す
る
こ
と
す
ら
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
科
学
・
技
術
の
画
期
的
な
発
達
が
運
命
ず
け
て
い
る
と
の
現
代
文
明
の

矛
盾
に
た
い
し
て
、
大
学
は
如
何
に
対
処
し
た
ら
よ
い
か
。
大
学
は
、
将
来
、
国
内

的
・
国
際
的
な
生
活
の
諸
分
野
に
お
い
て
指
導
的
な
責
任
あ
る
地
位
な
占
め
る
と

期
待
さ
れ
る
青
年
が
教
育
を
受
け
る
場
と
云
わ
れ
て
い
る
。
か
よ
う
な
任
務
を
担
う

大
学
は
、
い
っ
た
い
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
あ
る
か
。

科
学
者
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

大
学
の
本
質
匹
即
し
て
考
え
る
と
、
こ
れ
に
は
少
く
と
も
一
一
つ
の
面
が
現
わ
れ
て

く
る
。
そ
の
一
つ
は
科
学
者
自
身
の
問
題
で
あ
る
。

近
代
科
学
の
特
徴
と
し
て
は
、
な
か
ん
ず
く
、
抽
象
と
分
折
と
専
門
化
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
か
よ
う
な
学
問
に
専
心
す
る
結
果
、
科
学
者
は
、
お

お
む
ね
、
専
門
に
つ
い
て
の
深
い
知
識
を
持
っ
て
い
て
も
そ
の
視
野
が
狭
く
な
り
、

鐘
・
蝿
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社
会
人
生
の
出
来
事
に
た
い
し
て
全
人
的
な
立
場
で
公
正
に
判
断
し
行
動
す
る
能

力
を
弱
め
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
専
門
学
識
の
す
ぐ
れ
た
学
者
の
間
に
さ
え
、
時
に
、

謂
ゆ
ろ
専
門
馬
鹿
と
か
専
門
ボ
ケ
と
い
う
悪
口
に
値
す
る
よ
う
な
言
動
の
見
出
さ
れ

る
こ
と
も
必
ず
し
も
稀
れ
で
は
な
い
ら
し
い
。

し
か
る
に
、
民
主
社
会
に
お
い
て
は
、
各
個
人
は
自
分
の
周
囲
に
相
次
い
で
起
る

あ
ら
ゆ
る
問
題
に
た
い
し
て
自
分
で
責
任
あ
る
判
断
を
し
行
動
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
す
べ
て
の
市
民
が
大
事
な
問
題
に
た
い
し
て
自
分
で
判
断
す
る
権
利
を
放

棄
し
て
独
裁
者
に
こ
れ
莚
任
せ
各
人
は
た
だ
こ
れ
に
随
従
す
れ
ば
、
そ
れ
で
す

む
全
体
主
義
社
会
と
、
各
個
人
の
自
主
的
な
判
断
と
行
動
を
前
提
と
す
る
民
主
社
会

と
の
相
違
は
、
ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
民
主
社
会
に
お
け
る
よ
い
市

民
で
あ
る
た
め
に
は
、
た
と
え
完
全
で
な
い
に
し
て
も
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
見
地

と
全
体
的
視
野
と
具
体
的
思
惟
と
綜
合
的
判
断
と
が
掴
養
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
う
し
て
こ
の
こ
と
は
現
代
の
科
学
者
の
ば
あ
ｈ
特
に
強
調
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

か
よ
う
な
反
省
の
も
と
に
、
今
日
の
科
学
・
技
術
の
時
代
に
、
科
学
・
技
術
の
専

門
家
を
育
成
す
る
大
学
に
お
い
て
広
く
人
文
教
育
と
よ
ば
れ
る
リ
ベ
ラ
ル
・
エ
デ

ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
、
新
し
い
名
前
で
は
一
般
教
育
の
必
要
と
意
義
が
、
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

科
学
に
お
け
る
専
問
化
と
綜
合
化

科
学
的
進
歩
に
と
っ
て
避
け
が
た
い
専
門
的
細
分
化
は
、
科
学
そ
の
も
の
に
と
っ

て
も
問
題
を
含
ん
で
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

例
え
ば
、
最
近
の
工
学
に
お
け
る
急
速
な
発
展
の
も
と
で
は
、
大
学
の
教
育
は
、

次
か
ら
次
え
と
分
化
し
て
く
る
新
し
い
専
門
に
追
い
及
ぶ
こ
と
は
と
う
て
い
で
き
な

い
ら
し
い
。
そ
の
上
、
か
よ
う
な
余
り
に
狭
い
分
野
に
限
界
さ
れ
た
科
学
・
技
術
の

教
育
は
、
必
ず
し
も
科
学
的
創
意
の
基
礎
と
な
る
よ
う
な
学
問
的
な
能
力
の
育
成
に

役
立
つ
わ
け
で
は
な
い
ら
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
大
学
の
教
育
は
こ
の
分
野
に
お
い

て
も
、
専
門
化
の
末
端
を
追
い
廻
す
こ
と
に
よ
っ
て
行
倒
れ
に
な
る
よ
う
な
愚
を
し

な
い
で
、
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
土
台
で
あ
る
基
礎
的
な
科
学
の
方
に
力
点
を
お
く
方

向
が
と
ら
れ
つ
つ
あ
る
、
と
云
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
単
に
自
然
科
学
に
関
し
て
だ
け
で
な
い
。
そ
の
影
響
を
受
け
て
発
達

ご
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し
た
社
会
科
学
と
人
文
学
に
お
い
て
も
、
抽
象
化
さ
れ
専
門
化
し
た
原
則
が
進
歩
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
、
か
え
っ
て
全
体
と
し
て
の
人
文
と
社
会
の
理
解
・
把
握
を
ま
す
ま

す
困
難
に
す
る
、
と
い
う
逆
説
を
生
じ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
し
て
か
よ
う
な

科
学
状
況
は
、
特
定
の
文
化
・
社
会
に
関
す
る
全
体
的
な
認
識
と
把
握
に
到
達
す
る

た
め
自
然
科
学
・
社
会
科
学
・
人
文
の
各
専
門
を
包
括
す
る
綜
合
的
な
研
究
方
式
、

す
な
わ
ち
、
綜
合
的
地
域
研
究
と
綜
合
的
主
題
研
究
と
を
生
成
せ
し
め
た
。
と
い
っ

て
も
こ
れ
ら
の
新
し
い
研
究
方
法
は
、
抽
象
と
分
折
と
専
門
化
を
特
徴
と
す
る
科
学

の
方
法
と
そ
の
成
果
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
、
む
し
ろ
そ
の
基
礎
の
上
に
た
っ

て
そ
れ
が
孤
立
し
た
専
門
知
識
に
よ
っ
て
は
捉
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
綜
合
的

な
具
体
的
認
識
の
達
成
を
期
す
る
の
で
あ
る
。

科
学
・
技
術
の
教
育
の
振
興
さ
れ
る
今
日
の
大
学
に
お
い
て
、
人
文
の
教
育
が
必

要
か
つ
、
重
要
で
あ
る
ゆ
え
ん
は
、
上
述
の
如
く
で
あ
り
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
こ
れ

ら
両
者
の
間
に
適
正
な
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
も
、
誰
人
も
異
議
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
人
文
と
い
う

の
は
、
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
る
か
。
わ
れ
わ
れ
は
サ
ン
タ
・
フ
エ
ー
の
研

究
会
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
議
論
し
た
が
、
人
交
の
意
見
は
必
ず
し
も
一
致
し
な

か
っ
た
。

人
文
に
つ
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
諸
国
に
根
深
く
存
在
し
て
い
る
考
え
方
が

あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
人
文
の
教
育
と
は
ギ
リ
シ
ヤ
・
ラ
テ
ン
語
と
そ
の
古
典
の

教
育
を
意
蝿
す
る
。
し
た
が
っ
て
大
学
に
お
け
る
リ
ベ
ラ
ル
・
エ
デ
ュ
ヶ
ー
シ
ョ
ン

と
い
え
ば
、
こ
れ
ら
を
中
心
と
す
る
教
育
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
人
文
に
つ
い
て
の
か
よ
う
な
考
え
方
は
、
ギ
リ
シ
ヤ
・
ラ
テ
ン
の
文

化
を
源
流
と
す
る
西
洋
文
明
の
支
配
す
る
国
交
で
は
十
分
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
け
れ
ど
も
、
世
界
歴
史
の
現
段
階
に
お
い
て
は
、
世
界
の
文
明
は
す
で
に
非
西

洋
的
な
諸
文
明
莚
包
括
す
る
、
も
っ
と
広
く
、
内
容
豊
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
い
わ
ゆ
る
西
洋
文
明
即
ち
世
界
文
明
と
い
う
考
え
方
は
、
も
は
や
通
用
し

な
い
。
ア
ジ
ア
を
代
表
し
て
い
る
私
は
特
に
こ
の
点
を
指
摘
し
た
。
と
い
う
の
は
、

ア
ジ
ア
に
は
、
ギ
リ
シ
ヤ
。
ラ
テ
ン
の
古
典
と
同
じ
よ
う
に
古
い
、
し
か
も
同
じ
よ

人
文
と
は
何
か

慰
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う
に
重
要
な
イ
ン
ド
の
古
典
も
あ
れ
ば
、
支
那
の
古
典
も
あ
り
、
日
本
に
は
ま
た
日

本
の
古
典
も
あ
る
か
ら
だ
。
そ
れ
に
、
現
代
は
ユ
ネ
ス
コ
の
提
唱
の
線
に
沿
っ
て

東
西
文
化
価
値
の
相
互
理
解
が
強
調
さ
れ
て
い
る
時
代
で
も
あ
る
。
と
り
わ
け
、
大

学
制
度
が
世
界
的
な
も
の
と
な
り
、
そ
の
代
表
組
織
で
あ
る
国
際
大
学
協
会
が
、
か

よ
う
に
偏
っ
た
、
時
代
に
即
し
な
い
人
文
の
解
釈
を
と
る
こ
と
は
甚
だ
お
か
し
い

な
諸
東
洋
の
諸
国
で
は
、
自
国
の
古
典
と
西
洋
の
現
代
語
の
学
習
に
多
く
の
時
間

を
費
し
て
い
る
の
で
仮
り
に
ギ
リ
シ
ヤ
・
ラ
テ
ン
の
古
典
の
教
育
が
必
要
で
あ
る
に

し
て
も
、
｜
般
教
育
で
こ
れ
を
原
典
で
読
む
戸
一
と
は
要
求
し
え
な
い
、
と
い
う
事
実

も
無
視
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
た
い
し
て
ア
メ
リ
カ
の
人
交
ｌ
大
学
に
お
け
る
新
し
い
形
の
人
文
教
育

と
し
て
「
一
般
教
育
」
を
構
想
し
、
導
入
し
た
ア
メ
リ
カ
の
人
交
の
見
解
は
、
ず
っ

と
広
い
。
す
な
わ
ち
、
新
し
い
人
文
は
非
西
洋
文
明
の
古
典
を
含
む
べ
き
は
い
う
ま

で
も
な
く
、
そ
れ
は
古
代
の
代
表
的
な
原
典
に
局
限
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
し
、
ま
た

狭
い
意
味
の
人
文
、
す
な
わ
ち
、
哲
学
。
歴
史
。
文
学
に
閉
鎖
さ
れ
る
べ
き
で
も
な

い
、
と
考
え
る
。

西
洋
文
明
の
伝
統
か
ら
よ
り
多
く
解
放
さ
れ
て
い
る
東
洋
の
わ
れ
わ
れ
が
、
か
よ

う
な
方
向
に
浴
う
て
人
文
を
理
解
す
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
私
も
ま

た
、
大
学
に
お
け
る
人
文
は
、
日
ギ
リ
シ
ヤ
・
ロ
ー
マ
の
古
典
だ
け
で
な
く
、
広
く

非
西
洋
文
明
の
古
典
を
ふ
く
み
、
。
単
に
古
代
の
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
中
世
・
近
代

お
よ
び
現
代
の
代
表
的
な
作
品
を
と
り
い
れ
、
目
哲
学
・
歴
史
・
文
学
の
限
界
を
越

え
て
、
社
会
科
学
と
自
然
科
学
の
発
達
史
と
基
本
理
念
に
及
び
、
㈲
し
か
も
、
必
ず

し
も
そ
れ
ぞ
れ
の
原
典
に
よ
ら
ず
、
翻
訳
書
を
用
い
る
、
と
い
う
や
り
方
で
教
授

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
最
後
の
点
に
つ
い
て
は
、
先
ず
古
代
語
を
学
習
し
、
こ
れ
を
通
じ
て
自
文
化

の
淵
源
を
深
く
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
他
文
化
の
理
解
も
本
格
的
な
も

の
に
な
る
の
だ
、
と
い
う
見
地
か
ら
、
西
洋
諸
国
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ヤ
・
ラ
テ
ン
語

の
学
習
を
強
く
主
張
し
て
譲
ら
な
い
少
数
者
も
あ
っ
た
。
こ
れ
と
な
ら
ん
で
こ
の
さ

い
特
に
に
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
現
代
の
人
文
に
は
是
非
と
も
科
学
。
技
術
の

発
達
史
と
基
本
理
念
が
ふ
く
ま
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
の
わ
け

は
、
現
代
の
文
明
が
科
学
・
技
術
文
明
で
あ
る
か
ら
に
は
、
古
い
人
文
教
育
で
は
、

も
は
や
こ
れ
を
十
分
に
理
解
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
れ
ゆ
え
バ
ー

鰯

￣

，や、

・
轤
鐵

近
代
社
会
に
お
い
て
科
学
の
研
究
。
教
授
と
教
養
あ
る
人
間
の
形
成
を
使
命
と
す

る
大
学
に
と
っ
て
人
文
の
教
育
が
大
事
で
あ
り
、
わ
け
て
も
科
学
・
技
術
教
育
の

振
興
が
急
速
度
に
実
現
さ
れ
つ
つ
あ
る
当
代
に
お
い
て
そ
の
重
要
性
が
一
段
と
浮

き
彫
り
さ
れ
て
来
て
い
る
国
際
的
な
状
況
と
、
さ
ら
に
、
こ
の
人
文
を
如
何
に
解
し
、

人
文
教
育
の
基
本
的
な
内
容
を
如
何
な
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
か
、
に
つ
い
て
の
国

際
的
な
動
向
は
、
上
段
に
記
し
た
と
こ
ろ
で
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。

周
知
の
よ
う
に
、
日
本
の
大
学
は
、
そ
の
改
革
の
一
環
と
し
て
一
般
教
育
を
本
格

的
に
と
り
い
れ
て
こ
れ
を
新
制
大
学
の
一
つ
の
特
質
と
し
た
。
「
大
学
基
準
」
の
解

説
は
「
新
制
大
学
は
、
将
来
自
由
な
社
会
の
推
進
力
と
な
る
べ
き
立
派
な
市
民
を
養

ト
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
な
ど
が
、
今
日
み
ら
れ
る
よ
う
な
「
科
学
と
文
化
の
離
縁
」

を
痛
歎
し
て
い
る
の
は
、
極
め
て
理
由
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
し
、
そ
れ
と
同
じ
意
図

か
ら
、
す
ぐ
れ
た
科
学
者
が
科
学
。
技
術
と
文
化
の
再
縁
組
を
は
か
っ
て
、
科
学
的

上
ユ
ー
マ
ー
ー
ズ
ム
と
か
工
学
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
か
呼
ん
で
い
る
の
を
確
立
し
よ

う
と
努
力
し
て
い
る
こ
と
も
、
十
分
理
解
で
き
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
さ
き
に
述
べ
た
比
較
大
学
教
育
研
究
会
の
す
べ
て
の
参
加
者

は
、
人
文
教
育
の
内
容
の
次
の
諸
点
に
つ
い
て
意
見
の
一
致
を
見
た
。

目
す
べ
て
の
学
生
は
、
そ
の
専
門
分
野
が
何
で
あ
れ
、
広
義
に
解
さ
れ
た
人
文
に

お
け
る
基
礎
的
な
も
の
を
学
習
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

目
人
女
籔
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
現
在
の
叉
は
過
去
の
一
外
国
語
の
学
習
を
、
そ

し
て
こ
の
言
語
を
通
じ
て
、
そ
れ
を
超
え
て
そ
の
表
現
す
る
文
化
の
学
習
を
、

含
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

目
西
洋
の
国
交
に
お
い
て
は
、
非
西
洋
文
化
に
よ
り
多
く
の
注
意
が
払
わ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

㈲
目
標
は
学
生
に
百
科
辞
典
的
な
知
識
を
、
し
た
が
っ
て
必
然
的
に
皮
相
江
知
識

を
つ
め
こ
む
こ
と
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
討
議
中
に
使
わ
れ
た

文
句
で
い
え
ば
三
滴
の
水
か
ら
世
界
を
見
る
」
よ
う
に
、
学
生
を
助
け
て
や
る

こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
な
お
、
か
よ
う
な
人
文
教
育
は
優
秀
な
大
学
教
師
に
よ
っ
て
の
み
達
成
さ
れ
う

る
で
あ
ろ
う
。

人
文
は
如
何
に
教
え
る
べ
き
か

鋼一蝿
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一

蝿
成
す
る
一
般
教
育
の
基
盤
の
上
に
漸
を
追
っ
て
専
門
分
野
の
教
育
を
施
す
の
を
建

前
と
し
て
い
る
が
故
に
、
一
般
教
育
こ
そ
新
し
い
大
学
の
根
幹
的
位
置
を
占
め
る
も

の
で
あ
る
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
民
主
教
育
協
会
の
一
般
教
育
委
員
会
は

「
大
学
に
お
け
る
一
般
教
育
」
に
お
い
て
、
こ
の
教
育
の
目
標
を
規
定
し
て
「
学
生

に
対
し
て
特
定
の
専
門
的
知
識
あ
る
い
は
技
術
的
訓
練
を
あ
た
え
る
こ
と
で
は
な

く
、
む
し
ろ
思
考
の
方
法
を
修
得
せ
し
め
る
と
同
時
に
、
学
問
の
成
果
を
理
解
し
得
る

能
力
を
育
成
し
、
将
来
専
門
的
研
究
を
な
し
ま
た
社
会
人
と
し
て
活
動
す
る
際
に
必

要
な
一
般
教
養
を
付
与
す
る
に
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
。

さ
き
に
私
は
、
人
教
文
育
が
古
典
的
な
リ
ベ
ラ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
現

代
の
一
般
教
育
に
発
展
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
教
育
の
範
囲
が
著
し
く
拡
大
し

た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
れ
と
対
照
的
に
、
こ
の
ば
あ
い
に
は
一
般
教
育
は
、
一

般
教
育
と
し
て
の
使
命
を
完
了
す
る
た
め
、
自
己
本
来
の
領
域
を
明
確
に
し
て
、
こ

れ
を
厳
守
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
い
う
意
味
は
一
般
教
育
は
専
門
教
育
や
職
業
訓
練

と
混
同
さ
れ
て
な
ら
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
準
備
教
育
や
基
礎
教
育
と
同
視
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
か
ら
だ
き
の
ば
あ
い
、
一
般
教
育
の
専
門
教
育
・
職
業
訓
練
と
の
関
係

に
つ
い
て
、
両
者
が
異
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
具
体
的
な
人
間
形
成
の
上
で
相
互

補
完
の
関
係
に
あ
る
こ
と
は
、
多
く
の
人
共
の
理
解
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
準
備

教
育
や
基
礎
教
育
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
、
人
穴
が
は
っ
き
り
し
た
認

識
を
持
っ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
と
い
う
の
は
、
現
実
の
事
態
に
お
い
て
は
、

一
般
教
育
の
担
当
者
が
昔
の
予
備
校
で
あ
る
高
等
学
校
の
教
師
で
あ
っ
た
関
係
か
ら

一
般
教
育
が
や
や
と
も
す
れ
ば
、
準
備
教
育
や
基
礎
教
育
と
混
同
し
て
考
え
ら
れ
や

す
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
上
、
自
然
科
学
系
の
専
門
分
野
か
ら
の
、
一
般
教
育
を
部

分
的
に
基
礎
教
育
に
転
換
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
求
も
手
伝
っ
て
こ
の
混
同
は
一

段
と
実
現
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
は
と
も
あ
れ
、
世
界
的
に
み
て
も
試
行
錯
誤
の
状
況
に
あ
る
大
学
に
お
け
る

人
文
教
育
は
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
戦
後
の
教
育
改
革
の
一
環
と
し
て
制
度
的
に
も

人
的
に
も
全
く
準
備
不
足
の
う
ち
に
発
足
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
十
年
の
後
に
、
わ
れ

わ
れ
は
そ
の
経
過
経
験
を
か
え
り
み
て
、
謙
虚
に
こ
れ
を
反
省
し
、
本
格
的
に
再
検
討

す
べ
き
時
期
に
到
達
し
て
い
る
よ
う
だ
。
と
い
う
の
は
、
か
よ
う
な
必
要
と
要
求
と
は

一
般
教
育
の
関
係
者
が
安
易
な
現
状
肯
定
者
で
な
い
か
ぎ
り
、
こ
の
教
育
の
在
り
方

の
反
省
と
し
て
、
当
然
に
内
部
か
ら
発
生
し
て
く
る
筈
の
も
の
で
あ
る
ば
か
り
で
江

蝿
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く
、
当
面
す
る
大
学
の
諸
改
革
、
例
え
ば
、
科
学
・
技
術
教
育
の
振
興
、
専
門
学
力

向
上
の
問
題
教
育
養
成
制
度
の
改
革
、
文
理
学
部
の
再
洲
成
等
欠
と
関
連
し
て
外

部
か
ら
問
題
な
つ
き
つ
け
る
形
で
迫
ら
れ
て
き
て
い
る
か
ら
だ
。
一
般
教
育
の
発
足

以
来
、
す
で
に
い
く
た
の
人
交
か
ら
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
機
会
に
私
の
念
頭
に

浮
ぶ
問
題
だ
け
を
拾
っ
て
み
て
も
、
そ
の
数
は
決
し
て
少
く
な
い
。

日
欧
州
大
陸
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
般
教
育
を
主
に
中
等
学
校
に
任
せ
て
、
大

学
は
専
門
教
育
に
専
心
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
に
し
て
も
、
一
般
教
育
ｌ
語
学
を

も
含
め
て
ｌ
を
合
理
的
に
中
等
学
校
と
分
担
す
る
方
法
は
な
い
も
の
か
。

目
大
学
に
お
け
る
一
般
教
育
に
あ
て
ら
れ
る
時
間
の
量
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

こ
れ
に
伴
う
て
一
般
教
育
に
お
け
る
三
系
列
の
学
科
と
単
位
の
構
成
に
つ
い
て
再

検
討
す
る
必
要
が
な
い
か
。

目
時
間
の
総
数
が
同
一
で
あ
る
と
し
て
も
、
画
一
的
に
専
門
教
育
と
段
階
を
区
分

す
る
横
割
り
が
よ
い
の
か
、
専
門
教
育
と
平
行
す
る
縦
割
り
が
よ
い
の
か
。
も
ち

ろ
ん
、
こ
れ
は
一
般
教
育
の
組
織
形
態
と
関
連
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

だ
が
。

㈲
一
般
教
育
の
や
り
方
に
つ
い
て
は
、
根
本
的
に
考
え
れ
ば
、
Ⅲ
単
一
科
目
コ
ー

ス
が
よ
い
か
、
②
総
合
コ
ー
ス
が
よ
い
か
、
の
問
題
が
あ
り
、
多
く
の
ば
あ
い
、

望
ま
し
い
後
者
を
採
る
と
し
て
も
、
概
観
方
式
、
問
題
中
心
方
式
、
ケ
ー
ス
メ
ソ

ッ
ド
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
具
体
的
な
実
行
案
に
仕
上
げ
る

ぱ
あ
い
に
は
、
一
層
多
く
の
困
難
に
出
食
は
す
で
あ
ろ
う
。

⑤
一
般
教
育
に
か
ぎ
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
古
い
形
の
や
り
っ
ぱ
な
し
の
講
義

式
の
マ
ス
教
育
を
や
め
て
で
き
れ
ば
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
も
設
け
て
教
育
が
行

わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
こ
の
こ
と
は
、
手
不
足
の
教
師
で
多
数
の
新
入
学
者

を
引
受
け
ざ
る
を
え
な
い
謂
ゆ
る
教
養
部
に
お
い
て
特
別
の
関
心
に
値
す
る
。

序
で
あ
る
か
ら
、
少
し
問
題
は
そ
れ
る
け
れ
ど
も
、
｜
般
教
育
の
担
当
者
の
資
格

と
評
価
と
も
重
大
な
問
題
の
あ
る
次
の
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
一
般
教
育

の
意
義
と
内
容
が
以
上
の
よ
う
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
担
当
者
は

そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
学
力
と
経
験
の
所
有
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
彼
ら

は
そ
れ
に
相
応
す
る
、
専
門
学
者
と
な
ら
ぶ
よ
う
な
評
価
と
尊
敬
を
受
け
ね
ば
な
ら

な
い
。
し
か
る
に
、
こ
の
こ
と
が
、
残
念
な
が
ら
、
外
か
ら
も
内
か
ら
も
実
現
さ
れ

て
い
な
い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
に
は
一
般
教
育
を
担
当
す
る
教
授
叉
は
部

喪

慰
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鐵

鐵

局
に
か
ら
ま
る
特
殊
の
歴
史
的
事
情
が
あ
つ
く
そ
う
簡
単
に
解
決
さ
れ
る
と
は
思

わ
れ
な
い
。
が
、
何
と
し
て
も
一
般
教
育
が
大
学
の
予
備
教
育
的
な
残
津
な
清
算
し

て
本
来
の
大
学
教
育
の
水
準
に
ま
で
高
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
し
て

こ
の
点
で
は
、
外
部
者
の
啓
蒙
と
な
ら
ん
で
一
般
教
育
担
当
者
の
反
省
と
積
極
的

な
発
奮
と
努
力
が
何
よ
り
必
要
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
ば
し
ば
論
ぜ
ら
れ
る
、

一
般
教
育
叉
は
こ
れ
を
担
当
す
る
部
局
の
大
学
に
お
け
る
地
位
の
問
題
も
、
一
般
教

育
と
そ
の
担
当
者
の
実
状
の
関
連
に
お
い
て
の
み
、
正
し
い
解
決
が
え
ら
れ
る
も
の

重
ぬ
て
申
す
の
で
あ
る
が
、
一
般
教
育
発
足
十
年
、
と
り
わ
け
科
学
・
技
術
教
育

の
振
興
を
契
機
と
し
て
わ
れ
わ
れ
は
い
わ
ば
試
行
錯
誤
の
過
程
に
あ
っ
た
と
の
教

育
を
真
剣
に
反
省
し
、
検
討
し
て
、
そ
の
望
ま
し
い
姿
を
確
立
し
て
ゆ
く
た
め
の
、
最

も
よ
い
機
会
に
際
会
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
当
局
で
あ
る
文
部
省
や
関
係
諸
大
学
や

担
当
教
師
諸
先
生
は
む
ろ
ん
の
こ
と
と
思
う
が
、
国
立
大
学
協
会
も
、
大
学
基
準
協

会
も
真
剣
に
こ
の
問
題
と
と
り
く
ん
で
い
る
。
科
学
・
技
術
の
振
興
が
時
代
の
強
い

要
請
で
あ
り
、
一
般
教
育
が
新
制
大
学
の
基
本
的
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
よ

く
心
得
え
て
い
る
わ
れ
わ
れ
は
、
日
本
の
大
学
が
そ
の
当
面
す
る
「
大
学
教
育
に
お

け
る
科
学
と
人
文
」
の
問
題
に
適
切
な
解
決
を
与
え
て
大
学
の
使
命
達
成
に
一
歩

進
め
る
と
と
も
に
、
時
代
の
付
託
に
十
分
応
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
の
で

あ
る
。

と
私
は
考
え
て
い
る
。

。
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蝿

ア
ジ
ア
財
団
か
ら
の
招
き
を
う
け
て
、
昨
年
九
月
の
は
じ
め
か
ら
約
三
ヶ
月
余
に

わ
た
っ
て
ア
ラ
ス
カ
を
も
入
れ
て
全
米
各
地
を
歴
訪
し
、
そ
の
間
に
著
名
な
大
学

の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
尋
ね
て
、
大
学
の
運
営
、
教
育
方
針
、
施
設
、
産
学
一
致
の

情
況
な
ど
に
つ
い
て
学
長
そ
の
他
の
幹
部
か
ら
開
き
、
ま
た
は
見
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
た
が
、
そ
の
間
に
各
地
の
大
学
で
で
き
る
だ
け
多
く
の
日
本
人
留
学
生
に
出
会

っ
て
彼
ら
か
ら
ア
メ
リ
カ
大
学
に
お
け
る
生
活
に
つ
い
て
の
感
想
を
き
く
こ
と
に

努
め
た
が
、
こ
こ
で
は
こ
の
点
に
関
し
て
一
部
報
告
を
し
て
お
き
た
い
。

現
地
に
き
て
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
制
度
は
必
ず
し
も
一
様
の
も

の
で
は
な
く
、
公
私
の
区
別
、
土
地
の
事
情
、
大
学
の
伝
統
な
ど
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
相
違
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
を
よ
く
見
な
い
で
、
日
本
の
新
制
大
学
を

画
一
の
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
は
多
分
の
危
険
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
問
題

は
こ
こ
で
は
省
く
と
し
て
も
、
と
も
か
く
ア
メ
リ
カ
の
大
学
が
そ
の
教
育
制
度
を
、

た
と
え
そ
こ
に
は
差
が
あ
り
問
題
が
あ
る
に
し
て
も
、
有
効
に
生
か
そ
う
と
努
力
し

て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
で
ど
の
大
学
で
も
一
応
は
っ
き
り
と
打
出

し
て
い
る
線
は
、
学
生
に
対
す
る
ト
レ
ー
ー
ー
ン
グ
の
強
化
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
わ
が
国
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
事
実
は
少
し
詰
め
こ
み
主
義
に
お

ち
入
っ
て
い
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
、
実
行
し
て
い
る
大
学
が
か
な
り
あ
る
。

な
る
ほ
ど
ア
メ
リ
カ
の
大
学
生
は
よ
く
遊
蕊
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
ア
メ
リ

カ
国
内
に
お
い
て
も
、
大
学
は
男
女
学
生
の
遊
び
場
で
あ
り
、
結
婚
媒
介
処
で
あ
る

あ
る
と
い
う
非
難
も
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
あ
る
一
部
の
大
学
な
り
、
学
生
層
に
つ

い
て
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
全
学
生
が
こ
の
よ
う
な
生
活
を
し

て
い
る
と
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
彼
ら
が
徹
底
的
に
遊
ぶ
の
は
、
金
曜
日
の
夕

方
か
ら
日
曜
日
の
夜
ま
で
の
間
で
、
こ
と
に
金
曜
日
の
夜
は
、
た
い
て
い
の
大
学
都

市
の
レ
ス
ト
ラ
ン
ト
や
遊
び
場
所
で
は
学
生
が
思
い
放
題
に
や
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

在
米
曰
本
人
留
学
生
の
生
活

－－

鍼
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小
樽
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ろ
。
し
か
し
そ
の
間
の
週
日
に
は
彼
ら
は
勉
強
で
忙
が
し
く
、
宿
題
を
必
ず
や
っ

て
ゆ
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、
教
室
で
は
必
ず
質
問
さ
れ
る
の
で
欠
席
も
す
る
わ

け
に
は
ゆ
か
な
い
。
だ
い
た
い
に
お
い
て
は
教
科
書
な
持
つ
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の

で
、
講
議
の
前
に
必
ず
何
頁
か
ら
何
頁
ま
で
読
ん
で
き
て
、
教
室
で
は
教
官
の
質
問
に

答
え
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
大
学
の
側
で
は
と
も
か
く
学
生
の
勤
怠
の

い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
時
間
の
講
義
に
対
し
て
自
習
一
一
時
間
の
線
は
守
ら
れ
、

実
施
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
ト
レ
ー
ー
ー
ン
グ
莚
強
化
し
て
い
る
た
い
て

い
の
大
学
で
は
、
学
生
は
勉
強
に
忙
殺
さ
れ
る
わ
け
で
勢
い
週
末
に
は
徹
底
し
て

遊
ぶ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
日
本
か
ら
の
留
学
生
と
会
合
在
も
っ
て
彼
ら
か
ら
話
を
き

い
た
と
こ
ろ
で
は
、
日
本
人
の
留
学
生
と
ア
メ
リ
カ
の
学
生
と
を
較
べ
て
能
力
の
点

で
は
決
し
て
劣
っ
て
は
い
な
い
が
、
頑
張
る
体
力
の
点
で
は
や
は
り
ア
メ
リ
カ
の
学

生
に
か
な
わ
な
い
、
と
い
う
の
が
真
相
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
有
名

な
大
学
で
は
最
後
ま
で
頑
張
り
が
き
か
な
か
っ
た
た
め
に
、
単
位
が
と
れ
な
い
で
卒

業
も
出
来
な
い
日
本
人
留
学
生
な
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
ん
ケ
ー
ス

は
、
国
費
あ
る
い
は
財
団
か
ら
の
費
用
を
も
ら
っ
て
留
学
し
て
い
る
学
生
の
あ
い
だ

に
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
旅
費
だ
け
支
給
さ
れ
て
滞
在
費
を
ア
ル
バ
イ
ト
で
ま

か
な
っ
て
い
る
学
生
の
あ
い
だ
に
多
く
、
卒
業
も
出
来
な
い
の
で
今
更
帰
国
す
る
わ

け
に
も
ゆ
か
ず
、
そ
の
た
め
に
将
来
の
見
透
し
の
で
き
な
い
も
の
も
い
る
。

体
力
以
外
に
日
本
留
学
生
に
と
っ
て
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
に
な
る
の
は
語
学
の
力

の
不
足
で
最
初
の
一
年
の
講
義
を
う
け
る
に
あ
た
っ
て
は
、
教
官
の
説
明
が
わ
か

ら
な
い
の
で
宿
題
そ
の
他
の
点
に
つ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
人
の
学
生
か
ら
問
題
を
お

そ
わ
る
の
が
現
状
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
だ
い
た
い
講
義
の
わ
か
る
の
は
一
年
経
っ

て
か
ら
で
あ
っ
て
江
か
に
は
そ
れ
か
ら
講
義
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
帰
国
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
も
あ
り
、
一
一
ケ
年
滞
在
で
き
て
も
有
効
に
留
学
期
間
を
す
ご

す
の
は
丸
一
年
と
い
う
場
合
が
多
い
。
ミ
シ
ガ
ン
大
学
の
学
生
ホ
ー
ル
で
十
数
人
の

日
本
人
留
学
生
と
話
を
し
た
と
き
に
も
つ
と
効
果
的
に
や
る
方
法
に
つ
い
て
考
え

て
み
て
は
ど
う
か
と
勧
め
た
と
き
に
、
彼
ら
の
多
く
は
、
ア
メ
リ
カ
に
来
て
い
る
だ

け
で
も
何
か
役
に
立
つ
の
で
、
さ
う
真
面
目
に
考
え
て
い
て
は
異
国
で
は
や
っ
て
ゆ

け
な
い
と
話
し
て
い
た
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
の
大
学
の
多
く
の
総
長
に
出
会
っ
て

日
本
人
の
留
学
生
に
つ
い
て
意
見
が
あ
れ
ば
聞
か
せ
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
と
こ
ろ
、
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彼
ら
は
日
本
人
留
学
生
が
非
常
に
真
面
目
で
、
能
力
の
あ
る
こ
と
を
認
め
る
が
、
語

珊
学
力
の
不
足
し
て
い
る
こ
と
は
何
ん
と
も
残
念
で
あ
る
、
そ
の
点
十
分
に
考
え
て
頂

け
た
ら
幸
い
で
あ
る
、
と
い
っ
て
い
た
。

ハ
ワ
イ
に
二
日
ほ
ど
滞
在
し
て
い
た
と
き
、
二
世
の
若
い
人
た
ち
に
出
会
っ
た
が

彼
ら
は
折
角
日
本
か
ら
多
く
の
留
学
生
が
ア
メ
リ
カ
に
来
る
の
に
、
英
話
の
話
せ
な

い
も
の
が
多
い
の
は
困
る
。
こ
れ
は
な
ん
と
か
な
ら
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う

相
談
を
も
ち
か
け
ら
れ
た
。
そ
の
と
き
に
は
、
ハ
ワ
イ
に
語
学
力
を
つ
け
る
た
め
の

セ
ン
タ
ー
を
置
い
て
、
そ
こ
で
日
本
か
ら
留
学
生
に
は
英
語
を
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
日

本
へ
ゆ
く
留
学
生
に
は
日
本
語
を
そ
れ
ぞ
れ
話
す
訓
練
を
三
ヶ
月
間
ほ
ど
し
た
ら
ど

う
か
と
い
う
よ
う
な
案
も
出
た
ほ
ど
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
問
題
は
日
本
に
い

る
と
き
か
ら
自
分
で
解
決
す
れ
ば
よ
い
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
も
あ
る
で
あ
ろ
う

が
、
ア
メ
リ
カ
に
い
る
一
日
本
人
留
学
生
は
、
例
え
ば
、
助
手
の
身
分
に
い
る
と
大

学
で
は
出
発
ま
ぎ
は
ま
で
仕
事
の
整
理
そ
の
他
で
忙
し
く
て
、
と
て
も
そ
れ
を
や
る

暇
が
な
い
と
い
う
理
由
を
述
べ
て
い
た
。

ア
メ
リ
カ
へ
留
学
す
る
以
上
、
語
学
の
力
の
こ
と
を
云
交
す
る
の
は
お
か
し
な
話

で
あ
る
と
い
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
や
は
り
ア
メ
リ
カ
に
行
け
ば
ア
メ
リ
カ
の
実
態

を
知
り
、
学
問
的
な
知
己
を
つ
く
り
、
い
い
成
績
左
と
る
こ
と
の
方
が
よ
い
の
で
あ

る
か
ら
、
そ
の
点
で
十
分
の
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
望
ま
し
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

事
実
そ
う
し
た
欠
陥
の
た
め
に
損
を
し
て
い
る
学
生
も
か
な
り
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の

大
学
の
教
官
の
う
ち
に
は
、
日
本
人
留
学
生
を
自
宅
に
招
い
て
パ
ー
テ
ィ
を
開
い
た

り
、
晩
食
を
共
に
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
人
も
多
食
あ
る
が
、
語
学
力
の
足
り
な

い
新
参
の
日
本
人
留
学
生
の
江
か
に
は
、
こ
う
し
た
招
待
を
う
け
て
も
こ
と
わ
っ
た

り
、
江
か
に
は
す
つ
ぼ
ら
か
し
て
し
ま
う
学
生
も
あ
る
よ
う
で
つ
い
に
は
教
官
も

留
学
生
を
招
く
の
を
止
め
る
と
い
う
事
態
も
起
っ
て
い
る
。

語
学
力
の
不
足
を
克
服
す
る
こ
と
を
自
ら
努
力
し
な
い
学
生
は
、
自
然
ア
メ
リ
カ

人
の
学
生
と
交
友
す
る
こ
と
を
避
け
る
き
ら
い
が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
大
き
い
大
学

都
市
で
は
日
本
人
留
学
生
同
志
が
い
つ
も
集
ま
っ
て
日
本
語
で
し
ゃ
べ
り
あ
っ
て
い

る
。
私
は
三
十
あ
ま
り
の
大
学
を
訪
問
し
た
が
ｖ
ど
こ
で
も
日
本
人
留
学
生
が
ア
メ

リ
カ
人
学
生
と
集
っ
て
話
し
あ
っ
て
い
る
光
景
は
ほ
と
ん
ぺ
ど
見
な
か
っ
た
。
ア
メ

リ
カ
大
学
当
局
と
し
て
も
こ
の
点
非
常
に
残
念
が
っ
て
お
り
、
日
本
人
留
学
生
が
で

き
る
だ
け
多
く
ア
メ
リ
カ
の
大
学
生
と
交
わ
っ
て
意
見
の
交
換
な
し
た
り
、
友
達

｡
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を
つ
く
っ
た
り
す
る
こ
と
を
切
に
希
望
し
て
い
た
。
日
本
人
留
学
生
の
あ
い
だ
に
は

そ
う
い
う
意
味
で
の
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
強
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を

い
っ
て
い
た
大
学
の
教
官
も
い
た
。
こ
れ
を
単
な
る
語
学
力
の
不
足
か
ら
起
る
事
柄

と
し
て
見
る
と
、
と
と
は
あ
る
い
は
簡
単
で
あ
る
が
、
日
本
人
の
島
国
根
性
あ
る
い

は
東
洋
人
の
一
般
通
性
が
然
ら
し
め
て
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
問
題
で
あ
る
よ
う

な
気
も
す
る
。

む
ろ
ん
、
こ
れ
に
は
例
外
も
あ
る
。
例
え
ば
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
聞
い
た
話
で

あ
る
が
、
日
本
の
大
学
を
出
て
か
ら
ア
メ
ソ
リ
カ
〈
留
学
し
て
一
一
年
足
ら
な
い
あ
る

学
生
は
、
初
か
ら
日
本
人
留
学
生
と
集
っ
て
日
本
語
で
日
常
話
し
あ
う
こ
と
を
や
め

出
来
る
だ
け
ア
メ
リ
カ
人
の
学
生
と
交
際
し
て
、
十
分
な
語
学
力
莚
身
に
つ
け
て
講

義
を
マ
ス
タ
ー
し
、
そ
の
結
果
ど
の
講
義
に
お
い
て
も
そ
の
成
績
は
ク
ラ
ス
の
ト
ッ

プ
を
切
り
、
ま
た
大
学
の
ア
メ
リ
カ
学
生
の
い
る
寮
に
入
っ
て
そ
の
プ
レ
ジ
デ
ン
ト

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
な
ど
は
す
ば
ら
し
い
効
果
を
あ
げ
て
い
る
学
生
で
大
学
で

も
大
変
ほ
め
て
い
た
が
、
こ
ん
な
例
は
全
く
乏
し
い
の
で
は
あ
る
が
、
日
本
人
留
学

生
で
も
や
る
気
が
あ
れ
ば
こ
れ
だ
け
の
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
一
つ
の
見
本
で
も
あ

る
。
し
か
も
こ
の
学
生
は
定
め
し
ア
メ
リ
カ
か
ぶ
れ
し
て
い
る
か
と
思
う
と
大
間
違

い
で
異
国
の
大
学
に
学
ん
で
絶
え
ず
日
本
の
将
来
の
こ
と
を
憂
え
て
い
る
好
ま
し

い
日
本
人
で
あ
っ
た
。

私
が
出
会
っ
た
日
本
人
留
学
生
の
う
ち
で
、
が
い
し
て
女
性
の
方
が
男
性
よ
り
生

活
態
度
を
わ
り
切
っ
て
考
え
、
ほ
が
ら
か
で
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
こ
れ
は
い

ざ
と
い
う
場
合
に
女
性
の
方
が
環
境
に
順
応
し
や
す
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か

し
そ
れ
だ
か
ら
っ
て
彼
女
ら
が
ア
メ
リ
カ
人
学
生
の
デ
イ
ト
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で

も
な
い
。
遠
く
南
方
の
テ
キ
サ
ス
大
学
で
は
、
夫
を
日
本
に
残
し
て
語
学
の
勉
強
に

来
て
い
た
若
い
日
本
女
性
に
出
会
っ
た
が
、
私
は
彼
女
の
勇
気
を
ほ
め
、
健
在
を
祈
ら

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
デ
イ
ト
と
い
え
ば
、
男
性
の
日
本
人
留
学
生
も
ア
メ
リ
カ
人
の

女
子
学
生
を
相
手
に
し
て
い
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
れ
は
先
方
の
方
が
さ
う

し
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
土
曜
日
か
ら
日
曜
日
に
か
け
て
ア
メ
リ
カ
人
の
男
性
学

生
が
ほ
と
ん
ど
女
性
と
デ
イ
ト
し
て
遊
び
に
出
か
け
る
の
で
日
本
人
の
男
性
は
こ

れ
ら
の
日
に
は
た
と
え
ア
メ
リ
カ
人
の
学
生
と
一
緒
に
遊
び
に
行
き
た
く
と
も
相
手

に
し
て
く
れ
な
い
。
そ
こ
で
日
本
人
学
生
同
志
で
出
か
け
る
こ
と
に
な
る
。
彼
ら
が

日
常
日
本
人
同
志
で
集
ま
る
く
せ
が
あ
る
の
は
、
そ
う
し
た
デ
イ
ト
の
な
い
こ
と
に

鍵
騨

駁
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‘
も
原
因
し
て
い
る
と
あ
る
留
学
生
は
い
っ
て
い
た
。

語
学
力
の
不
足
か
ら
来
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題
、
女
性
関
係
の
乏
し
さ
か
ら
淋
し
さ

と
と
に
一
定
の
年
月
の
研
究
の
結
果
を
ま
と
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
に
種
交
の
点

か
ら
そ
れ
が
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
た
め
に
生
ず
る
し
よ
う
さ
う
、
あ
る
い
は
既
婚

の
学
徒
が
急
に
家
族
か
ら
離
れ
て
異
郷
で
一
人
暮
ら
す
こ
と
か
ら
生
ず
る
せ
き
り
ょ

う
、
そ
う
し
た
も
の
が
積
み
か
さ
な
る
と
、
事
実
ア
メ
リ
カ
の
生
活
は
大
変
重
荷
に

な
っ
て
く
る
。
そ
の
結
果
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
る
も
の
も
か
な
り
多
い
よ
う
で
あ
る
。

ミ
シ
ガ
ン
大
学
の
附
属
病
院
で
研
究
し
て
い
る
若
い
日
本
女
性
か
ら
聞
い
た
話
に
よ

る
と
、
体
の
ど
こ
が
悪
い
と
い
う
こ
と
も
な
い
の
に
、
体
の
工
合
の
悪
い
こ
と
を
訴

え
て
く
る
学
生
の
う
ち
で
は
、
日
本
人
留
学
生
が
一
番
多
く
、
も
つ
と
い
け
な
い
こ

と
に
は
、
そ
れ
が
こ
う
じ
て
自
殺
す
る
学
生
の
多
い
の
‘
も
日
本
留
学
生
で
そ
の
数

に
お
い
て
は
独
占
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
い
た
と
き
在

留
邦
人
の
招
待
で
一
席
話
し
あ
っ
た
が
、
そ
の
と
き
の
話
で
は
、
卒
業
も
出
来
な
い

で
中
途
半
途
に
な
っ
て
い
る
学
生
が
か
な
り
あ
り
、
江
か
に
は
精
神
異
常
を
来
た
し

た
た
め
に
在
留
邦
人
の
家
で
面
倒
を
見
て
ほ
し
い
と
い
う
学
生
が
出
て
き
た
の
で

邦
人
連
中
が
な
ぜ
さ
う
ま
で
し
て
か
よ
う
な
学
生
を
ア
メ
リ
カ
に
止
め
て
お
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
か
、
な
ぜ
帰
国
し
な
い
の
か
、
と
い
っ
て
憤
慨
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
こ
ん
な
例
は
お
そ
ら
く
非
常
に
稀
れ
で
あ
る
と
は
思
う
が
、
そ
の
一

歩
手
前
に
い
る
学
生
が
少
く
と
も
あ
る
数
だ
け
で
も
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

こ
と
に
私
が
驚
い
た
こ
と
は
、
同
じ
く
一
三
－
ヨ
ー
ク
で
日
本
人
留
学
生
ら
と
一

緒
に
パ
ー
テ
ィ
ー
に
出
席
し
た
席
上
で
あ
る
一
部
の
学
生
に
ア
メ
リ
カ
生
活
に
つ

い
て
聞
い
た
と
き
に
、
そ
れ
ら
の
学
生
は
日
本
の
よ
う
に
封
建
制
が
強
く
、
い
ず
こ

‐
も
セ
ク
シ
ョ
リ
ズ
ム
が
横
行
し
て
他
人
の
出
世
を
さ
ま
た
げ
て
い
る
よ
う
な
国
へ

は
も
は
や
帰
り
た
く
な
い
、
と
い
っ
て
、
故
国
日
本
を
散
交
に
や
っ
つ
け
て
い
た
。
私

は
そ
れ
を
聞
い
た
と
き
、
必
ず
し
も
日
本
は
そ
う
と
は
限
ら
な
い
し
、
も
し
そ
ん
な

精
神
で
お
れ
ば
ア
メ
リ
カ
で
も
や
は
り
同
じ
こ
と
が
い
え
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い

っ
て
議
論
し
、
結
局
相
手
を
な
だ
め
、
出
来
た
ら
帰
っ
て
く
る
よ
う
に
話
し
た
。
一
一

一
一
一
の
大
学
で
も
日
本
に
帰
ら
な
い
で
そ
の
ま
ま
ア
メ
リ
カ
に
残
っ
て
研
究
を
続
け
た

い
、
と
い
っ
て
い
た
学
徒
も
い
た
が
、
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
に
い
る
方
が
自
分
の
研
究

に
は
な
に
か
と
都
合
が
よ
い
と
い
う
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
私
は
決
し
て
そ
れ
に
反

対
し
な
か
っ
た
が
、
日
本
の
大
学
に
帰
っ
て
も
昇
進
で
き
る
わ
け
で
も
な
い
か
ら
そ

廟

Ｐ
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れ
が
い
や
で
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
残
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
よ
う
な
学
生
に
は
、
よ

く
反
省
し
て
ほ
し
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
話
し
て
お
い
た
。

ア
メ
リ
カ
の
ホ
テ
ル
で
出
会
っ
た
旅
行
中
の
日
本
の
大
学
の
教
官
か
ら
、
日
本
人

留
学
生
の
な
か
に
は
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
劣
等
感
を
も
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
彼

ら
は
ア
メ
リ
ヵ
ー
遍
倒
に
な
っ
て
い
る
の
は
困
っ
た
も
の
だ
、
と
い
う
話
を
と
き
ど

き
聞
い
た
。
そ
の
傾
向
は
絶
無
だ
と
は
い
え
な
い
。
た
し
か
に
そ
の
気
配
は
と
き
に

は
よ
く
感
じ
ら
れ
た
が
、
私
に
は
そ
ん
な
に
極
端
に
な
っ
て
い
る
学
生
は
少
い
よ
う

に
思
わ
れ
れ
た
。
し
か
し
一
般
的
に
い
っ
て
、
東
南
ア
ジ
ア
も
新
興
国
家
か
ら
留
学

し
て
き
て
い
る
学
生
に
比
較
し
て
日
本
人
留
学
生
に
ど
こ
か
元
気
の
な
い
様
子
が

あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
は
も
ち
ろ
ん
国
情
の
相
違
し
て
い
る
こ

と
が
原
因
し
て
い
る
。
東
南
ア
ジ
ア
の
新
興
国
家
か
ら
来
て
い
る
学
生
は
、
す
で
に

留
学
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
帰
国
後
に
い
い
社
会
的
地
位
が
約
束
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
丁
度
、
明
治
の
は
じ
め
に
日
本
か
ら
欧
米
に
留
学
し
た
者
が
帰
国
し
て

も
大
学
教
授
や
官
庁
の
技
師
や
上
位
の
役
人
を
約
束
さ
れ
て
い
た
の
と
同
じ
で
あ
っ

て
戦
前
で
も
こ
の
傾
向
は
多
分
に
あ
っ
た
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
新
興
国
家
か
ら
の

留
学
生
は
ど
こ
の
大
学
に
行
っ
て
も
よ
く
み
ん
な
で
集
っ
て
談
論
風
発
と
い
う
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
点
で
は
日
本
人
留
学
生
に
は
そ
う
し
た
は
つ
ら
つ
さ
が
や
は
り

な
い
。
私
は
よ
く
彼
ら
に
日
本
は
先
進
国
だ
か
ら
と
い
っ
て
励
ま
し
た
が
、
こ
う
い

う
理
由
も
あ
と
で
考
え
た
が
彼
ら
に
と
っ
て
は
損
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

と
い
う
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
お
け
る
日
本
人
留
学
生
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
日
本

の
大
学
で
は
だ
い
た
い
認
め
て
い
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
し
留
学
生
の
う
ち

に
は
こ
の
メ
リ
ッ
ト
を
日
本
の
大
学
で
な
ん
と
か
し
て
認
め
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ

ば
、
彼
ら
は
も
つ
と
勉
強
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
意
見
を
述
べ
て
い
る
も
の

も
い
た
。
一
三
－
ヨ
ー
ク
で
朝
海
大
使
の
晩
餐
会
に
呼
ば
れ
た
と
き
に
も
そ
ん
な
話

が
で
た
が
、
こ
の
よ
う
な
事
柄
を
含
め
て
真
面
目
な
留
学
生
の
意
見
で
は
戸
彼
ら
は

日
本
に
い
る
人
達
が
考
え
て
い
る
ほ
ど
楽
な
勉
強
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
ア

メ
リ
カ
の
大
学
で
は
語
学
力
の
不
足
も
手
伝
っ
て
単
位
を
と
る
の
に
並
み
た
い
て

い
の
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
な
の
に
日
本
で
は
ア
メ
リ
カ
に
い
る
留
学
生
は
の
ん
き

に
や
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
は
心
外
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
彼
ら
の
意
見

で
あ
っ
た
。
事
実
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
は
学
生
が
盛
ん
に
勉
強
さ
せ
ら
れ
る
と

と
も
に
、
単
位
で
の
及
第
点
を
と
る
の
も
な
か
な
か
容
易
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

鐵・蝋「』
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の
た
め
に
進
学
す
る
の
も
む
つ
か
し
い
。
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
で
大
学
当
局
が

一
説
明
し
て
く
れ
た
数
字
的
統
計
を
グ
ラ
フ
に
よ
っ
て
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
◎こ

れ
は
こ
の
大
学
の
学
生
を
対
象
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
に
入
る

の
と
、
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
を
卒
業
す
る
も
の
は
百
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち

で
カ
レ
ッ
ジ
に
進
学
す
る
も
の
は
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
う
ち
か
ら

商
業
課
程
の
カ
レ
ッ
ジ
を
卒
業
す
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
は
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
内

で
、
さ
ら
に
そ
の
う
ち
で
グ
ラ
デ
ユ
エ
イ
ト
・
ス
ク
ー
ル
に
入
る
こ
と
の
で
き
る

も
の
は
僅
か
に
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
内
で
あ
る
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
大
学

で
の
入
学
生
と
卒
業
生
と
の
夫
交
の
数
を
図
式
で
あ
ら
わ
す
と
、
次
の
よ
う
な
形
に

な
る
と
い
っ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
日
本
の
大
学
で
は
無
事
に
入
学
で
き
れ
ば
だ
い

た
い
に
お
い
て
全
部
卒
業
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ

ご
□
ま

『
画
設

叩
。
ま

向
山
余、－

５ミ衛 の
ロ
エ
ロ
○
Ｆ

エ
ー
ｏ
エ

、
二
『
ｍ
刀

の
コ
ア
□
ご
ア
『
、

「
。
□
三

エ
｜
の
二
ｍ
ロ
エ
ロ
ロ
戸

、

愚

11驍
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の
大
学
で
は
卒
業
す
る
ま
で
に
落
し
て
ゆ
く
の
で
卒
業
生
の
数
は
そ
れ
だ
け
少
く

な
る
。
教
官
や
学
生
の
判
断
を
綜
合
し
て
も
、
大
学
で
は
外
国
人
で
あ
ろ
う
と
、
ア

メ
リ
カ
人
で
あ
ろ
う
と
少
し
も
差
別
す
る
こ
と
な
く
落
第
さ
せ
る
そ
う
で
あ
る
。
日

本
で
の
大
学
の
よ
う
に
実
際
の
得
点
数
に
下
駄
を
は
か
せ
て
及
第
点
を
つ
け
る
と
い

う
よ
う
な
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
か
わ
り
に
ア
メ
リ
カ
人
の
学

生
は
落
ち
て
も
日
本
人
の
学
生
の
よ
う
に
く
よ
く
よ
し
な
い
の
で
あ
る
。

戦
前
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、
金
を
儲
け
る
に
は
何
も
大
学
を
卒
業
す
る
必
要
が
な
く

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
を
出
て
大
工
や
左
官
に
な
っ
て
も
大
学
卒
業
生
以
上
の
月
給
を
と
る

こ
と
も
で
き
た
が
、
戦
後
は
科
学
・
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
学
問
の
あ
る
卒
業
生
猛

い
い
俸
給
で
会
社
な
り
役
所
が
一
厘
う
傾
向
が
強
く
な
り
、
従
っ
て
大
学
を
出
な
く
て

は
い
い
収
入
を
得
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
か
ら
は
、
百
姓
の
子
で
も
貧

乏
な
家
庭
の
子
で
も
無
理
し
て
も
大
学
を
出
な
く
て
は
出
世
が
で
き
な
い
と
い
う
気

風
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
の
で
大
学
の
入
学
希
望
者
の
数
は
非
常
に
増
え
て
き
て

い
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
希
望
者
を
で
き
る
だ
け
入
学
さ
せ
る
た
め
に
、
ど
こ
の
大

学
で
も
大
変
な
費
用
を
か
け
て
施
設
の
増
加
を
盛
ん
に
や
っ
て
い
る
。
そ
の
点
で
は

豊
か
な
州
の
州
立
大
学
は
州
で
の
税
金
も
多
く
入
る
の
で
大
学
の
予
算
も
多
く
と
れ

従
っ
て
わ
れ
わ
れ
が
見
て
も
う
ら
や
ま
し
い
ほ
ど
大
き
い
建
物
が
ど
し
ど
し
建
て
ら

れ
、
高
価
な
施
設
も
増
設
さ
れ
て
い
る
一
方
、
今
で
は
私
立
の
大
学
で
は
寄
附
に
頼

っ
て
い
る
の
で
そ
の
よ
う
な
わ
け
に
も
ゆ
か
な
い
の
で
財
政
的
に
困
っ
て
い
て
、

研
究
も
十
分
に
や
れ
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
る
大
学
も
あ
る
。
そ
し
て
ど
の
大
学
の

学
長
も
資
金
の
入
手
の
た
め
に
忙
し
く
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
従
来
の
著
名
な
ス

タ
ン
フ
ォ
ー
ド
・
ミ
シ
ガ
ン
、
ハ
ー
バ
ー
ド
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
な
ど
の
私
立
大
学
は
さ
う
だ

っ
て
も
お
そ
ら
く
そ
の
伝
統
を
守
り
、
実
力
を
落
す
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
カ

リ
フ
オ
ル
ー
ー
ズ
ユ
タ
、
マ
サ
ス
チ
エ
ッ
、
テ
キ
サ
ス
な
ど
の
州
立
大
学
は
、
近
く

鍵
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ア
メ
リ
カ
の
大
学
生
の
生
活
も
そ
の
大
半
は
決
し
て
楽
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

あ
る
大
学
で
は
男
子
は
全
体
数
の
七
○
パ
ー
セ
ン
ト
、
女
子
は
六
○
パ
ー
セ
ン
ト
が

そ
れ
ぞ
れ
ア
ル
バ
イ
ト
を
求
め
て
い
る
が
、
幸
い
な
こ
と
に
労
働
力
の
不
足
し
て
い

る
こ
の
国
で
は
一
時
間
二
ド
ル
で
ア
ル
バ
イ
ト
が
割
合
た
や
す
く
得
ら
れ
る
の
で
、

学
生
の
生
活
は
や
っ
て
ゆ
け
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
も
日
本
の
学
生
は
そ
の
ア
ル

バ
イ
ト
を
求
め
る
の
が
な
か
な
か
困
難
で
あ
る
。
た
だ
ア
メ
リ
カ
の
大
学
生
が
現
在

‐
直
面
し
て
い
る
問
題
は
、
彼
ら
が
平
均
し
て
二
十
二
才
ぐ
ら
い
で
結
婚
し
、
い
わ
ゆ

る
カ
ッ
プ
ル
・
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
に
な
る
の
で
、
二
人
と
も
大
学
に
通
う
こ
と
が
経

済
上
で
き
な
く
な
り
、
生
活
が
困
難
に
な
っ
て
く
る
。
ア
メ
リ
カ
の
大
学
生
で
卒
業

で
き
な
い
も
の
が
で
き
て
く
る
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
た
い

て
い
の
場
合
に
は
女
房
が
働
い
て
主
人
た
る
学
生
の
学
資
莚
か
せ
い
で
い
る
こ
と
が

多
い
。
女
尊
男
卑
と
い
わ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
で
は
あ
る
が
、
こ
の
点
は
逆
の
よ
う

に
見
え
る
。
し
か
し
裏
を
洗
っ
て
み
る
と
、
女
一
房
の
心
の
な
か
で
は
自
分
が
働
い
て

学
資
を
み
つ
い
で
い
て
も
卒
業
す
れ
ば
夫
が
い
い
俸
給
を
と
っ
て
く
れ
る
の
で
、
働

い
た
だ
け
は
十
分
に
戻
っ
て
く
る
と
い
う
打
算
が
強
く
働
い
て
い
る
こ
と
は
間
違
い

は
な
い
ら
し
く
、
そ
の
点
十
分
に
割
り
切
っ
て
考
え
て
い
る
の
で
女
房
の
側
で
学
生

気
分
の
夫
に
対
し
て
横
柄
な
態
度
に
出
る
も
の
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
多

く
の
大
学
で
も
こ
の
カ
ッ
プ
ル
・
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
な
入
れ
る
た
め
の
寄
宿
舎
が
ど

し
ど
し
建
て
ら
れ
て
お
り
、
彼
ら
の
数
も
増
え
る
一
方
で
あ
る
。
日
本
で
も
こ
う
し

た
風
潮
が
現
わ
れ
て
く
る
の
も
そ
う
遠
い
こ
と
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
う
し
た
旧
来
の
有
力
な
私
立
大
学
と
肩
を
な
ら
べ
る
く
ら
い
に
ま
で
な
る
で
あ
ろ

う
と
推
定
さ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
は
立
派
な
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
ユ
ニ
オ
ン

が
で
き
る
こ
と
は
、
学
生
を
誘
致
す
る
一
つ
の
力
に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ア
メ

リ
カ
の
一
部
で
も
批
判
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
が
、
日
本
の
一
流
の
ホ
テ
ル
よ
り
も

ま
し
な
こ
の
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
ニ
ー
オ
ン
の
内
部
の
豪
華
さ
は
、
わ
れ
わ
れ
日
本

人
に
と
っ
て
は
羨
ま
し
い
限
り
で
あ
る
。
と
も
か
く
今
で
は
ア
メ
リ
カ
の
学
生
生
活

は
こ
の
よ
う
な
三
一
オ
ン
と
は
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
て
、
そ
の
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ

イ
す
る
た
め
に
学
校
へ
は
と
も
か
く
行
く
と
い
う
の
が
常
道
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な

気
が
す
る
。
こ
ん
な
こ
と
を
い
う
と
あ
る
い
は
賛
沢
だ
と
い
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
そ
の
点
で
は
日
本
の
大
学
生
、
こ
と
に
現
在
で
は
国
立
の
大
学
生
の
生
活
は
か

が
、
そ
の
点
で
は
日
本
（

わ
い
そ
う
な
気
が
す
る
。

穂

、

‘録
．
”

以
上
種
衣
な
批
判
も
あ
ろ
う
が
、
こ
の
あ
た
り
で
報
告
の
筆
を
と
ど
め
て
お
く
。

（
一
九
五
九
・
四
・
二
八
）

鍵一蝿
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ｍ
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１
科
学
技
術
教
育
振
興
に
関
す
る
連
絡
委
員
会

日
時
昭
和
一
一
一
一
一
一
・
一
○
・
一
一
二
（
金
）
午
前
十
時
１
午
後
零
時
半

場
所
東
京
大
学
大
講
堂
南
側
会
議
室

出
席
者
茅
会
長
、
山
内
委
員
長
、
平
沢
、
江
国
、
遠
藤
、
山
田
（
良
）
、

寺
沢
、
正
田
、
清
水
、
大
畑
、
杉
野
目
、
武
田
、
北
川
各
委
員

佐
藤
専
門
委
員

（
欠
席
者
）
山
田
（
穣
）
、
蝋
山
、
小
林
、
渡
辺
、
村
上
、
田
中
各
委
員

開
会
に
当
り
、
山
内
委
員
長
か
ら
、
委
員
長
就
任
の
挨
拶
が
あ
っ
て
、
議
事
を
進

め
ら
れ
た
。

先
ず
、
茅
会
長
か
ら
、
科
学
技
術
教
育
振
興
に
つ
い
て
は
、
昨
年
来
問
題
に
な
っ

て
い
る
が
、
殆
と
効
果
は
上
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
最
近
欧
米
か
ら
の
帰
朝
者
の

言
に
よ
れ
ば
、
数
年
前
と
異
な
り
、
日
本
と
の
格
差
は
益
交
開
い
て
き
た
。
原
子
力

関
係
な
ど
け
た
は
ず
れ
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
の
行
き
方
で
は
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い

こ
と
で
あ
る
。
私
の
知
っ
た
と
こ
ろ
で
も
、
湯
川
京
都
大
学
教
授
、
永
宮
大
阪
大
学

教
授
、
河
田
航
空
研
究
所
長
の
諸
氏
も
、
現
状
の
ま
ま
で
は
日
本
は
落
伍
す
る
の
み

で
あ
る
と
痛
嘆
さ
れ
て
お
っ
た
。
そ
れ
で
、
湯
川
氏
と
も
話
し
合
い
、
政
治
家
も
力

に
な
り
そ
う
に
な
い
の
で
、
大
蔵
省
主
計
局
長
に
実
情
を
述
べ
て
お
い
た
。
日
本
学

術
会
議
に
お
い
て
も
、
基
礎
科
学
教
育
の
進
行
は
極
め
て
大
事
で
、
何
等
か
の
手
段

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
際
、
杣
象
的
な
論
議
だ
け
で
は
い
け
な
い
の
で

具
体
的
に
説
明
し
て
納
得
を
得
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
欧
米
で
は
基
礎

方
面
が
確
立
し
、
殊
に
大
学
の
設
備
充
実
の
効
果
が
今
現
れ
て
い
る
。
私
等
も
今
直

ぐ
何
等
か
の
手
を
打
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
立
ち
至
っ
て
い
る
。
こ
の
意
味

で
、
こ
の
委
員
会
の
結
論
を
出
す
こ
と
は
望
ま
し
い
と
述
べ
ら
れ
た
。

次
で
山
内
委
員
長
か
ら
、
本
委
員
会
の
中
間
報
告
書
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
諮
ら

れ
、
種
交
協
議
の
結
果
、
大
要
次
の
通
り
申
合
せ
た
。

１
、
中
間
報
告
書
は
、
専
門
委
員
会
に
お
い
て
作
成
し
、
さ
き
に
連
絡
委
員
会
に
諮

っ
た
上
、
中
間
報
告
と
し
て
第
十
六
回
本
協
会
総
会
に
報
告
し
た
も
の
で
、
専
門

鼠．

翁

●、
潮

２
第
一
常
置
委
員
会

委
員
会
と
し
て
は
、
一
段
落
が
つ
い
た
も
の
で
あ
る
の
で
こ
の
中
間
報
告
書
は

中
間
報
告
と
し
て
こ
の
ま
ま
受
け
取
る
こ
と
と
す
る
。
し
か
し
、
ま
だ
、
最
終

的
な
結
論
は
出
て
い
な
い
の
で
専
門
委
員
会
に
お
い
て
、
今
回
の
連
絡
委
員
会

の
空
気
を
反
映
さ
せ
、
叉
、
各
方
面
の
意
見
を
織
り
込
み
、
検
討
す
る
こ
と
と
す

る
。
必
要
あ
れ
ば
、
委
員
を
追
加
す
る
。

２
，
本
委
員
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
中
間
報
告
書
は
、
あ
ま
り
細

部
に
亘
り
過
ぎ
、
迫
力
を
欠
く
の
で
、
欧
米
学
界
の
現
状
を
説
き
、
そ
の
高
い
水

準
に
達
す
る
た
め
に
は
、
制
度
上
、
財
政
上
に
つ
き
、
具
体
的
に
政
策
を
述
べ
る

こ
と
と
す
る
。
叉
、
大
学
教
育
の
み
で
は
な
く
、
そ
の
以
前
に
お
け
る
小
、
中
、

高
校
の
科
学
教
育
に
つ
い
て
も
説
明
を
加
え
る
。
か
く
し
て
完
壁
の
も
の
を
得
た

な
ら
ば
、
社
会
的
に
啓
蒙
を
促
進
す
る
た
め
、
こ
れ
を
公
表
す
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
教
育
制
度
の
問
題
も
出
た
が
、
こ
れ
も
論
議
す
る
必
要
は
認
め
る
が
、
そ

の
根
本
理
念
を
改
革
す
る
こ
と
は
容
易
に
結
論
を
得
ら
れ
そ
う
も
な
い
の
で
、
今

回
は
、
現
制
度
を
前
提
と
し
て
考
え
、
単
に
こ
れ
が
示
唆
を
与
え
る
程
度
に
止
め

る
こ
と
と
し
た
。

８
、
予
算
獲
得
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
は
、
最
も
緊
急
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
第
六
常
置
委
員
会
と
連
絡
合
同
し
て
、
具
体
的
案
を
作
成
し
、
次
回
本
協
会

総
会
に
提
案
す
る
こ
と
と
す
る
。
そ
の
際
審
議
の
重
点
を
大
学
に
お
け
る
建
物
等

の
施
設
設
備
の
充
実
、
教
育
研
究
費
の
増
額
及
び
教
育
陣
容
の
強
化
の
三
点
に
お

き
、
今
ま
で
の
御
意
見
も
取
り
入
れ
、
そ
し
て
前
提
と
し
て
は
、
外
国
の
水
準
と

同
様
の
水
準
の
比
較
と
い
っ
た
よ
う
な
大
き
な
問
題
点
を
押
出
す
こ
と
と
す
る
。

こ
れ
が
た
め
、
在
京
委
員
を
主
に
江
国
、
寺
沢
、
清
水
の
各
委
員
に
も
参
加
を
願

い
成
案
を
得
る
こ
と
に
し
た
い
。

日
時
昭
和
一
一
一
一
一
一
・
一
一
・
一
三
（
木
）
午
後
一
時
三
十
分
’
四
時
一
一
一

十
分

場
所
東
京
大
学
大
講
堂
北
側
会
議
室

出
席
者
蝋
山
委
員
長

伊
藤
、
三
雲
、
平
沢
、
古
林
、
山
田
、
鰐
淵
、
野
村
、
江
国
、

鋒
鰯
一

‘

鰹

鰯
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４
第
三
常
置
委
員
会

３
第
二
常
置
委
員
会

擬
《

蝿
遵

小
池
委
員
長
主
宰
の
下
に
開
会

本
日
は
、
一
般
教
育
の
充
実
に
関
連
す
る
問
題
の
一
と
し
て
、
先
ず
一
般
教
育
の

開
設
科
目
が
、
各
大
学
で
は
如
何
な
る
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
か
を
、
文
部
省
で
調

査
し
た
資
料
に
基
い
て
検
討
し
、
自
由
討
議
し
た
結
果
、
現
状
が
あ
ま
り
に
も
大
学

設
置
基
準
に
相
違
し
て
い
る
点
を
指
適
、
こ
れ
が
よ
っ
て
来
た
原
因
と
し
て
、
教
官

組
織
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
、
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
不
充
分
等
々
が
挙
げ
ら
れ
、
然

ら
ば
適
正
開
設
科
目
及
び
そ
の
適
正
数
に
近
ず
け
る
と
す
れ
ば
果
し
て
ど
ん
な
こ
と

に
な
る
か
の
問
題
点
を
今
少
し
堀
下
げ
て
見
る
こ
と
と
し
、
引
続
い
て
明
日
（
総
会

第
一
日
）
の
午
後
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
散
会
し
た
。

香
川
、
田
中
、
渡
辺
、
今
中
、
関
口
各
委
員

欠
席
者
加
茂
委
員

蝋
山
委
員
長
主
宰
の
下
に
開
会

去
る
、
九
月
十
二
日
作
成
の
、
一
般
教
育
の
現
状
、
同
問
題
点
及
び
同
改
善
の
方

策
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
案
の
各
設
問
事
項
に
関
し
、
項
目
別
に
審
議
、
各
委
員
か

ら
種
々
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
協
議
の
結
果
、
若
干
原
案
を
修
正
及
び
事
項
を
追
加
す

る
こ
と
と
な
り
、
委
員
長
か
ら
総
会
に
報
告
提
案
し
こ
の
取
扱
及
び
回
答
に
つ
い
て

の
協
力
方
を
各
大
学
に
要
請
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

日
時

場
所

出
席
者

場
所
東
京
大
学
大
講
堂
会
議
室

出
席
者
小
池
委
員
長
外
委
員

文
部
省
、
春
山
大
学
課
長

日
時
昭
和
一
一
一
一
一
一
・
一
一
。
一
三
午
後
一
一
一
時
’
五
時

昭
和
一
一
一
一
一
一
・
一
一
・
一
三
午
後
一
一
時

東
京
大
学
事
務
局
長
室

児
玉
委
員
長
、
岩
崎
和
歌
山
大
学
長
、
草
場
大
分
大
学
長
、
三

浦
鳥
取
大
学
長
、
嘉
村
九
州
工
業
大
学
長
、
斯
波
専
門
委
員
、

蕊

鋒
’

５
第
六
常
置
委
員
会

文
部
省
ｌ
緒
方
大
学
学
術
局
長
、
西
田
学
生
課
長

欠
席
者
鹿
児
島
大
学
長
、
茨
城
大
学
長
事
務
取
扱

児
玉
委
員
長
主
宰
の
下
に
開
会

ま
ず
児
玉
委
員
長
新
任
の
挨
拶
が
あ
り
、
岩
崎
学
長
の
申
出
に
よ
り
本
日
の
会
議

を
開
催
し
た
の
で
あ
る
が
、
学
生
の
政
治
運
動
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
は
、
非
常
に

む
ず
か
し
い
の
で
更
に
協
議
研
究
を
要
す
る
旨
を
述
べ
ら
れ
、
次
い
で
、
岩
崎
学
長

か
ら
、
和
歌
山
大
学
に
お
い
て
発
生
し
た
学
生
の
政
治
活
動
に
つ
い
て
詳
細
に
わ
た

る
実
情
報
告
が
行
わ
れ
た
。
大
学
の
学
内
と
学
外
に
お
け
る
学
生
運
動
の
性
格
を
区

別
し
て
、
よ
く
補
導
す
る
こ
と
、
全
学
連
の
動
向
を
察
知
す
る
こ
と
、
処
罰
は
厳
正

で
あ
る
べ
き
で
寛
容
に
過
ぎ
ざ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
学
生
の
自
治
会
の
本
質
を
確

め
て
、
自
覚
と
責
任
を
持
た
せ
る
こ
と
等
に
つ
い
て
協
議
し
、
明
日
の
総
会
に
報
告

す
る
こ
と
と
し
、
午
後
五
時
散
会
し
た
。

日
時
昭
和
三
一
一
一
・
一
一
・
一
一
一
一
（
木
）
午
後
三
時
’
五
時

場
所
東
京
大
学
大
講
堂
南
側
会
議
室

出
席
者
茅
会
長
、
各
委
員
、
各
専
門
委
員

欠
席
者
井
藤
委
員
長
、
勝
沼
委
員
、
進
藤
専
門
委
員

井
藤
委
員
長
欠
席
に
つ
き
、
杉
野
目
委
員
代
っ
て
主
宰
の
下
に
開
会

一
、
大
学
の
財
政
問
題
に
つ
い
て

右
に
つ
い
て
は
、
第
十
六
回
総
会
の
決
議
に
基
き
、
要
点
を
一
一
一
項
目
に
絞
っ
て

要
望
し
、
そ
の
後
も
各
大
学
に
照
会
し
た
が
、
別
段
新
ら
し
い
意
見
も
出
な
か
っ

た
。

と
大
蔵
当
局
が
言
っ
て
い
る
こ
と
に
一
大
原
因
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
ど

う
す
る
か
は
、
本
協
会
と
し
て
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
ｃ
や
な
い
か
と
の

発
言
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
こ
の
問
題
は
本
協
会
と
し
て
取
り
上
げ
る

こ
と
は
面
倒
で
あ
り
、
原
案
が
あ
れ
ば
こ
れ
に
協
力
す
る
程
度
で
あ
る
だ
ろ
う
と

の
意
見
が
あ
っ
た
。
又
、
同
委
員
会
か
ら
、
教
官
の
待
遇
問
題
に
つ
い
て
、
さ
き

に
開
催
し
た
東
海
地
区
に
お
け
る
国
立
大
学
長
会
議
で
、
大
学
教
官
を
一
般
行

清
水
委
員
か
ら
、
毎
年
予
算
を
要
求
し
て
も
通
ら
な
い
の
は
大
学
が
多
過
ぎ
る

鰯
懲
凸

＆

轍
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二
、
基
礎
科
学
の
振
興
に
つ
い
て

長
谷
川
福
井
大
学
長
か
ら
、
本
年
十
月
二
十
四
日
日
本
学
術
会
議
第
二
十
七
回

総
会
に
お
い
て
、
基
礎
科
学
の
振
興
に
つ
き
別
紙
（
別
掲
、
要
望
書
参
照
）
の
声

明
を
出
し
た
。
殴
米
に
お
い
て
は
、
近
年
基
礎
科
学
研
究
体
制
全
般
に
わ
た
り
水

準
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、
わ
が
国
と
の
較
差
は
益
☆
増
大
す
る
傾
向
が
あ
り
、
若

し
こ
れ
を
放
置
す
る
な
ら
ば
、
数
年
な
ら
ず
し
て
わ
が
国
の
科
学
は
、
多
く
の
重

要
分
野
に
お
い
て
国
際
水
準
か
ら
脱
落
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
が
た
め
に
は
、

，
政
公
務
員
と
同
一
視
す
る
の
は
間
違
い
で
こ
の
際
、
根
本
的
に
堀
り
下
げ
、
寧

ろ
特
別
職
と
し
た
方
が
よ
い
。
大
学
教
官
は
教
育
と
研
究
に
従
事
す
る
特
殊
性
を

も
つ
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
基
い
て
教
官
の
待
遇
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
の
話

が
あ
っ
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
会
長
か
ら
、
大
学
教
官
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て

は
、
大
蔵
省
主
計
官
も
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
い
っ
て
い
た
。
次
で
会
長
か
ら
、

大
学
の
研
究
費
増
額
の
問
題
に
つ
い
て
は
現
状
の
よ
う
で
は
困
る
。
基
礎
科
学
の

・
較
差
は
近
年
益
々
激
し
く
、
日
本
学
術
会
議
に
お
い
て
も
基
礎
科
学
の
振
興
に
つ

い
て
資
料
を
蒐
集
し
て
研
究
し
て
い
る
。
大
学
で
は
こ
れ
を
ど
う
す
る
か
、
そ
の

い
て
資
料
を
蒐
集
し
て
研
究
し
て
い
る
。
大
学
で
は
こ
れ
要

》
対
策
を
根
本
的
に
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

さ
き
に
、
科
学
技
術
教
育
振
興
に
関
す
る
連
絡
委
員
会
専
門
委
員
会
か
ら
提
出

し
た
中
間
報
告
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
も
同
連
絡
委
員
会
か
ら
特
別
な
意
見
も
な

く
、
第
六
常
置
委
員
会
と
共
同
し
て
提
出
さ
れ
た
い
と
の
申
出
が
あ
る
の
で
、
こ

れ
を
織
り
込
み
、
そ
れ
を
突
破
口
と
し
て
こ
れ
に
伴
っ
て
一
般
に
及
ぶ
よ
う
に
す

る
こ
と
と
し
た
。
又
、
東
北
大
学
か
ら
提
出
の
大
学
教
官
の
待
遇
改
善
及
び
宇
都

欄
宮
大
学
か
ら
提
出
の
庁
費
及
び
旅
費
の
増
額
に
つ
い
て
は
、
と
の
要
望
事
項
中
に

．
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
東
京
工
業
大
学
か
ら
提
出
の
学
生
、
職
員
の
食
堂

の
建
物
及
び
設
備
の
使
用
料
を
無
料
に
す
る
こ
と
は
、
学
生
の
福
利
厚
生
に
関
す

る
こ
と
で
第
四
常
置
委
員
会
と
も
関
連
す
る
こ
と
で
あ
り
、
文
部
当
局
へ
折
衝

す
べ
き
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

以
上
種
を
審
議
し
た
結
果
、
本
委
員
会
と
し
て
は
、
要
望
事
項
の
実
効
は
、
な

か
な
か
上
ら
な
い
が
、
さ
き
に
要
望
し
た
一
一
一
項
目
を
な
お
具
体
化
し
て
毎
年
根
強

く
繰
り
返
し
要
望
し
た
方
が
有
効
と
思
う
の
で
今
回
も
こ
れ
を
重
ね
て
強
く
要

望
す
る
こ
と
と
し
、
細
部
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
適
当
な
窓
口
に
折
衝

望
す
る
こ
と
と
し
、

す
る
こ
と
と
し
た
。

葱
亀
醤

麹

６
第
十
七
回
総
会
議
事
要
録
（
第
一
曰
）

日
時
昭
和
一
一
一
一
一
一
・
一
一
・
一
四
（
金
）
午
前
九
時
三
十
分

場
所
日
本
学
術
会
議
講
堂

出
席
者
各
国
立
大
学
長

文
部
省
緒
方
大
学
学
術
局
長
、
春
山
大
学
課
長
、
西
田
学
生
課
長

茅
会
長
議
長
席
に
つ
き
開
会
を
宣
す
。

ま
ず
、
会
長
か
ら
、
本
日
の
議
中
日
程
の
説
明
が
あ
り
、
次
で
八
木
日
出
雄
岡
山

大
学
長
の
紹
介
が
あ
っ
て
、
議
事
に
入
っ
た
。

一
、
学
長
交
替
に
つ
い
て

会
長
か
ら
、
前
総
会
以
後
に
お
け
る
学
長
交
替
に
つ
い
て
、
次
の
通
り
紹
介
が

あ
っ
た
。

大
学
名

（
新
）

（
旧
）

山
梨
大
学

三
雲
次
郎

安
達
禎

信
州
大
学

伊
藤
武
男

佐
藤
武
雄

東
京
水
産
大
学

関
根
隆

篠
山
武
次
郎

東
京
工
業
大
学

山
内
俊
吉

内
田
俊
一

茨
城
大
学

二
方
義

東
竜
太
師

学
長
事
務
取
扱

二
、
会
務
に
つ
い
て

会
長
か
ら
、
次
の
通
り
報
告
が
あ
っ
た
。

１
第
一
二
、
第
四
常
置
委
員
会
専
門
委
員
会
六
月
二
十
一

（
会
報
第
十
五
号
第
二
四
’
二
五
頁
所
載
）

日
本
学
術
会
議
だ
け
で
努
力
し
て
も
効
果
は
薄
い
。
各
種
の
学
術
、
教
育
団
体
と

協
力
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
最
も
有
力
な
本
協
会
が
同
調
協
力
せ
ら
れ

る
よ
う
希
望
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
公
私
立
大
学
へ
も
働
き
か
け
る
つ
も
り
で
あ

る
と
の
申
出
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
は
本
協
会
と
し
て
も
科
学
技
術
教
育
振

興
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
決
議
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
こ
の
声
明
を
参
考
と

し
て
速
か
に
実
行
し
て
ほ
し
い
と
要
望
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

緤
鯉

蝋

学
長
事
務
取
扱

内
田
俊
一

東
竜
太
郎

無》
験

日
開
催

（１６）
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あ
っ
た
。

１
教
員
養
成
制
度
の
改
善
に
つ
い
て

本
年
夏
、
中
央
教
育
審
議
会
か
ら
答
申
が
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
前
総
会

で
村
上
第
七
常
置
委
員
会
委
員
長
か
ら
説
明
さ
れ
た
線
で
ま
と
ま
っ
て
い
る
が

何
時
か
ら
実
施
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
よ
く
質
問
さ
れ
る
の
で
、
参
考
ま
で

に
説
明
す
る
と
、
答
申
の
趣
旨
を
実
施
す
る
た
め
に
は
広
汎
な
問
題
が
あ
る
の

で
直
ち
に
実
施
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
即
ち
、
教
養
学
部
並
び
に
そ
の
関
連

の
学
部
の
編
成
に
も
関
係
が
あ
り
、
免
許
法
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
答
申
を
実
施
す
る
た
め
に
は
予
算
措
置
並
び
に
法
律
措
置
が
必
要
で
あ
る

が
、
来
年
度
予
算
に
は
、
そ
の
た
め
の
経
費
も
考
え
て
い
な
い
し
、
又
、
今
国
会
に

も
必
要
な
法
案
を
提
出
し
て
い
な
い
。
一
年
間
は
検
討
す
る
か
ら
、
実
施
の
時

期
は
三
十
五
年
度
以
降
に
な
る
と
思
う
。
文
部
省
と
し
て
は
中
教
審
の
答
申
の

線
に
沿
っ
て
研
究
す
る
が
、
各
大
学
に
お
い
て
も
協
力
し
て
研
究
願
い
た
い
。

２
専
科
大
学
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
。
こ
の
案
は
中
教
審
の
答
申
に
よ
る
も
の

で
、
国
会
へ
法
案
を
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
在
短
期
大
学
の
改

善
を
土
台
と
し
て
学
校
教
育
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
行
う
も
の
で
あ
る
。
現
在

の
大
学
は
、
学
校
教
育
法
第
五
十
二
条
の
目
的
を
も
っ
て
い
る
が
、
専
科
大
学

は
、
職
業
教
育
又
は
実
際
教
育
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
短
期
大
学
の
実

態
を
土
台
と
し
て
専
科
大
学
に
転
換
で
き
る
よ
う
に
し
、
修
業
年
限
は
二
年
又

は
一
一
一
年
と
し
、
高
等
学
校
の
一
一
一
年
の
課
程
に
継
続
し
て
五
年
又
は
六
年
の
一
貫

教
育
も
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
現
存
の
短
期
大
学
は

現
状
の
ま
ま
で
存
続
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
右
法
案
は
衆
議
院
を
通
過

し
た
が
、
目
下
国
会
の
審
議
が
停
滞
し
て
い
る
の
で
、
参
院
通
過
の
見
通
し
は

つ
い
て
い
な
い
。
次
に
長
谷
川
福
井
大
学
長
か
ら
、
最
近
外
国
を
旅
行
し
て
帰

国
し
た
人
が
、
教
育
特
に
科
学
技
術
教
育
の
施
設
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国

と
我
が
国
と
の
較
差
が
益
々
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
は
、
学
術
会
議
で
も
声
明
書
を
出
し
て
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
国
立
大

学
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、
政
府
並
び
に
文
部
省
も
気
が
つ
い
て
い
る
こ
と
と
思

う
。
若
し
、
こ
の
こ
と
が
十
分
に
認
識
さ
れ
て
い
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
文
部

省
か
ら
担
当
官
を
外
国
に
出
張
さ
せ
て
視
察
す
る
よ
う
に
希
望
す
る
。
次
に
、

文
部
省
か
ら
地
方
大
学
を
視
察
し
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
。
下
の
人
が
来
る
と

蝿

Ｐ

熟一螺

鯵

と
は
あ
る
が
、
局
長
、
課
長
ク
ラ
ス
は
来
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
文
部
省
に
対

し
地
方
大
学
の
悪
い
点
の
み
を
述
べ
る
の
で
、
文
部
省
も
そ
れ
を
承
知
し
て
い

る
。
そ
し
て
地
方
大
学
が
過
去
十
年
間
に
成
長
し
、
現
に
成
長
し
つ
つ
あ
る
と

は
一
般
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。
地
方
大
学
に
と
っ
て
最
も
必
要
な
こ
と
は
、
成
一

長
に
対
す
る
希
望
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、
文

部
省
が
地
方
大
学
の
成
長
に
希
望
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
。
現
在
多
数
の
大
学
が

あ
る
こ
と
は
文
教
政
策
の
失
敗
で
あ
る
と
考
え
る
人
も
い
る
が
、
地
方
大
学
が

成
長
し
て
二
十
年
、
一
一
一
十
年
後
に
七
十
一
一
の
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
を
も
っ
て

発
展
す
る
こ
と
を
思
う
と
文
化
国
家
と
し
て
心
が
躍
る
感
じ
が
す
る
。
文
部
省

で
も
地
方
大
学
を
成
長
さ
せ
る
と
い
う
目
標
を
も
ち
、
希
望
を
も
っ
て
ほ
し

い
。
文
部
省
の
地
方
大
学
に
対
す
る
認
識
を
深
め
る
た
め
に
、
次
官
、
局
長
並

び
に
課
長
も
来
学
し
て
悪
い
面
ば
か
り
で
な
く
、
よ
い
面
も
見
て
い
た
だ
き
た

い
と
述
べ
ら
れ
た
。

四
、
各
常
置
委
員
会
の
協
議
状
況
報
告

第
一
常
置
委
員
会
蝋
山
委
員
長

前
か
ら
の
懸
案
で
あ
る
一
般
教
育
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
き
、
本
委
員
会

の
委
員
か
ら
意
見
を
伺
い
、
そ
れ
を
綜
合
し
て
私
案
（
会
報
第
十
五
号
第
二
八
’

三
○
百
所
載
）
を
作
り
、
こ
れ
を
基
と
し
て
昨
日
検
討
し
、
か
な
り
大
幅
に
補
足

修
正
し
て
決
定
し
た
。
不
日
、
各
大
学
の
学
長
あ
て
に
こ
れ
を
送
付
す
る
か
ら
、

こ
れ
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
適
当
の
方
法
で
各
学
長
か
ら
回
答
を
願
い
た
い
。
期
間

は
な
る
べ
く
早
く
、
大
体
本
年
中
に
回
答
を
願
い
た
い
。
そ
の
回
答
の
内
容
を
基

に
し
て
本
委
員
会
で
改
善
案
を
作
り
、
或
は
役
員
会
を
通
じ
て
次
の
総
会
に
諮
り

た
い
。
次
に
教
員
養
成
制
度
の
改
喜
に
関
す
る
中
央
教
育
審
議
会
の
回
答
に
鑑
み

文
理
学
部
大
学
の
制
度
に
相
当
関
連
が
あ
る
よ
う
だ
か
ら
、
こ
れ
に
つ
い
て
総
会

の
意
見
を
伺
い
、
本
委
員
会
に
お
い
て
検
討
し
た
い
と
の
話
合
が
あ
っ
た
。
会
長
」

か
ら
、
教
員
養
成
制
度
に
つ
い
て
は
、
第
七
常
置
委
員
会
と
も
関
連
が
あ
る
か
ら

そ
の
報
告
の
後
、
又
、
審
議
し
た
い
と
述
べ
ら
れ
た
。

第
二
常
置
委
員
会
小
池
委
員
長

第
一
常
置
委
員
会
に
お
い
て
は
、
一
般
教
育
の
組
織
に
重
点
を
お
い
て
い
る
よ

う
で
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
一
般
教
育
の
科
目
は
、
各
国
立
大

学
に
お
い
て
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
各
大
学
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
出
し
、
文
部
省
大

蕊一轍」
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学
学
術
局
大
学
課
編
纂
の
資
料
を
使
用
し
て
科
目
数
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
相
当

の
開
き
が
あ
る
。
即
ち
最
高
は
四
十
八
科
目
一
大
学
、
四
十
四
科
目
は
二
大
学
、

四
十
科
目
は
一
大
学
、
一
一
一
十
台
の
科
目
は
七
大
学
、
一
一
十
’
二
十
九
科
目
は
一
一
一
十

六
大
学
、
十
’
十
九
科
目
は
二
十
一
一
大
学
で
あ
る
。
又
、
系
列
別
に
よ
る
と
多
い

と
こ
ろ
は
、
人
文
系
二
十
五
科
目
、
社
会
系
十
五
科
目
、
自
然
系
十
六
科
と
な
っ

て
い
る
。
例
え
ば
或
る
大
学
で
は
、
人
文
系
二
十
三
科
目
、
社
会
系
九
科
目
、
自

然
系
十
六
科
目
、
計
四
十
八
科
目
の
と
こ
ろ
が
あ
る
。
本
委
員
会
で
は
、
統
計
表

に
よ
り
話
合
っ
た
が
、
本
日
午
後
、
な
お
十
分
討
議
し
た
い
。
新
制
大
学
発
足
の

当
時
の
教
官
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
と
そ
の
大
学
の
教
育
方
針
が
十
分
検
討
さ
れ
な
か

っ
た
の
が
、
そ
の
一
つ
の
原
因
だ
と
思
う
。
こ
の
う
ち
で
、
一
般
教
育
科
目
と
し

て
文
部
省
に
報
告
し
た
も
の
が
、
そ
の
ま
ま
統
計
に
掲
載
さ
れ
、
中
に
は
専
門
科

目
も
入
っ
て
お
り
、
そ
の
大
学
で
は
こ
れ
を
一
般
教
育
科
目
と
し
て
取
扱
っ
て
い

る
の
で
、
一
般
教
育
科
目
の
定
義
が
、
新
制
大
学
の
根
本
問
題
に
も
触
れ
る
と
の

話
が
あ
っ
た
。
本
日
午
後
、
教
官
等
に
つ
い
て
討
議
し
て
、
ま
と
ま
る
も
の
な
ら

ま
と
め
た
い
と
思
う
。

右
に
対
し
、
蝋
山
お
茶
の
水
女
子
大
学
長
か
ら
、
第
一
常
置
委
員
会
は
、
第
二

常
置
委
員
会
と
は
、
密
接
な
関
係
が
あ
る
が
、
第
二
常
置
委
員
会
に
お
い
て
教
官

組
織
等
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
こ
と
に
な
る
な
ら
ば
、
便
宜
総
合
的
に
一

本
に
し
て
出
す
こ
と
に
し
て
は
と
思
う
か
ら
協
力
さ
れ
た
い
と
述
べ
ら
れ
、
了
承

さ
れ
た
。

第
三
常
置
委
員
会
児
玉
委
員
長

最
近
の
学
生
運
動
は
、
い
か
に
も
活
発
で
、
十
分
研
究
を
要
す
る
。
特
に
岩
崎

和
歌
山
大
学
長
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
昨
日
午
後
本
委
員
会
を
開
催
し
、
文
部
省

か
ら
緒
方
大
学
学
術
局
長
及
び
西
田
学
生
課
長
も
参
加
さ
れ
、
広
汎
に
わ
た
っ
て

話
合
っ
た
。
和
歌
山
、
福
島
両
大
学
の
学
生
運
動
の
状
況
を
承
り
、
そ
の
中
に
種

を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
多
く
の
問
題
が
ひ
そ
ん
で
い
た
。
ま
ず
、
第
一
に
学
生
補
導

の
問
題
に
つ
い
て
で
あ
り
、
一
般
に
学
生
に
平
素
か
ら
接
触
し
て
指
導
す
る
の
は

大
学
で
あ
る
が
、
多
く
の
大
学
で
は
、
学
生
厚
生
補
導
の
面
に
お
い
て
そ
の
人
的

組
織
が
極
め
て
薄
弱
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
案
が
あ
り
、
文
部
省
も
こ
れ
が
実

施
の
要
を
認
め
、
予
算
化
を
図
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
学
生
自
治

会
の
本
質
在
り
方
の
問
題
で
あ
る
。
今
の
学
生
自
治
会
の
活
動
の
状
況
か
ら
み
る

、
騨

可
鱗
驍

と
、
わ
れ
わ
れ
大
学
の
責
任
者
か
ら
み
て
も
多
く
の
問
題
が
あ
る
。
ま
だ
、
現
在

の
学
生
自
治
会
は
、
学
生
は
自
動
的
に
こ
れ
に
入
り
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て

い
る
。
学
生
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
或
は
又
他
大
学
か
ら
の
働
き
か
け
も
あ
る
。

こ
の
現
状
に
鑑
み
、
学
生
自
治
会
の
規
制
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
問
題
は

重
要
で
早
々
に
決
定
で
き
な
い
。
大
き
な
問
題
と
し
て
十
分
検
討
を
要
す
る
の
で

御
意
見
を
承
り
た
い
。
第
三
に
、
現
在
の
一
般
社
会
で
は
、
大
学
の
学
生
自
治
会

に
対
し
、
ど
う
い
う
考
え
を
も
っ
て
い
る
か
。
大
学
の
管
理
者
は
こ
れ
を
認
容
し

て
い
る
の
か
と
は
厩
を
聞
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
も
こ
の
際
、
こ
れ
に
つ

き
一
応
申
合
せ
、
或
は
も
う
一
歩
進
め
て
社
会
的
に
声
明
す
る
必
要
は
な
い
か
、

御
意
見
を
承
り
た
い
。

蕊
四
に
、
本
委
員
会
は
、
度
々
今
後
も
集
ま
り
、
各
大
学
の
情
報
在
集
め
、
こ

れ
を
各
大
学
長
の
許
へ
時
期
を
失
せ
ず
伝
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
殊
に
学
生
運
動

の
動
向
は
ど
う
な
る
か
は
こ
れ
か
ら
の
問
題
だ
が
、
か
な
り
政
治
問
題
を
含
み
、

益
々
活
溌
に
な
る
だ
ろ
う
。
大
学
当
局
は
十
分
対
策
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ

れ
が
た
め
に
は
終
始
連
絡
を
図
り
た
い
。
こ
れ
が
た
め
に
は
本
委
員
会
の
委
員
は

少
な
く
、
且
つ
、
現
委
員
は
九
州
地
方
に
傭
し
て
い
る
。
情
報
を
得
る
た
め
に
は

■
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地
方
的
に
分
布
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
さ
し
あ
た
り
第
四
常
置
委
員
会
と
合
同

し
て
行
う
こ
と
も
考
え
て
い
る
。
な
お
、
規
則
、
要
綱
を
作
る
た
め
に
、
委
員
を

強
化
し
、
或
は
特
別
委
員
会
を
作
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
会
長
か
ら
、
声
明
の
要
が
あ
る
か
ど
う
か
、
趣
旨
は
ど
う
か
、

対
象
は
学
生
か
一
般
社
会
か
等
に
つ
い
て
、
午
後
各
常
置
委
員
会
で
協
議
さ
れ
た

い
と
要
望
さ
れ
た
。
古
林
神
戸
大
学
長
か
ら
、
声
明
を
出
す
こ
と
は
、
余
程
慎
重

を
要
す
る
。
学
長
は
学
生
を
も
て
あ
ま
し
て
い
る
と
み
て
い
る
向
き
も
あ
る
。
自

治
会
の
執
行
部
員
に
は
そ
の
立
ち
場
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
節
操
を
も
ち
、
信
念
を

も
っ
て
当
り
、
責
任
を
と
ら
せ
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
思
う
と
述
べ
ら
れ
た
。

遠
藤
埼
玉
大
学
長
か
ら
、
声
明
を
出
す
と
と
の
可
否
は
別
に
し
て
学
生
の
本
分
を

強
く
出
し
た
い
。
い
か
な
る
状
況
に
お
い
て
も
授
業
を
放
棄
す
る
こ
と
は
取
締
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
学
の
管
理
者
も
学
生
に
強
く
反
省
さ
せ
、
本
協
会
で
も

協
力
さ
れ
た
い
。
又
、
何
と
し
て
も
学
生
運
動
を
抑
え
る
た
め
に
は
、
教
授
会
の

一
致
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。
今
中
佐
賀
大
学
長
か
ら
、
声
明
を
出
す
こ

と
に
つ
い
て
は
慎
重
を
要
す
る
。
学
生
運
動
に
つ
い
て
は
、
そ
の
性
質
と
こ
れ
を
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ど
う
導
く
か
の
二
つ
の
問
題
が
あ
る
。
そ
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
世
間
で
は
革
命

運
動
の
予
行
籏
習
と
み
て
い
る
。
こ
れ
は
一
つ
の
問
題
に
な
る
と
思
う
。
学
生
運

動
の
方
向
は
、
何
を
目
標
と
す
る
か
、
そ
れ
を
正
し
く
み
き
わ
め
な
い
と
、
指
導

の
効
果
は
薄
い
こ
と
と
な
る
。
今
日
の
学
生
運
動
の
目
標
と
方
向
と
は
矛
盾
し
て

い
る
。
学
生
も
革
命
運
動
等
の
脅
威
か
ら
民
主
主
義
を
守
る
た
め
に
運
動
せ
ざ
る

を
得
な
い
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
学
生
自
身
の
主
観
に
間
違
い
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
学
生
運
動
を
通
じ
て
民
主
主
義
を
守
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
な
ら
世
間

も
賛
成
す
る
だ
ろ
う
。
そ
の
支
持
が
な
け
れ
ば
逆
効
果
と
な
る
。
学
生
運
動
に
対

す
る
批
判
は
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
世
間
で
は
革
命
運
動
と
か
共
産
主
義
と

か
と
み
て
い
る
が
、
今
日
の
日
本
に
そ
ん
な
条
件
は
あ
り
得
な
い
。
今
の
学
生
運

動
は
共
産
党
よ
り
以
上
に
ラ
ジ
カ
ル
で
あ
る
。
民
主
主
義
と
革
命
運
動
と
の
間
に

は
関
係
は
な
い
。
そ
う
誤
っ
て
み
る
た
め
に
誤
差
を
生
じ
る
。
そ
の
誤
差
の
た
め
に

学
生
運
動
は
、
は
ね
あ
が
る
の
で
あ
る
。
本
学
の
教
官
の
う
ち
に
も
こ
れ
と
同
様
の

も
の
も
あ
る
。
学
生
は
単
純
に
は
ね
あ
が
る
が
、
戦
術
で
誤
解
を
招
き
逆
効
果
を
来

た
し
、
目
的
と
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
民
主
主
義
を
助
勢
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
。

学
生
運
動
の
目
標
が
ど
こ
に
あ
る
か
正
し
い
認
識
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
点
に
つ
き
わ
れ
わ
れ
は
、
慎
重
に
考
慮
し
、
適
当
な
方
法
で
正
し
く

指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
希
望
す
る
こ
と
は
、
学
生
運
動
を
革
命
の

予
行
運
動
と
の
見
方
を
し
た
く
な
い
。
そ
う
す
れ
ば
学
生
を
し
て
益
之
ラ
ジ
カ
ル

に
走
ら
せ
る
こ
と
と
な
る
。
学
生
は
民
主
主
義
を
守
る
た
め
に
立
ち
上
っ
て
い
る

の
だ
と
認
め
、
そ
れ
に
は
い
か
に
す
れ
ば
民
主
憲
法
を
守
る
よ
う
に
な
る
か
、
そ

う
い
う
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
も
一
緒
に
や
り
た
い
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
学
生
に
も
話
し
て
そ
の
賛
成
を
得
た
。
オ
ス
ロ
ー
大
学

の
事
務
局
長
に
会
見
し
た
が
、
世
界
で
一
つ
だ
と
思
う
が
、
学
生
自
治
会
の
代
表

を
評
議
会
に
出
席
さ
せ
て
い
る
。
即
ち
評
議
会
は
教
授
、
講
師
、
学
生
の
三
種
で

組
織
さ
れ
て
あ
る
。
学
生
は
、
た
だ
、
学
長
や
教
官
の
言
う
通
り
に
動
く
の
で
な

く
、
共
に
種
々
の
意
見
を
聞
い
て
協
力
す
る
よ
う
な
態
勢
を
作
る
こ
と
が
よ
い
と

思
う
。
こ
の
よ
う
な
意
見
で
、
教
師
と
し
て
の
指
導
だ
け
で
な
く
、
学
生
と
一
緒

に
行
動
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
た
。
関
口
山
形
大
学
長
か
ら
、
学
生

運
動
に
対
し
て
は
、
本
協
会
と
し
て
何
等
か
の
意
思
表
示
を
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
思
う
。
社
会
の
与
論
は
、
学
生
運
動
は
、
行
き
過
ぎ
で
賛
成
で
き
な
い
と
い
つ

蕊
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て
い
る
。
か
か
る
学
生
は
国
立
大
学
に
も
相
当
い
る
の
で
こ
れ
を
国
立
大
学
と

し
て
放
任
し
て
い
る
の
か
、
大
学
の
一
部
で
は
行
き
過
ぎ
の
学
生
を
寧
ろ
助
長
し

て
い
る
と
社
会
で
は
誤
解
し
て
い
る
向
き
も
あ
る
。
こ
の
た
め
国
立
大
学
の
信
用

が
相
当
害
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
そ
れ
で
従
来
も
補
導
し
た
が
、
な
お
、
力
左
尽

す
と
の
意
思
表
示
さ
れ
た
い
と
述
べ
ら
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
会
長
か
ら
、
こ
の
こ
と
は
本
日
午
後
、
第
三
常
置
委
員
会
に
お

い
て
審
議
し
、
明
日
の
総
会
で
討
論
す
る
こ
と
に
し
た
い
と
述
べ
、
了
承
さ
れ

た
。
な
お
、
蝋
山
お
茶
の
水
女
子
大
学
長
か
ら
、
こ
の
問
題
は
、
本
協
会
自
身
の

問
題
で
、
社
会
や
政
府
に
対
し
て
も
、
い
ず
れ
に
し
て
も
簡
単
に
早
急
に
決
し
て

は
い
け
な
い
。
明
日
の
午
前
中
だ
け
の
討
論
で
は
不
十
分
だ
か
ら
、
本
日
午
後
各

常
置
委
員
会
で
審
議
し
た
ら
ど
う
か
と
の
発
言
あ
り
、
了
承
さ
れ
た
。
次
で
平
沢

京
都
大
学
長
か
ら
、
学
生
問
題
は
、
地
方
に
よ
り
時
期
に
よ
り
種
々
の
様
相
が
あ

る
。
実
際
問
題
に
当
っ
て
は
、
十
分
現
実
の
事
実
を
把
握
し
、
左
右
に
偏
せ
ず
、

大
学
の
本
来
の
形
に
お
い
て
措
置
し
た
い
。
本
学
で
は
、
自
治
会
の
活
動
全
般
を

含
め
て
各
専
門
の
方
支
で
研
究
委
員
を
設
け
て
検
討
し
た
。
わ
れ
わ
れ
に
最
も
責

任
が
あ
る
。
と
の
問
題
に
対
し
て
、
恒
久
策
と
応
急
策
と
が
あ
る
。
寧
ろ
問
題
は

一
部
の
騒
ぐ
学
生
よ
り
も
、
そ
の
残
り
の
大
多
数
の
学
生
の
教
育
が
必
要
で
あ

る
。
研
究
に
時
を
費
し
て
問
題
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
問
題
の
根
は

深
い
。
日
本
の
現
状
の
中
に
あ
る
大
学
の
問
題
で
、
日
本
の
将
来
を
負
う
学
生
の

指
導
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
十
分
考
慮
し
た
い
。
国
立
大
学
の
責
任
は
重
い
。
応

急
の
措
置
を
恒
久
的
の
対
策
の
二
つ
は
慎
重
に
し
、
し
か
し
、
延
引
し
な
い
よ
う

に
し
た
い
と
述
べ
ら
れ
た
。

第
四
常
置
委
員
会
戸
田
委
員
長

特
別
に
報
告
す
る
こ
と
は
な
い
。

第
五
常
置
委
員
会
寺
田
委
員
長

特
別
に
報
告
す
る
こ
と
は
な
い
。

第
六
常
置
委
員
会
杉
野
目
委
員
長
代
理

昨
日
午
後
山
大
学
財
政
に
関
す
る
要
望
事
項
、
②
宇
都
宮
大
学
提
出
の
庁
費
及

び
旅
費
の
増
額
に
つ
い
て
、
③
東
京
工
業
大
学
提
出
の
学
生
、
職
員
食
堂
の
建
物
”

及
び
設
備
の
使
用
料
を
無
料
と
す
る
こ
と
に
関
す
る
要
望
事
項
、
山
東
北
大
学
提

出
の
大
学
教
官
の
待
遇
改
善
に
関
す
る
趣
意
書
、
⑤
科
学
技
術
教
育
振
興
に
対
す
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る
意
見
書
、
⑥
福
井
大
学
提
出
の
日
本
学
術
会
議
第
二
十
七
回
総
会
に
お
け
る
声

明
書
に
よ
り
、
こ
れ
を
参
考
と
し
て
そ
の
趣
旨
を
具
体
化
さ
れ
た
い
と
の
要
望
等

の
各
事
項
に
つ
い
て
慎
重
審
議
し
た
。
大
学
財
政
に
関
す
る
要
望
事
項
に
つ
い
て

は
、
第
十
六
回
総
会
の
決
議
に
よ
り
提
出
し
た
要
望
書
の
三
項
目
（
会
報
第
十
五

号
三
六
１
一
一
一
七
頁
所
載
）
に
網
羅
さ
れ
て
あ
り
、
こ
れ
も
そ
の
後
各
大
学
か
ら
提

出
の
要
望
事
項
と
大
同
小
異
な
の
で
、
こ
れ
が
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
さ
き
の
三

項
目
を
具
体
化
し
て
重
ね
て
早
急
に
そ
の
実
現
方
を
努
力
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
の
結
論
に
達
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
日
午
後
更
に
検
討
す
る
こ
と

と
し
た
。

第
七
常
置
委
員
会
村
上
委
員
長

か
ね
て
重
要
な
問
題
と
考
え
て
い
た
教
員
養
成
制
度
改
善
に
つ
い
て
中
央
教
育

審
議
会
の
答
申
が
出
た
か
ら
、
至
急
臨
時
に
委
員
会
を
開
催
し
よ
う
と
思
っ
た
が

こ
れ
に
対
す
る
各
大
学
の
批
判
や
文
部
省
の
考
え
方
、
態
度
を
み
た
上
で
と
思
っ

て
、
ま
だ
、
審
議
し
て
い
な
い
。
本
日
午
後
審
議
し
、
明
日
報
告
す
る
。

こ
れ
に
つ
き
、
会
長
か
ら
、
答
申
に
つ
い
て
は
、
第
一
、
第
七
両
常
置
委
員
会

の
両
方
に
関
係
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
委
員
会
で
審
議
す
る
や
と
質
さ
れ
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
両
委
員
長
で
協
議
の
上
、
決
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

五
、
科
学
技
術
教
育
振
興
に
関
す
る
連
絡
委
員
会
山
内
委
員
長

前
内
田
委
員
長
に
代
っ
て
九
月
末
就
任
、
十
月
末
会
長
も
列
席
の
上
、
本
委
員

会
を
開
催
、
本
委
員
会
か
ら
提
出
の
中
間
報
告
書
（
会
報
第
十
四
号
別
冊
）
の
取

扱
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
こ
れ
は
専
門
委
員
会
に
お
い
て
論
議
の
結
果
作
成
し
た

の
で
、
参
考
資
料
と
す
る
。
今
後
は
専
門
委
員
会
に
お
い
て
財
政
問
題
や
将
来
の

具
体
的
問
題
に
つ
き
、
更
に
慎
重
審
議
の
上
、
こ
れ
で
い
い
と
な
れ
ば
公
表
し
た

い
。
た
だ
、
施
設
設
備
の
充
実
、
教
官
研
究
費
の
増
額
及
び
教
官
陣
容
の
強
化
等

の
予
算
措
置
に
つ
い
て
は
、
第
六
常
置
委
員
会
と
連
絡
合
同
し
て
具
体
的
案
を
作

成
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
了
承
を
得
た
。

以
上
を
も
っ
て
午
後
零
時
十
分
午
前
中
の
会
議
を
終
り
、
昼
食
休
憩
、
午
後
一
時

か
ら
各
委
員
会
を
開
く
こ
と
と
し
た
。

鰻

ロ
鱗
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鱒

日
時
昭
和
三
一
一
一
・
一
一
・
一
五
（
士
）
午
前
九
時
半

出
席
者
前
日
に
同
じ

茅
会
長
議
長
席
に
つ
き
開
会
を
宣
す
。

「
各
常
置
委
員
会
所
管
事
項
の
報
告

昨
日
開
か
れ
た
各
常
置
委
員
会
の
審
議
事
項
に
つ
い
て
各
委
員
長
か
ら
報
告
が

あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
質
疑
応
答
が
あ
っ
た
。
そ
の
概
要
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

第
一
常
置
委
員
会
蝋
山
委
員
長

１
、
教
員
養
成
制
度
改
善
に
関
す
る
中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
に
つ
い
て

Ｕ
と
の
答
申
は
、
本
協
会
で
要
望
し
た
教
員
養
成
制
度
改
善
に
関
す
る
件
と

ど
ん
な
関
係
が
あ
る
か
明
ら
か
に
し
た
い
の
で
、
審
議
の
途
中
だ
が
、
第
七
常

置
委
員
会
の
意
見
を
聞
く
こ
と
と
す
る
。
②
本
委
員
会
で
特
に
問
題
に
な
る
点

は
、
一
般
教
育
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。
叉
、
学
科
課
程
等
に
つ
い
て
は
、
文

部
省
の
監
督
の
関
係
や
、
教
員
の
資
格
の
要
件
も
従
来
と
違
う
の
で
影
響
す
る

点
も
問
題
で
あ
る
。
⑧
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
各
常
置
委
員
会
の
報
告
を
聞
き

そ
の
上
で
こ
れ
を
審
議
す
る
に
は
、
合
同
委
員
会
か
或
は
特
別
委
員
会
を
設
け

る
か
、
叉
、
そ
の
終
了
時
期
を
何
時
に
す
る
か
は
総
会
で
決
定
さ
れ
た
い
。
本

委
員
会
と
し
て
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
し
、
大
体
三
月
末
ま
で
と
し
て
は
ど
う

か
と
の
意
向
で
あ
っ
た
。

２
、
学
生
重
助
こ
つ
ｎ
て

第
十
七
回
総
会
議
事
要
録
（
第
二
曰
）

、
学
生
運
動
に
つ
い
て

学
生
運
動
に
対
す
る
問
題
の
取
扱
い
方
は
、
学
生
運
動
左
ど
う
す
る
か
の
根
Ⅱ

本
的
な
問
題
が
あ
る
。
大
学
は
、
大
学
制
度
の
本
質
や
大
学
の
自
治
に
考
え
て

そ
の
立
ち
場
か
ら
各
大
学
特
殊
の
事
情
あ
り
、
そ
れ
を
考
慮
し
て
あ
く
ま
で
自

主
的
に
大
学
の
責
任
を
は
っ
き
り
自
覚
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
三

常
置
委
員
会
で
取
上
げ
た
声
明
文
（
案
）
を
参
考
と
し
て
提
出
さ
れ
た
が
、
こ

の
よ
う
な
内
容
の
案
文
の
取
扱
い
は
、
総
会
で
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
い
。
し
か

し
こ
の
問
題
は
、
最
近
の
情
勢
上
、
不
問
に
附
す
べ
き
で
な
い
。
大
体
、
今
の
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蕊
一

前
提
と
し
て
は
、
Ｕ
こ
の
問
題
は
、
学
生
補
導
の
問
題
で
そ
の
点
か
ら
大
学

の
組
織
等
不
備
の
点
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
途
充
実
整
備
し
て
学
生
を
補
導
す

べ
き
で
あ
る
。
②
叉
、
自
治
会
の
問
題
で
あ
る
。
他
団
体
等
の
関
係
や
自
治
会

の
学
外
活
動
に
つ
き
大
学
の
採
る
べ
き
処
置
を
自
主
的
に
明
ら
か
に
す
べ
き
で

あ
る
。
㈲
自
治
会
、
連
合
団
体
に
対
す
る
各
大
学
の
認
識
が
足
り
な
い
。
叉
、

教
職
員
の
認
識
も
不
一
致
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
全
学
一
致
す
る
よ
う
努
力
す
べ

き
で
あ
る
。
㈹
学
生
運
動
が
現
在
行
わ
れ
て
い
る
状
況
の
中
で
他
大
学
の
学

生
の
行
為
に
よ
る
と
と
あ
る
に
拘
わ
ら
ず
、
大
学
相
互
間
に
何
等
連
絡
が
な

い
。
そ
の
関
係
は
不
徹
底
で
あ
る
。
連
絡
を
密
接
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
⑤
学

生
運
動
の
性
質
の
問
題
が
あ
る
。
叉
、
自
治
会
に
対
す
る
大
学
の
採
っ
て
い
る

方
針
に
つ
い
て
の
問
題
が
あ
る
。
学
生
の
父
兄
保
護
者
、
卒
業
者
、
産
業
界
等

に
は
正
し
い
認
識
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
そ
の
点
の
認
識
、
理
解
を
強
め
る

必
要
が
あ
る
。
以
上
五
項
は
、
大
学
当
然
の
使
命
で
あ
る
。
叉
、
現
在
の
大
学

の
採
る
べ
き
点
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
は
大
学
自
身
行
う
べ
き
こ
と
で

更
め
て
一
般
に
声
明
す
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
、
叉
、
そ
れ
が
妥
当
で
あ
る

か
ど
う
か
。
大
学
の
使
命
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
ど
ん
な
形
式
で
行
う
か
、
そ
れ

は
本
協
会
で
検
討
を
要
す
る
も
の
で
な
い
か
。
第
三
常
置
委
員
会
を
中
心
と
し

て
十
分
論
議
し
て
適
当
の
措
置
を
採
ら
れ
た
い
。

第
二
常
置
委
員
会
小
池
委
員
長

１
、
一
般
教
育
科
目
に
つ
い
て

一
般
教
育
科
目
の
数
と
そ
の
種
類
の
問
題
を
採
り
上
げ
検
討
し
た
。
国
立
大

学
の
「
一
般
教
育
等
開
設
科
目
数
調
」
で
そ
の
合
計
と
そ
の
各
個
に
つ
い
て

調
査
し
た
。
群
馬
大
学
の
四
十
科
目
と
東
京
大
学
の
二
十
六
科
目
を
参
考
と
せ

ら
れ
た
い
。
こ
の
表
と
、
ほ
か
に
科
目
の
種
類
の
表
に
よ
り
そ
の
数
と
内
容
等

を
検
討
の
結
果
、
そ
の
数
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
当
然
多
数
の
教

員
を
要
し
、
多
く
の
場
合
学
生
の
学
習
が
偏
破
で
、
非
常
に
安
易
に
な
り
、
一

般
教
育
の
性
質
に
反
し
、
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
と
な
る
。
科
目
数
が
多
い
と
種
交
問

題
が
起
る
の
で
、
現
在
の
状
態
の
再
検
討
を
要
す
る
だ
ろ
う
。
（
彙
報
第
十
二

項
第
十
三
項
参
照
願
い
ま
す
）

２
、
学
生
運
動

第
三
常
置
委
員
会
の
申
合
せ
の
内
容
は
結
構
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
自
治

薇
■

、

鷲

一
鐺」
蜂

会
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
自
治
会
は
大
学
に
よ
っ
て
は
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り

叉
、
学
友
会
等
種
交
の
名
称
が
あ
る
の
で
、
無
用
の
刺
激
を
避
け
る
た
め
、
学

生
運
動
全
般
を
対
象
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

第
三
常
置
委
員
会
児
玉
委
員
長

声
明
に
つ
い
て
昨
日
午
後
第
四
常
置
委
員
会
と
合
併
し
会
長
も
出
席
さ
れ
て

慎
重
審
議
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
総
会
の
機
会
に
何
等
か
ら
意
思
表
示
を
す

べ
き
で
あ
る
と
し
、
全
員
一
致
で
声
明
と
せ
ず
に
、
こ
れ
を
申
合
せ
と
す
る

こ
と
と
し
た
。
そ
の
取
扱
い
は
、
世
間
一
般
に
対
す
る
措
置
の
含
み
と
し
、
こ

れ
を
会
長
に
提
出
し
た
。

第
四
常
置
委
員
会
戸
田
委
員
長

左
記
事
項
を
本
協
会
の
要
望
事
項
と
し
て
取
扱
は
れ
た
い
旨
、
申
出
で
が
あ

っ
た
。

１
、
第
十
三
回
中
国
四
国
国
立
大
学
厚
生
補
導
協
議
会
か
ら
提
出
の
要
望
事
項
に

つ
い
て

Ⅲ
学
徒
厚
生
審
議
会
答
申
に
よ
る
事
項
の
予
算
化
に
つ
い
て

②
学
校
保
健
法
に
よ
る
学
校
医
及
び
技
術
職
員
の
定
員
確
保
に
つ
い
て

③
栄
養
管
理
の
法
的
疑
義
を
明
確
に
す
る
措
置
に
つ
い
て

例
学
生
健
康
保
健
組
合
に
国
費
の
補
助
に
つ
い
て

⑤
奨
学
金
、
銀
行
交
付
実
施
後
の
日
本
育
英
会
委
員
部
費
の
増
額
に
つ
い
て

⑥
入
学
試
験
経
費
の
増
額
に
つ
い
て

、
学
生
寄
宿
舎
及
び
学
生
会
館
の
設
置
に
つ
い
て

右
に
対
し
、
戸
田
委
員
長
か
ら
、
仰
、
②
、
、
の
各
項
に
つ
い
て
は
、
三
十

四
年
度
予
算
に
計
上
さ
れ
、
⑧
、
例
、
⑤
、
㈲
の
各
項
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
そ
の
実
施
方
を
文
部
省
に
依
頼
し
て
お
い
た
旨
、
述
べ
ら
れ
た
。

２
、
北
陸
地
区
学
生
部
長
会
議
の
要
望
事
項
に
つ
い
て

学
生
部
長
を
兼
任
で
な
く
、
専
任
と
し
て
教
授
の
資
格
を
有
す
る
人
を
、
又

学
生
課
長
並
び
に
厚
生
課
長
を
専
任
と
し
て
助
教
授
の
資
格
を
有
す
る
人
を
そ

れ
ぞ
れ
充
て
る
ポ
ス
ト
を
各
大
学
に
設
け
ら
れ
た
い
。

右
に
つ
い
て
は
、
緒
方
大
学
学
術
局
長
か
ら
、
こ
の
こ
と
は
学
徒
厚
生
審
議

会
の
答
申
に
も
あ
る
が
、
全
国
国
立
大
学
に
一
時
に
は
実
現
で
き
な
い
。
来
年

度
か
ら
逐
次
実
現
す
る
よ
う
予
算
措
置
を
考
え
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
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鍵
露

第
五
常
置
委
員
会
寺
沢
委
員
長

昨
日
の
委
員
会
で
は
、
決
議
と
い
う
ほ
ど
の
事
項
は
な
か
っ
た
が
、
次
の
よ

う
な
話
合
い
が
あ
っ
た
。

１
、
大
学
間
の
交
換
教
授
に
つ
い
て

同
一
専
門
課
程
に
お
い
て
、
二
大
学
の
教
官
が
そ
の
最
も
得
意
と
す
る
部
門

に
つ
き
、
相
互
に
交
換
教
授
と
し
て
短
期
間
講
義
を
す
る
方
法
を
推
奨
し
て
は

ど
う
か
（
既
に
岡
山
大
学
と
岐
阜
大
学
と
の
間
で
実
施
、
好
成
績
を
得
て
い
る

事
実
あ
り
）
。

２
、
専
攻
科
に
お
い
て
数
年
間
学
修
し
て
優
秀
な
成
績
を
得
た
学
生
に
対
し
、
修

士
の
学
位
を
与
え
る
こ
と
に
つ
い
て

こ
れ
は
、
大
学
院
を
設
け
て
あ
る
大
学
の
協
力
を
求
め
る
か
、
叉
は
第
一
常

置
委
員
会
の
問
題
と
し
て
制
度
上
か
ら
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

８
、
学
生
運
動
に
つ
い
て

近
頃
の
学
外
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
学
生
運
動
に
関
し
て
は
、
本
協
会
と
し
て

部
外
に
声
明
書
を
出
す
る
と
に
つ
い
て
は
賛
成
で
き
な
い
。

第
六
常
置
委
員
会
杉
野
目
委
員
長
代
理

１
、
大
学
財
政
に
関
す
る
要
望
事
項
及
び
科
学
技
術
教
育
振
興
に
対
す
る
対
策
の

取
扱
い
に
つ
い
て

昨
日
午
後
の
委
員
会
に
お
い
て
、
各
大
学
よ
り
提
出
さ
れ
た
要
望
事
項
及
び

科
学
技
術
教
育
振
興
の
た
め
の
対
策
等
の
問
題
の
取
扱
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

そ
の
結
果
、
さ
き
に
前
回
の
総
会
の
決
議
に
基
い
て
要
望
書
を
関
係
当
局
に
提

出
し
た
が
、
こ
の
際
重
ね
て
同
じ
要
望
を
繰
返
す
の
が
よ
か
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
要
望
書
の
作
成
に
当
っ
て
は
、
前
回
提
出
し
た
要
望
書
の

前
書
に
多
少
筆
を
入
れ
、
科
学
技
術
教
育
振
興
に
対
す
る
要
望
事
項
及
び
、
各

大
学
よ
り
提
出
さ
れ
た
要
望
事
項
中
前
回
の
要
望
書
に
洩
れ
て
い
る
事
項
を
織

込
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
希
望
で
あ
っ
た
。
以
上
の
要
望
事
項
の
実
現
に
は
並
交

な
ら
ぬ
努
力
が
必
要
で
、
実
効
あ
る
方
法
を
と
っ
て
ほ
し
い
が
、
関
係
当
局
に

説
明
、
懇
談
す
る
際
に
は
、
会
長
、
副
会
長
の
み
な
ら
ず
委
員
長
有
志
の
参
加

も
お
願
い
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

大
学
財
政
一
般
に
関
し
、
当
協
会
発
足
以
来
い
ろ
い
ろ
と
運
動
を
し
、
文
部

省
も
努
力
さ
れ
て
き
た
が
、
容
易
に
実
現
を
み
な
い
か
ら
、
大
き
な
壁
を
突
破

Ｔａ
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し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
立
大
学
に
つ
い
て
は
行
政
官
庁
の
枠
を
は
ず
し
、

教
官
を
特
別
職
に
す
る
の
が
よ
い
が
、
叉
、
財
政
問
題
に
つ
い
て
る
場
合
に
よ

っ
て
は
こ
れ
等
の
こ
と
を
中
央
教
育
審
議
会
の
問
題
と
も
さ
れ
た
い
と
い
う
要

望
が
あ
っ
た
。

２
、
学
生
運
動
に
つ
い
て

学
生
運
動
に
関
す
る
声
明
に
つ
い
て
は
、
当
協
会
の
性
格
に
鑑
み
、
慎
重
を

要
す
る
。
申
合
せ
と
す
る
な
ら
ば
よ
か
ろ
う
と
い
う
の
が
委
員
多
数
の
意
見
で

あ
っ
た
。
次
い
で
会
長
か
ら
、
右
の
報
告
の
よ
う
な
形
で
要
望
書
を
提
出
す
る

こ
と
を
諮
り
、
承
認
さ
れ
た
。
叉
、
教
官
を
特
別
職
に
す
る
と
い
う
問
題
や
大

学
の
会
計
を
特
別
会
計
と
す
る
問
題
の
よ
う
な
根
本
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
、

文
部
省
が
中
数
審
に
諮
問
し
、
特
別
委
員
会
を
設
け
て
検
討
し
た
方
が
よ
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
に
対
し
、
緒
方
大
学
学
術
局
長
か
ら
、
大
学
財
政
委

員
会
は
専
門
的
な
委
員
会
で
あ
る
か
ら
、
中
教
審
に
置
く
こ
と
は
ど
う
か
と
思

う
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
本
協
会
で
も
う
少
し
研
究
願
い
た
い
。
た
だ
問
題

を
大
き
く
方
向
づ
け
る
た
め
に
中
教
審
に
特
別
委
員
会
を
置
く
こ
と
は
よ
い
と

思
う
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
清
水
名
古
屋
工
業
大
学
長
か
ら
、
こ
の
問
題
は
重

要
な
問
題
で
あ
る
。
大
学
財
政
問
題
殊
に
教
官
待
遇
改
善
の
問
題
は
勿
論
財
政

の
問
題
で
あ
る
が
、
大
学
教
官
が
一
般
公
務
員
と
全
く
異
質
で
あ
る
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
根
本
的
に
認
識
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
。
勤
務
評
定
に
つ
い
て
も

一
般
行
政
の
公
務
員
と
同
列
に
扱
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
大
学
は
行
政
官
庁

と
異
な
り
、
教
育
、
研
究
の
現
場
で
あ
る
。
勤
務
評
定
の
な
い
人
事
は
あ
り
得

な
い
か
ら
、
勤
務
評
定
を
行
っ
て
い
る
が
、
予
算
、
人
事
そ
の
他
の
問
題
に
つ

い
て
、
大
学
教
官
は
特
別
の
職
業
で
あ
る
と
い
う
根
本
的
な
認
識
の
上
に
立
つ

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
勿
論
、
中
教
審
に
お
い
て
全
般
的
な
立
場
か
ら
委
員
会

を
作
っ
て
研
究
す
る
こ
と
は
必
要
と
思
う
が
、
木
協
会
と
し
て
最
も
重
要
な
問

題
で
あ
る
か
ら
特
別
に
委
員
会
或
い
は
調
査
会
を
設
け
て
研
究
す
る
必
要
が
あ

る
。
大
学
管
理
法
が
制
定
さ
れ
よ
う
と
し
て
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
教
育
公
務
員
特
例
法
と
と
も
に
大
学
の
根
木
問
題

を
と
り
上
げ
て
、
徹
底
的
に
検
討
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ

た
。
今
中
佐
賀
大
学
長
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
大
学
そ
の
も
の
は
国
立
で

あ
る
が
、
財
政
は
国
家
か
ら
離
れ
、
財
団
と
し
て
確
保
さ
れ
て
い
る
と
い
う
中

露
蝋
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間
的
な
も
の
が
国
立
大
学
に
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
方
法
が
可
能
な
ら
ば
思
想
、

研
究
の
独
立
と
い
う
観
点
か
ら
も
よ
い
。
私
立
大
学
が
財
政
的
に
有
利
に
活
動

し
て
い
る
の
は
大
学
財
政
に
巾
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
う
。
以
上
の
こ
と
に
つ
い

て
第
六
常
置
委
員
会
で
研
究
願
い
た
い
と
の
要
望
が
あ
り
、
蝋
山
お
茶
の
水

女
子
大
学
長
か
ら
、
全
く
個
人
的
な
意
見
で
あ
る
が
、
大
学
財
政
の
問
題
は
、

大
学
制
度
の
問
題
で
あ
る
。
長
い
間
の
沿
革
で
大
学
制
度
は
今
日
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
案
を
つ
く
る
だ
け
で
も
大
変
で
あ
る
。
し
か
し
根
本
問

題
が
解
決
し
て
い
な
い
こ
と
が
最
も
大
き
な
理
由
で
あ
る
。
大
学
管
理
法
の
な

い
大
学
制
度
は
お
か
し
い
と
思
う
。
学
校
教
育
法
だ
け
制
定
さ
れ
て
い
る
の
は

不
備
で
あ
る
。
こ
れ
を
何
ら
か
の
形
で
解
決
す
る
の
は
国
家
と
し
て
大
問
題
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
本
協
会
が
い
か
な
る
形
で
寄
与
す
る
か
と
い
う
こ
と
が

問
題
で
あ
る
。
財
政
的
な
問
題
も
あ
る
が
根
本
的
に
は
大
学
制
度
の
問
題
で
あ

る
。
問
題
の
重
要
性
は
認
識
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
研
究
に
は
長
期
を
要
す
る

こ
と
で
も
あ
り
、
い
か
に
し
て
対
処
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
な
か
な

か
判
断
で
き
な
い
と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
会
長
か
ら
、
自
分
と
し
て
も
、
い

か
に
す
べ
き
か
即
断
で
き
な
い
。
宿
題
と
し
て
各
方
面
の
意
見
も
伺
い
逐
次
実

施
す
る
こ
と
と
し
、
叉
、
各
位
に
お
い
て
も
研
究
願
い
た
い
と
述
べ
ら
れ
た
。

第
七
常
置
委
員
会
村
上
委
員
長

１
、
教
員
養
成
制
度
の
改
善
方
策
に
つ
い
て

中
央
教
育
審
議
会
か
ら
答
申
さ
れ
た
教
員
養
成
制
度
の
改
善
方
策
に
つ
き
全

般
に
亘
り
検
討
し
た
。
こ
の
う
ち
に
は
種
交
重
要
な
事
項
が
あ
る
。
昨
年
六
月

本
協
会
会
長
名
で
提
出
し
て
あ
る
教
員
養
成
制
度
に
関
す
る
意
見
書
と
比
較
検

討
の
上
、
審
議
し
た
。
今
回
の
答
申
は
、
意
見
書
と
趣
旨
を
同
じ
く
す
る
点
も

あ
り
、
教
員
養
成
の
性
格
、
制
度
の
確
立
、
殊
に
義
務
校
の
教
員
養
成
は
、
計

画
養
成
の
立
ち
場
を
採
っ
て
い
る
こ
と
に
は
賛
成
で
あ
る
。
し
か
し
個
衣
の
具

体
的
制
度
等
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
。

⑩
教
員
免
許
法
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
改
正
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
殊
に

教
員
免
許
法
の
改
正
に
は
基
本
的
検
討
を
要
す
る
。
教
育
基
準
の
設
定
に
つ

い
て
は
、
国
に
お
い
て
準
備
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
そ
の
方
法
、
内
容

に
つ
い
て
は
、
大
学
教
育
を
阻
害
し
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

凹
国
で
定
め
る
教
員
養
成
の
基
準
は
最
低
必
要
の
程
度
に
止
め
、
大
学
の
自

愚

畷

鴎

主
性
に
任
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
殊
に
文
部
省
の
指
導
監
督
に
よ
り
大
学
の
自

治
を
阻
害
す
る
危
険
は
さ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
制
度
的
な
面
で
は
、
教
員
の
養
成
は
、
国
の
定
め
た
基
準
に
よ
っ
て
行
う

も
の
と
、
認
定
さ
れ
た
一
般
大
学
に
お
い
て
行
う
も
の
と
国
家
試
験
に
よ
る

も
の
と
の
三
本
建
に
な
り
、
認
定
さ
れ
た
一
般
大
学
と
国
家
試
験
に
よ
る
も

の
に
は
仮
免
許
状
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
実
施

に
つ
い
て
は
多
く
の
困
難
な
問
題
を
も
っ
て
い
る
。

例
教
員
養
成
の
組
織
、
機
関
に
つ
い
て
は
、
単
科
大
学
と
綜
合
大
学
の
一
学

部
と
の
ニ
ッ
の
形
態
を
と
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
単
科
大
学
の
形
態
に

は
従
来
の
師
範
学
校
に
復
帰
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
綜
合
大
学
の
一
学
部
と
し

て
の
形
態
に
は
他
学
部
と
の
関
係
に
重
要
な
問
題
が
あ
る
。
学
芸
学
部
と
教

育
学
部
の
二
形
態
の
う
ち
、
学
芸
学
部
は
教
員
養
成
に
必
要
な
学
科
課
程
及

び
そ
の
運
営
上
の
組
織
を
自
主
的
に
構
成
し
得
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら

ま
だ
よ
い
と
し
て
も
、
一
般
教
育
及
び
専
門
教
育
を
文
理
学
部
に
負
う
て
い

る
。
教
育
学
部
に
つ
い
て
は
、
教
育
学
部
自
身
の
問
題
に
止
ま
ら
ず
、
文
理

学
部
の
再
編
成
を
必
然
に
伴
っ
て
く
る
重
要
な
問
題
が
起
っ
て
く
る
。
こ
の

問
題
に
関
連
し
て
、
小
学
校
教
員
養
成
は
別
と
し
て
、
中
学
校
、
高
等
学
校

の
教
員
養
成
に
つ
い
て
も
、
国
の
定
め
た
教
育
課
程
の
基
準
に
よ
る
学
部
、

学
科
で
な
け
れ
ば
普
通
免
許
状
は
与
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
望

ま
し
い
教
員
養
成
の
形
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
今
一
つ
の
問
題
は
、
大
学

院
を
有
す
る
大
学
の
教
育
学
部
で
あ
る
。
叉
、
仮
免
許
状
を
有
す
る
者
が
、

普
通
免
許
状
を
取
得
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
改
め
て
教
育
実
習
、
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
教
育
実
習
の
方
法
、
教
員
採
用
と
の
関
係
な
ど
に
つ

い
て
は
極
め
て
困
難
な
問
題
が
予
想
さ
れ
る
。
叉
、
再
教
育
を
制
度
化
し
よ

う
と
い
う
こ
と
は
結
構
な
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
実
施
の
方
法
、
内
容
に
つ

い
て
も
問
題
は
少
な
く
な
い
。

教
員
養
成
制
度
改
善
の
問
題
は
、
教
員
養
成
大
学
、
学
部
の
問
題
に
止
ら
ず

大
学
一
般
の
制
度
に
も
重
要
な
関
係
を
も
つ
こ
と
に
な
る
の
で
、
本
委
員
会
の

み
な
ら
ず
、
殊
に
第
一
常
置
委
員
会
と
連
繋
し
て
合
同
の
検
討
を
要
す
る
。

２
、
学
生
運
動
に
関
す
る
声
明
に
つ
い
て

声
明
、
申
合
せ
の
形
式
で
出
す
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
。
強
い
て
出
す
な
ら

彌
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鰯
鰻 ば
、
な
お
十
分
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

会
長
か
ら
、
教
員
養
成
制
度
改
善
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
関
係
の
常
置
委
員

会
と
協
議
さ
れ
た
い
と
述
べ
ら
れ
た
。

岩
崎
和
歌
山
大
学
長
か
ら
、
現
在
の
学
芸
学
部
は
、
そ
の
内
容
も
充
実
し
、

逐
次
良
い
学
生
を
出
し
て
い
る
が
、
改
善
の
動
機
根
拠
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
と

の
質
問
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
村
上
委
員
長
か
ら
、
こ
の
答
申
は
そ
の
内
容
の

改
善
充
実
を
一
層
強
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
教
員
養
成
制
度
の
確
立

に
あ
る
と
答
え
ら
れ
た
。
叉
、
緒
方
大
学
学
術
局
長
か
ら
、
教
員
の
学
力
指
導

力
と
教
員
の
需
給
に
つ
き
父
兄
、
教
育
委
員
会
、
現
場
の
校
長
、
教
育
界
か
ら

種
汽
批
判
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
取
り
上
げ
て
諮
問
し
た
の
で
あ
る
。
学
力
、

指
導
力
の
十
分
で
な
い
の
は
、
戦
後
の
開
放
的
組
織
に
原
因
す
る
と
答
え
ら
れ

た
。

（
午
前
十
一
時
か
ら
約
十
五
分
間
休
憩
）

会
長
か
ら
、
村
上
第
七
常
置
委
員
会
委
員
長
か
ら
、
教
員
養
成
制
度
改
善
に
つ
い

て
は
、
第
一
常
置
委
員
会
と
の
両
委
員
会
か
ら
委
員
長
を
含
め
て
五
人
ず
つ
の
委
員

で
審
議
す
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
旨
、
述
べ
ら
れ
た
。

二
、
学
生
運
動
に
関
す
る
申
合
せ
に
つ
い
て
”

学
生
運
動
に
関
す
る
申
合
せ
を
発
表
す
る
や
否
や
に
つ
い
て
協
議
し
た
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
賛
否
の
両
論
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
賛
成
意
見
と
し
て
は
、
こ
の
申

合
せ
は
、
自
治
会
を
ど
う
す
る
か
等
の
今
後
の
課
題
と
し
て
、
ど
の
大
学
に
も
、

一
応
、
該
当
す
る
よ
う
な
最
大
公
約
の
案
で
あ
る
。
こ
れ
を
発
表
す
る
こ
と
は
、

対
外
的
に
は
社
会
的
に
厳
し
い
批
判
あ
り
、
叉
、
大
学
の
措
置
に
対
し
て
も
誤
解

あ
り
、
学
長
は
何
を
し
て
い
る
の
か
、
日
和
見
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
学
生

を
放
任
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
或
は
叉
、
大
学
で
学
生
の
左
翼
運
動
に
加
担

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
批
判
が
あ
る
。
大
学
は
随
分
苦
労
し
て
い
る
の
だ

が
、
世
間
で
は
理
解
し
て
い
な
い
。
そ
れ
で
こ
の
よ
う
な
線
な
守
る
の
だ
と
示
す

必
要
は
な
い
か
。
背
後
に
は
全
学
連
が
あ
り
、
一
大
学
だ
け
で
は
守
ら
れ
る
も
の

で
は
な
い
。
国
立
大
学
は
共
通
の
立
ち
場
で
こ
れ
に
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
。
何

等
の
申
合
せ
も
な
い
と
学
生
を
処
分
す
る
際
に
も
、
こ
れ
が
説
明
に
も
困
る
こ
と

が
あ
る
。
平
素
か
ら
こ
れ
が
防
備
を
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
叉
、
対

内
的
に
も
教
官
の
結
束
が
必
ず
し
も
で
き
て
い
な
い
。
放
任
と
厳
格
と
の
意
見
が

定

鰯

蕊

蕊
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第
三
常
置
委
員
会
同
専
門
委
員
会

対
立
し
、
問
題
が
起
こ
れ
ば
、
そ
の
統
制
に
困
難
を
来
た
す
。
そ
れ
で
こ
の
枠
を

示
せ
ば
教
官
へ
も
学
生
へ
も
同
時
に
よ
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
最
低
線
を
示
す
必

要
が
あ
り
、
こ
の
際
、
申
合
せ
を
発
表
す
る
こ
と
は
時
期
に
適
す
る
も
の
と
思
う

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
申
合
せ
は
重
要
だ
が
、
十
分
意
見
を
交

換
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
発
表
は
世
間
に
対
し
て
何
の
効
果
も
な
く
、
却
て

外
部
か
ら
誤
解
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。
そ
れ
よ
り
は
学
生
の
補
導
が
必
要
で
あ

る
。
最
大
公
約
数
の
考
え
だ
と
の
こ
と
だ
が
、
大
学
に
よ
っ
て
は
全
然
問
題
の
な

い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
叉
問
題
に
よ
っ
て
は
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
異
な
り
、
地
域
的
に

も
、
叉
大
学
の
事
情
も
違
う
の
で
、
一
概
に
こ
れ
に
よ
っ
て
決
め
る
こ
と
は
危
険

で
あ
り
、
善
良
な
学
生
を
悪
い
方
へ
追
い
や
る
恐
れ
が
あ
る
。
学
生
の
指
導
は
、

大
学
の
当
然
の
責
任
で
、
学
長
の
み
な
ら
ず
全
教
官
が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
本
協
会
の
力
を
借
り
る
こ
と
は
教
育
者
と
し
て
は
ど
う
か
。
大
学
が
自
主
的

に
行
う
こ
と
を
、
こ
の
よ
う
な
申
合
せ
が
あ
る
か
ら
行
う
の
だ
と
は
見
識
の
な
い

考
え
だ
と
思
わ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
悩
み
を
吐
き
出
し
合
っ
て
お
互
に
検
討
し
、

わ
れ
わ
れ
自
身
確
信
を
も
ち
、
各
大
学
へ
帰
り
、
各
大
学
の
自
主
性
に
よ
り
行
う

べ
き
だ
と
思
う
と
い
う
よ
う
な
反
対
意
見
が
多
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
宿
題
と
し

第
一
一
一
常
置
委
員
会
に
お
い
て
、
臨
際
曇
鐵
靴
叫
で
読
燕
蔵
、
軸
調
藩
扇
巍
育
、
『
繊

上
東
蔚
諮
誓
、
平
沢
恵
都
の
各
大
学
長
の
参
加
を
願
い
、
慎
重
に
検
討
す
る
こ
と

と
し
た
。

一
一
一
、
委
員
の
配
置
換
に
つ
い
て

右
に
つ
き
、
会
長
か
ら
、
次
の
り
報
告
が
あ
っ
た
。

（
新
）

（
旧
）

長
谷
川
福
井
大
学
長
第
六
常
置
委
員
会
第
五
常
置
委
員
会

八
木
岡
山
大
学
長
第
五
常
置
委
員
会
第
七
常
置
委
員
会

以
上
を
も
っ
て
午
後
一
時
閉
会
、
第
十
七
総
会
を
終
了
し
た
。

綴
蝋
．

日
時
昭
和
一
一
一
一
一
一
・
一
一
一
。
一
一
一
（
士
）
午
後
一
時
’
五
時

場
所
東
京
大
学
大
講
堂
南
側
会
議
室

蕊̄

蝿
〉
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出
席
者
茅
会
長
、
児
玉
委
員
長
、
各
委
員
、
各
専
門
委
員
、
朝
永
東
京

教
育
大
学
長
、
平
沢
京
都
大
学
長

（
欠
席
者
）
一
一
万
、
三
浦
各
委
員
、
大
塚
、
池
田
、
久
武
各
専

門
委
員
、
村
上
東
京
学
芸
大
学
長

文
部
省
緒
方
大
学
学
術
局
長
、
西
田
学
生
課
長

児
玉
委
員
長
か
ら
、
東
前
委
員
長
に
代
っ
て
、
就
任
し
た
旨
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ

の
主
宰
の
下
に
開
会

委
員
長
か
ら
、
最
近
の
学
生
活
動
は
か
な
り
激
し
く
将
来
と
も
よ
り
一
層
猛
烈
に

起
こ
る
の
で
は
な
い
か
、
叉
、
岩
崎
委
員
か
ら
も
本
委
員
会
の
開
催
を
希
望
さ
れ
る

の
で
、
本
日
は
専
門
委
員
の
方
に
も
お
集
ま
り
を
願
い
、
そ
の
ご
意
見
を
承
わ
り
、

本
協
会
と
し
て
も
十
分
善
処
し
た
い
。
な
お
、
本
委
員
会
は
、
数
名
の
学
長
で
組
織

し
て
い
る
が
、
そ
の
委
員
は
地
方
の
大
学
に
偏
し
て
い
る
の
で
、
臘
縣
『
熱
副
ぎ
し
て

朝
永
璽
刷
巍
葡
苅
講
長
、
村
必
塞
風
学
書
対
戦
儲
及
び
平
滅
嵐
都
允
学
長
を
願
い
、

系
砺
煎
淵
醗
詞
周
回
蝋
賀
長
と
し
て
臨
席
願
う
こ
と
と
し
た
。
別
に
腹
案
は
な
い
が
、

学
生
活
動
の
状
況
を
承
わ
り
た
い
。
何
と
し
て
も
和
歌
山
、
福
島
両
大
学
は
最
も
激
し

い
学
生
活
動
が
行
わ
れ
た
い
わ
ゆ
る
学
生
活
動
の
拠
点
と
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ

は
い
か
な
る
原
因
で
行
わ
れ
た
か
、
叉
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
欠
点
が
あ
る
の
で
行
わ
れ

た
か
、
一
応
、
両
大
学
の
学
生
活
動
の
様
相
を
伺
い
、
そ
れ
よ
り
問
題
点
を
把
握
し

こ
れ
に
対
す
る
対
策
を
伺
い
た
い
。
叉
、
文
部
省
に
は
種
交
情
報
が
入
っ
て
お
り
、

資
料
も
あ
る
と
思
う
の
で
、
こ
れ
を
承
わ
り
た
い
と
述
べ
ら
れ
た
。
西
田
学
生
課

長
か
ら
、
問
題
点
の
把
握
は
各
大
学
で
も
っ
て
い
る
が
、
情
報
の
概
要
を
整
理
し
て

簡
単
に
申
上
げ
れ
ば
、
全
学
連
は
五
月
東
京
に
第
十
一
回
定
期
全
国
大
会
を
開
き
、

運
動
方
針
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
当
初
は
勤
評
反
対
、
組
織
の
拡
充
強
化
及
び
核
実

一
験
禁
止
等
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
が
、
六
月
以
降
は
勤
評
反
対
に
集
中
し
、
九
月
に

は
全
学
連
臨
時
大
会
を
開
催
し
、
勤
評
問
題
を
当
面
の
反
対
問
題
と
す
る
こ
と
を
確

」
認
し
た
。
最
近
ま
で
こ
の
問
題
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
に
努
力
し
た
。
叉
、
全
学
連
は

勿
論
警
職
法
反
対
に
急
転
回
し
た
。
勤
評
反
対
の
運
動
か
ら
は
学
生
運
動
を
大
き
く

盛
り
上
げ
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
の
で
、
一
つ
の
戦
術
と
し
て
こ
の
テ
ー
マ
を
結
び

つ
け
た
。
五
月
に
日
共
と
確
執
を
生
じ
処
分
さ
れ
た
結
果
、
直
接
の
運
動
が
激
し
く

な
り
、
目
的
達
成
の
た
め
非
合
法
を
問
題
と
せ
ず
に
デ
モ
・
ス
ト
を
積
極
に
最
大
の

運
動
と
し
た
。
勤
評
の
計
画
的
反
対
は
、
西
日
本
で
は
和
歌
山
大
学
、
東
日
本
で
は

蕊
Ｐ
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福
島
大
学
に
強
い
オ
ル
グ
団
を
派
遣
し
、
叉
、
拠
点
的
の
み
な
ら
ず
十
月
十
五
日
以

後
数
回
に
亘
り
波
状
的
に
反
対
運
動
を
盛
り
上
げ
た
。
和
歌
山
、
福
島
両
大
学
の
勤

評
反
対
運
動
に
つ
い
て
は
、
そ
の
概
要
の
報
告
よ
り
な
い
の
で
内
容
的
の
こ
と
は
申

上
げ
ら
れ
な
い
が
、
和
歌
山
大
学
に
お
い
て
は
、
六
月
四
日
か
ら
八
日
ま
で
第
一
回

の
ス
ト
を
行
い
、
学
芸
学
部
は
拠
点
と
な
っ
て
ピ
ケ
を
張
り
、
大
学
当
局
は
当
初
こ

れ
に
対
し
、
手
わ
け
し
て
反
省
を
求
め
る
こ
と
に
努
力
し
た
。
六
月
二
十
五
日
第
二

回
の
ス
ト
が
行
わ
れ
、
教
官
は
そ
の
説
得
に
努
め
た
。
大
学
に
お
い
て
は
、
こ
の
二

回
の
運
動
に
対
し
、
教
授
会
に
お
い
て
慎
重
審
議
の
結
果
、
無
期
停
学
九
名
、
讃
責

八
名
、
戒
告
六
名
、
計
一
一
十
三
名
の
処
分
を
七
月
九
日
発
表
し
た
。
学
生
は
こ
の
処

分
に
対
し
、
外
部
の
者
の
協
力
を
得
て
、
大
学
の
管
理
者
に
対
し
、
ハ
ン
ガ
ー
を
行

い
、
撤
回
を
要
求
し
た
。
外
部
団
体
は
、
教
官
の
会
に
対
し
威
嚇
し
た
が
、
大
学
は

一
貫
し
て
態
度
を
堅
持
し
た
。
こ
れ
が
収
拾
に
苦
慮
し
、
学
芸
学
部
教
官
の
有
志
も

学
生
を
説
得
し
、
そ
の
努
力
の
結
果
、
七
月
十
九
日
の
教
授
会
に
お
い
て
学
生
の
処

分
を
解
除
し
て
最
後
の
解
決
を
み
た
。
福
島
大
学
も
、
和
歌
山
大
学
と
近
似
の
点
も

あ
る
が
、
叉
、
違
っ
た
点
も
あ
る
。
福
島
県
は
勤
評
反
対
の
た
め
全
国
に
お
い
て
唯

一
県
の
十
割
授
業
放
棄
の
県
で
あ
る
。
学
芸
学
部
自
治
会
が
中
心
で
、
経
済
学
部
学

生
は
、
目
立
っ
た
動
き
は
な
か
っ
た
。
専
ら
学
芸
学
部
内
部
の
活
動
で
あ
る
。
学
生

大
会
で
九
月
十
五
日
か
ら
一
週
間
の
授
業
放
棄
を
決
め
た
が
、
大
学
当
局
は
そ
の
休

止
に
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
し
、
若
し
長
期
の
授
業
放
棄
を
実
行
す
る
な
ら
ば
、
重
大
な

意
志
表
示
を
す
る
と
発
表
し
た
。
そ
の
中
心
は
学
芸
学
部
の
二
、
一
一
一
年
の
学
生
で
四

年
は
教
育
実
習
で
参
加
し
な
か
っ
た
。
ス
ト
続
行
反
対
の
学
生
が
多
数
で
計
画
は
中

止
さ
れ
た
。
九
月
二
十
九
日
か
ら
十
月
四
日
ま
で
試
験
を
行
っ
た
が
、
少
数
の
学
生

は
試
験
場
で
あ
る
校
舎
の
一
部
に
立
て
こ
も
り
、
試
験
当
日
に
は
試
験
施
行
の
教
室

を
閉
鎖
し
、
入
室
拒
止
の
直
接
行
動
を
し
た
も
の
も
あ
る
。
大
学
で
は
試
験
場
を
変

更
し
、
計
画
通
り
試
験
を
実
施
し
た
。
尤
も
一
部
で
は
試
験
実
施
不
可
能
の
妨
害
も

行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
般
学
生
の
う
ち
に
は
試
験
妨
害
の
中
止
に
働
き
か
け
た

も
の
も
あ
り
、
試
験
終
了
と
共
に
解
散
し
た
。
こ
れ
に
対
す
る
処
分
は
、
無
期
停
学

十
名
、
一
カ
月
停
学
一
一
十
名
、
二
週
間
停
学
十
五
名
を
十
月
九
日
発
表
し
た
。
中
央

か
ら
派
遣
さ
れ
た
指
導
学
生
の
反
対
運
動
の
努
力
も
失
敗
し
、
間
も
な
く
帰
京
し

た
。
混
乱
の
結
果
、
多
数
の
犠
牲
者
を
出
し
、
福
島
大
学
の
立
ち
場
と
し
て
は
、
む

ず
か
し
い
問
題
を
残
し
た
。

へ
、
麹

腱
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れ
た
が
、
本
年
は
特
に
激
し
く
、
勤
評
反
対
、
道
徳
教
育
講
習
会
阻
止
運
動
で
本
年

五
月
か
ら
最
近
ま
で
に
当
局
で
解
雇
さ
れ
た
者
六
十
名
、
国
立
大
学
で
懲
戒
処
分
し

た
者
は
七
十
数
名
で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
従
来
例
を
み
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
学

生
運
動
の
行
動
に
対
し
て
は
、
社
会
各
般
か
ら
批
判
あ
り
、
日
共
も
批
判
的
で
あ

る
。
勤
評
反
対
は
壁
に
突
き
当
る
と
み
た
の
で
、
薔
職
法
反
対
を
戦
術
と
し
て
新
ら

し
い
動
き
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
十
一
月
五
日
な
ど
の
瞥
職
法
反
対
に
つ
い
て
は
、

全
学
連
か
ら
か
な
り
組
織
的
に
学
生
に
呼
び
か
け
、
品
川
や
新
宿
へ
学
生
の
一
定
数

を
割
当
て
動
員
し
、
革
命
的
運
動
が
起
こ
る
と
称
し
、
こ
れ
を
信
じ
て
出
向
い
た
学

峅
生
も
あ
り
、
列
車
の
信
号
な
抑
え
た
学
生
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
極
め
て
一
部
の
者

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
革
命
的
行
動
が
相
当
計
画
的
に
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
国
会

の
抜
き
打
ち
行
動
に
も
深
く
関
連
す
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
勤
評
反
対
の
ほ
か
、
組

叩
織
の
強
化
、
学
生
戦
線
統
一
等
に
つ
い
て
は
資
料
は
な
い
が
、
五
月
、
一
応
組
織
と

し
て
は
解
散
し
た
。
夜
間
学
生
連
盟
の
動
き
が
種
交
あ
り
、
他
組
織
と
合
流
し
よ
う

と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
叉
、
九
月
号
赤
旗
に
お
い
て
全
学
連
の
組
織
に
対
し
、

日
共
の
見
解
を
示
し
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

次
で
岩
崎
委
員
か
ら
、
和
歌
山
大
学
に
お
け
る
学
生
運
動
の
経
過
は
唯
今
、
西
田

学
生
課
長
説
明
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
を
申
上
げ
れ
ば
、
私
は
和
歌
山
大
学

長
と
し
て
表
面
に
立
て
な
い
の
が
歯
が
ゆ
く
思
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
に
任
せ
た
が

一
つ
に
は
学
長
の
権
限
に
つ
い
て
疑
問
が
あ
る
。
今
回
の
問
題
は
全
学
的
で
な
く
、

｜
学
芸
学
部
の
問
題
で
あ
る
の
で
、
そ
の
学
部
の
自
主
性
に
任
せ
、
差
し
出
が
ま
し

ご
と
は
や
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
点
大
学
管
理
の
問
題
で
、
将
来
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
思
う
。
経
済
学
部
は
一
般
に
学
生
に
批
判
力
が
あ
り
、
全
学
連
な
り
、

学
内
の
自
治
会
に
対
し
痛
切
な
批
判
を
下
し
て
い
る
。
六
月
六
日
学
部
別
に
学
生
大

会
を
開
い
た
が
、
学
芸
学
部
は
一
百
半
の
ス
ト
を
決
議
し
、
翌
日
か
ら
ス
ト
に
入
つ

・
た
。
然
し
経
済
学
部
で
は
、
学
芸
学
部
同
様
の
提
案
が
あ
っ
た
が
、
全
学
連
帰
れ
と

い
い
、
物
も
言
わ
さ
な
か
っ
た
事
実
が
あ
る
。
そ
れ
は
学
内
の
自
治
会
は
、
外
部
の

も
の
に
左
右
さ
れ
な
い
と
の
考
え
で
提
案
を
一
つ
一
つ
否
決
し
、
授
業
も
殆
ど
平

常
通
り
行
わ
れ
た
。
事
実
上
、
六
月
一
一
十
四
日
の
学
生
大
会
で
、
経
済
学
部
は
学
生

上

鬮
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の
集
ま
り
少
な
く
、
委
任
状
が
多
く
、
そ
れ
が
問
題
と
な
り
、
直
ち
に
解
散
と
な
っ

た
。
私
等
の
心
構
え
と
し
て
は
、
自
治
会
の
学
生
を
相
手
と
す
る
こ
と
は
適
当
で
な

く
、
一
般
学
生
に
重
点
を
お
く
べ
き
だ
と
痛
感
し
た
。
学
生
全
体
の
意
見
を
確
め
て

か
ら
交
渉
す
べ
き
だ
と
思
う
。
一
部
の
学
生
に
左
右
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
経
過
か
ら
み
る
と
、
教
官
は
学
生
に
振
り
廻
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
考
え

ら
れ
る
。
ス
ト
を
計
画
実
行
す
る
も
の
は
極
め
て
少
数
の
学
生
で
あ
る
。
最
近
の
状

況
を
み
る
と
、
指
令
は
学
内
か
ら
で
な
く
、
外
部
か
ら
く
る
の
が
特
色
で
あ
る
。
学

生
が
外
部
の
団
体
か
ら
離
れ
よ
う
と
し
て
も
放
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
終
り
に
は
、

七
者
共
同
体
が
学
生
を
先
頭
に
立
て
る
気
勢
で
、
学
生
は
叉
英
雄
気
取
り
で
利
用
さ

れ
て
い
る
感
じ
で
あ
る
。
叉
、
学
生
を
処
分
す
る
に
あ
た
っ
て
も
苦
労
し
た
こ
と
は

学
内
の
統
一
を
守
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
学
内
教
官
の
意
見
が
区
交
に
分
れ
る
と
、
学

生
は
そ
の
虚
を
つ
い
て
騒
ぐ
の
で
、
私
は
終
始
連
日
協
議
し
た
。
極
秘
に
し
て
会
議

し
な
い
と
、
外
部
の
勢
力
が
絶
え
ず
学
内
に
干
渉
し
て
く
る
。
一
一
千
三
百
名
の
者
が

大
学
本
部
を
取
り
囲
み
、
暴
力
寸
前
の
状
況
で
あ
っ
た
。
七
月
八
日
午
前
中
に
協
議

会
莚
、
午
後
評
議
会
を
開
い
た
。
そ
の
と
き
困
っ
た
こ
と
は
、
学
芸
学
部
と
経
済
学

部
と
の
意
見
が
違
う
こ
と
だ
っ
た
。
発
表
は
翌
日
に
迫
り
、
そ
の
収
拾
に
苦
労
し

た
。
結
局
、
こ
の
処
分
は
学
芸
学
部
で
起
っ
た
こ
と
だ
か
ら
、
学
芸
学
部
が
そ
の
責

任
で
行
い
、
経
済
学
部
に
は
迷
惑
を
及
ぼ
さ
な
い
と
い
う
こ
と
で
漸
く
収
拾
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
然
し
こ
の
こ
と
は
あ
と
ま
で
尾
を
引
き
、
両
学
部
の
足
並
み
揃
わ
ず

一
部
の
人
は
も
う
一
度
教
授
会
を
開
い
て
再
び
審
議
す
べ
き
だ
と
の
話
も
あ
っ
た
。

騒
ぎ
の
あ
る
と
き
は
、
教
官
の
意
見
を
統
一
す
る
こ
と
は
大
事
で
、
評
議
会
の
内
容

が
洩
れ
る
と
困
る
こ
と
に
な
る
。
私
が
学
生
と
会
見
し
た
が
、
学
生
は
意
見
が
割
れ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
当
然
処
分
を
撤
回
す
べ
き
だ
と
い
っ
て
き
た
。
一
大
学
の

処
分
が
あ
る
と
、
必
ず
何
等
か
の
形
で
全
国
的
に
伝
播
し
、
こ
れ
が
資
料
と
な
り
、

こ
れ
に
よ
り
戦
術
を
練
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
各
大
学
の
処
分
は
区
交
と
な
る
こ
と

は
止
む
莚
得
な
い
が
、
大
体
意
見
を
合
わ
し
て
お
け
ば
よ
い
と
思
う
。
文
部
省
の
資

料
は
、
事
件
の
な
い
大
学
へ
も
こ
れ
を
送
る
べ
き
だ
と
思
う
。
以
上
の
経
過
に
よ
り

反
省
さ
る
べ
き
こ
と
は
、
将
来
学
生
運
動
を
導
く
に
は
、
学
生
が
平
素
か
ら
物
を
言

う
こ
と
が
で
き
る
場
を
作
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
両
学
部
は
ど
う
し
て
違
う
か
と

い
う
と
、
学
芸
学
部
で
は
、
学
生
が
教
官
と
の
接
触
は
薄
い
が
、
経
済
学
部
は
こ
れ

畷
鍵
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蝿に
反
し
、
殊
に
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
あ
る
の
で
家
庭
的
に
親
し
い
。
そ
れ
で
学
生
説
得

の
力
と
な
る
た
妙
で
あ
る
。
以
上
卒
直
に
忌
禅
の
な
い
意
見
を
述
べ
た
と
の
報
告
が

あ
っ
た
。

以
上
の
報
告
に
対
し
、
柏
木
専
門
委
員
か
ら
、
処
分
後
、
学
芸
学
部
教
官
の
斡
旋

で
処
分
を
解
除
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
ど
う
か
と
の
質
問
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
岩

「
崎
委
員
か
ら
、
そ
れ
は
誤
報
で
あ
る
。
唯
処
分
を
緩
和
し
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
無

期
停
学
を
十
月
半
頃
ま
で
と
い
う
期
限
付
き
に
し
た
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
報
道
機

関
に
は
困
っ
た
。
新
聞
紙
上
に
は
誤
報
が
多
い
。
例
え
ば
五
十
人
の
集
会
を
五
百
人

も
集
会
し
た
よ
う
に
報
道
し
て
い
る
が
如
き
で
あ
る
。
叉
、
九
月
十
五
日
に
は
何
ら

な
か
っ
た
の
に
一
一
回
も
種
友
と
放
送
し
、
こ
れ
に
抗
議
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
弁
明

と
し
て
職
員
は
臨
時
派
遣
し
た
も
の
で
馴
れ
な
い
た
め
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
波
及

す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
か
ら
、
興
味
本
位
で
な
く
、
正
確
に
さ
れ
た
い
も
の
で
あ
る

と
答
え
ら
れ
た
。
叉
、
停
学
解
除
の
条
件
に
つ
い
て
質
問
あ
り
、
岩
崎
委
員
か
ら
、

七
月
九
日
に
処
分
を
発
表
し
、
同
十
九
日
解
除
し
た
が
、
そ
の
十
日
の
間
、
連
日
連

夜
操
み
に
操
み
、
相
方
疲
労
し
、
学
生
の
内
部
か
ら
割
れ
て
き
た
。
そ
の
情
報
は
経

済
学
部
か
ら
入
っ
て
き
た
。
ラ
ジ
カ
ル
の
学
生
が
行
き
過
ぎ
た
と
反
省
し
た
の
で

そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
解
決
し
た
。
決
し
て
大
学
当
局
が
押
さ
れ
た
の
で
は
な

い
。
解
除
の
機
運
が
学
生
。
教
官
両
方
か
ら
生
じ
、
解
除
の
チ
ャ
ン
ス
が
動
い
て
き

た
の
で
あ
る
。
以
上
は
実
状
で
あ
る
。
私
等
も
少
し
早
い
と
は
思
っ
た
が
、
内
部
が

割
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
か
ら
、
解
除
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
平
素
か
ら
、
学
生

と
教
官
と
人
間
と
し
て
一
対
一
で
友
人
関
係
を
作
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
今
の
学

峠
生
は
駄
目
で
あ
る
と
は
し
た
く
な
い
。
学
生
は
大
き
な
背
景
で
動
い
て
い
る
の
だ
が

ラ
ジ
カ
ル
の
学
生
を
根
気
よ
く
指
導
す
れ
ば
反
省
す
る
と
思
う
と
答
え
ら
れ
た
。

以
上
の
報
告
が
あ
っ
た
後
、
こ
れ
を
中
心
と
し
て
大
要
次
の
よ
う
な
話
合
が
あ
っ

た
。『
学
外
学
生
に
対
す
る
処
置
に
つ
い
て

委
員
長
か
ら
、
学
内
の
学
生
の
み
処
分
し
て
い
る
が
学
外
の
者
に
対
し
て
は
手

ぬ
る
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
は
っ
き
り
し
な
い
か
ら
で
あ
り
、
叉
、
一
大
学

の
み
で
は
い
け
な
い
。
大
学
全
体
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
と
の
意
見
も
あ
る
。
然
ら
ば
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。
こ
れ
は
大
問
題
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
す
る
お
考
え
を
承
り
た
い
と
述
べ
ら
れ
、
こ
れ
に
対
し
、
種
交
話
合
が

露
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あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
何
等
法
規
的
の
規
定
も
な
く
、
結
局
被
害
の
あ
っ
た

大
学
か
ら
連
絡
し
て
も
ら
う
よ
り
ほ
か
は
手
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
根
本
的
に
は

ど
う
し
た
ら
そ
の
原
因
を
除
く
こ
と
が
で
き
る
か
で
あ
る
。
現
在
で
は
学
生
と
の

接
触
も
極
め
て
少
な
い
全
学
連
の
歴
史
的
に
続
く
限
り
、
こ
れ
が
根
絶
は
困
難
で

あ
る
。
気
象
台
の
子
報
の
よ
う
に
、
そ
の
動
き
を
早
く
連
絡
し
て
も
ら
っ
て
、
学

生
に
一
歩
先
ん
じ
て
手
を
打
つ
こ
と
が
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
ほ
か

に
学
生
の
厚
生
補
導
の
組
織
運
営
も
こ
れ
に
附
随
す
る
。
こ
れ
ら
の
意
見
に
対
し

緒
方
大
学
学
術
局
長
か
ら
、
円
全
学
連
に
対
す
る
各
大
学
の
態
勢
は
区
交
で
あ

る
。
学
外
の
学
生
に
対
す
る
対
策
は
不
十
分
の
よ
う
に
思
う
。
各
大
学
に
お
い
て

そ
の
責
任
の
下
に
何
等
か
の
処
置
を
と
る
こ
と
が
必
要
で
な
い
か
、
よ
く
調
査
す

れ
ば
分
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
に
対
し
よ
く
話
し
て
や
ろ
う
と
の
努
力
が
残
っ
て
い

な
い
か
。
こ
れ
は
む
ず
か
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
一
般
社
会
も
こ
の
よ
う
な
考
え

が
強
い
の
で
は
な
い
か
。
目
処
分
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
何
か
も
う
一
歩
踏
み
切

れ
な
い
も
の
か
。
極
め
て
強
烈
な
学
生
は
少
数
で
あ
り
、
呼
び
出
し
て
も
出
頭
し

な
い
よ
う
な
学
生
は
い
わ
ば
職
業
的
な
も
の
で
、
こ
の
よ
う
な
学
生
は
果
し
て
進

学
の
見
込
み
あ
り
や
否
や
。
一
般
の
善
良
な
学
生
に
対
し
て
力
左
尽
す
一
方
、
か

か
る
少
数
の
学
生
は
排
除
す
べ
き
で
な
い
か
。
そ
の
学
生
の
責
任
を
十
分
追
窮
し

て
い
い
の
で
は
な
い
か
。
向
う
に
押
さ
れ
る
態
勢
で
な
く
、
こ
ち
ら
か
ら
押
し
て

ゆ
く
べ
き
で
な
い
だ
ろ
う
か
。
全
学
連
に
対
す
る
法
的
根
拠
は
な
い
が
、
非
合
法

の
指
令
を
下
し
た
と
き
は
、
そ
の
学
生
の
所
属
し
て
い
る
大
学
で
は
教
育
的
手
段

を
執
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
も
う

一
歩
踏
み
切
れ
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
所
沢
事
件
の
よ
う
に
法
廷
で
論
告
の
結
果

無
罪
と
な
っ
た
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
大
学
当
局
と
し
て
は
、
そ
の
処
分
は
十
分

慎
重
に
取
扱
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
叉
、
学
生
の
自
分
と
し
て
の
行
動
で
な
い

と
き
は
、
当
人
の
自
由
で
あ
る
か
ら
、
非
常
に
面
倒
な
こ
と
が
起
こ
る
だ
ろ
う
。

学
外
活
動
の
場
合
は
、
野
放
し
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
有
志
と
し
て
の

資
格
で
参
加
し
た
と
き
は
、
具
体
的
に
は
、
ど
う
処
置
す
る
か
は
困
難
な
問
題
で

あ
る
。
教
育
研
究
の
場
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
動
が
あ
れ
ば
処
分
す
る
が
、
赤
羽

駅
に
お
け
る
信
号
事
件
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
大
学
と
し
て
は
刑
事
的
行
動
は
で

き
な
い
。
瞥
職
法
反
対
の
場
合
で
も
、
学
校
を
政
治
的
に
使
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
ど
こ
に
線
を
引
い
て
処
分
す

薊
、
蝿
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殿

ろ
か
困
難
で
あ
る
。
叉
、
ス
ト
に
対
し
て
は
、
大
学
と
し
て
は
ど
う
考
え
る
べ
き

だ
ろ
う
か
。
学
生
の
ス
ト
に
つ
い
て
は
教
師
に
も
そ
の
正
当
性
を
認
め
て
い
る
も

の
も
あ
り
、
ス
ト
は
世
間
に
示
す
唯
一
の
武
器
で
、
こ
れ
を
取
り
上
げ
る
の
は
不

都
合
で
あ
る
。
学
校
に
拘
束
さ
れ
る
道
理
は
な
い
と
い
う
考
え
方
の
よ
う
で
あ
る

学
生
に
対
し
て
は
学
外
で
も
厳
重
に
指
導
す
べ
き
だ
と
の
話
も
あ
る
が
、
わ
れ
わ

れ
も
学
生
自
体
の
こ
と
も
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
簡
単
に
は
で
き
な

い
。
あ
ま
り
末
梢
的
な
こ
と
が
ら
に
こ
だ
わ
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
。
大
学
自

体
が
方
針
を
立
て
、
個
人
と
し
て
は
常
時
接
触
を
保
ち
、
集
団
の
と
き
は
、
所
定

の
手
続
を
と
ら
せ
、
こ
の
両
方
面
か
ら
指
導
し
て
ゆ
け
ば
漸
次
よ
く
な
る
の
で
は

な
い
か
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

二
、
学
外
の
学
生
指
導
に
つ
い
て

委
員
長
か
ら
、
大
学
に
同
調
し
な
い
よ
う
な
学
生
を
指
導
す
る
こ
と
は
、
わ
れ

わ
れ
の
と
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
か
。
少
数
の
学
生
の
と
き
は
よ
い
が
、
多
数
の

学
生
の
指
導
は
容
易
で
な
い
。
こ
れ
が
対
策
に
つ
い
て
承
り
た
い
と
述
べ
ら
れ

た
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
意
見
の
陳
述
が
あ
っ
た
。

１
、
学
生
運
動
は
、
一
般
教
育
を
受
け
て
い
る
時
期
の
学
生
は
、
麻
疹
に
侵
さ
れ

る
よ
う
な
も
の
で
、
専
門
課
程
に
進
む
と
教
官
と
の
関
係
は
密
接
に
な
り
、
叉

就
職
問
題
の
こ
と
も
あ
り
少
な
く
な
る
。
そ
れ
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流
通
口
と
し

て
健
全
な
課
外
活
動
の
施
設
を
し
て
学
園
を
明
る
く
楽
し
く
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
思
う
。

』
－
２
、
講
演
会
を
開
催
す
れ
ば
、
こ
れ
に
よ
り
視
野
を
広
く
し
、
物
の
考
え
方
に
対

し
、
存
外
の
効
果
が
あ
る
。

３
、
健
全
な
体
育
の
奨
励
が
必
要
で
あ
る
。
学
生
運
動
の
対
策
と
し
て
は
、
正
面

か
ら
割
り
切
っ
て
処
分
す
る
こ
と
は
効
果
は
少
な
い
。
学
校
に
行
け
ば
楽
し
い

生
活
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
作
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
大
学
に
よ
っ
て
は

食
堂
も
極
め
て
狭
隣
で
、
図
書
館
も
運
動
場
の
設
備
も
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

４
、
学
生
部
長
の
待
遇
が
悪
く
、
そ
の
人
を
得
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。
一
般
教

官
も
教
授
、
研
究
の
領
域
以
外
で
あ
る
と
し
て
学
生
部
に
任
せ
ず
、
も
つ
と
理

５
、
学
生
は
、
将
来
世
の
指
導
者
と
な
る
人
で
あ
る
か
ら
、
凡
て
物
ご
と
を
十
分

考
え
て
こ
れ
に
処
す
る
癖
を
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
現
在
は
一
方
的
の

解
し
知
慧
を
し
ぼ
り
熱
心
に
力
を
入
れ
て
も
ら
い
た
い
。

鐸

し

(園１

週､

麹
■写へ

８
役
員
会

意
見
の
み
入
っ
て
い
る
の
で
他
方
か
ら
も
入
る
機
会
を
作
っ
て
や
り
、
正
し

い
判
断
を
す
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

以
上
各
事
項
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
厚
生
補
導
の
経
費
を
要
す
る
の
で
、
こ

れ
が
増
額
を
願
い
た
い
。

最
後
に
委
員
長
か
ら
、
本
日
は
各
般
に
わ
た
っ
て
話
合
っ
た
が
、
臼
全
学
連
に
対

す
る
態
度
と
し
て
は
、
も
う
少
し
大
学
と
し
て
関
心
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

殊
に
他
大
学
の
学
生
か
ら
働
き
か
け
が
あ
っ
た
と
き
は
、
十
分
に
慎
重
に
処
置
す
る

左
要
す
る
。
処
分
で
な
く
指
導
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
処
分
の
問
題
で
は
限
界

が
極
め
て
面
倒
で
あ
る
。
こ
れ
は
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
に
よ
る
よ
り
ほ
か
は
な

い
。
指
導
の
立
ち
場
か
ら
然
る
べ
く
処
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
少
数
の
グ
ル
ー
プ
の
学

生
へ
の
対
策
よ
り
以
上
に
大
事
な
こ
と
は
、
多
数
の
学
生
を
し
っ
か
り
サ
ー
ク
ル
等

の
面
か
ら
指
導
し
、
大
学
の
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

教
官
は
指
導
的
の
立
ち
場
か
ら
で
き
る
だ
け
常
に
親
し
く
学
生
に
接
触
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
目
自
治
会
の
在
り
方
は
大
き
い
問
題
で
、
十
分
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
活
動
の
限
界
は
、
大
学
共
通
に
将
来
の
問
題
と
し
て
各
大
学
に
お
い
て

研
究
願
い
た
い
。
㈲
今
後
は
一
年
に
一
回
は
本
委
員
会
を
開
催
し
て
相
互
の
話
を
承

り
た
い
。
で
き
れ
ば
半
年
に
一
回
は
開
催
し
た
い
。
ど
う
か
御
協
力
願
い
た
い
と
述

べ
ら
れ
た
。
な
お
、
斯
波
専
門
委
員
か
ら
、
専
門
委
員
と
し
て
は
、
さ
き
の
学
徒
厚

生
審
議
会
の
答
申
を
実
現
さ
れ
た
い
と
の
希
望
あ
り
、
緒
方
大
学
学
術
局
長
か
ら
、

予
算
に
つ
い
て
は
、
目
下
予
算
の
審
議
の
時
期
で
、
学
生
の
厚
生
補
導
の
経
費
に
つ

い
て
は
相
当
重
点
的
に
努
力
し
て
い
る
態
勢
に
あ
る
。
叉
、
全
学
連
の
限
界
に
つ
い

て
は
む
ず
か
し
い
こ
と
だ
が
、
教
官
の
意
見
が
区
交
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
困
る
の

で
、
そ
の
補
導
は
必
要
で
な
い
か
。
叉
外
部
の
学
生
の
処
置
に
つ
い
て
は
具
体
的
に

は
面
倒
な
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
処
分
に
つ
い
て
は
研
究
を
続
け
ら
れ
た
い
と
述
べ

ら
れ
た
。

場日

驍
蝋

所時
昭
和
三
四
・
四
・
一
八
（
士
）
午
前
十
時
ｌ
午
後
零
時
四
十
分

東
京
大
学
大
講
堂
南
側
会
議
室

心一

蕊
Iロ

ー■■

鱗
嬢
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三
、
会
費
の
増
額
に
つ
い
て

議
題
総
会
運
営
、
決
算
報
告
、
予
算
案
等
に
つ
い
て

出
席
者
会
長
、
副
会
長
各
理
事
、
各
監
事
、
各
常
置
委
員
会
委
員
長

（
欠
席
者
）
黒
沢
、
勝
沼
、
平
沢
、
正
田
、
鰐
淵
各
理
事

但
し
、
東
京
工
大
、
電
気
通
信
大
は
代
理
者
出
席

文
部
省
緒
方
大
学
学
術
局
長
、
春
山
大
学
学
術
局
大
学
課
長

茅
会
長
司
会
の
下
に
開
会

会
長
か
ら
、
監
事
丼
藤
半
弥
一
橋
大
学
長
に
代
り
、
山
中
篇
太
郎
一
橋
大
学
長
が

監
事
に
就
任
さ
れ
た
旨
、
紹
介
が
あ
っ
た
。

『
第
十
八
回
総
会
開
催
期
日
並
び
に
会
場
に
つ
い
て

六
月
五
日
（
金
）
、
六
日
（
士
）
の
両
日
、
日
本
学
術
会
議
に
お
い
て
開
催
す
る

こ
と
に
決
定
し
た
。

二
、
昭
和
一
一
一
十
一
一
一
年
度
決
算
承
認
に
つ
い
て

進
藤
事
務
局
長
か
ら
、
別
紙
決
算
書
に
つ
き
、
翌
年
度
繰
越
額
が
、
二
十
七
万

円
余
で
、
前
年
度
比
約
四
十
万
円
余
減
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
科
学
技
術
教
育
振

興
に
関
す
る
連
絡
委
員
会
の
専
門
委
員
会
の
開
催
（
十
回
）
並
び
に
そ
の
中
間
報

告
書
の
作
成
経
費
及
び
昨
年
は
又
、
総
会
を
二
回
開
催
し
た
等
の
た
め
、
例
年
よ

り
支
出
が
多
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
と
の
説
明
あ
り
、
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

進
藤
事
務
局
長
か
ら
、
昭
和
三
十
四
年
度
予
算
を
編
成
す
る
に
当
り
、
会
費
を

値
上
げ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
情
に
立
ち
至
っ
た
。
本
協
会
の
翌
年
度
繰
越
額

は
、
昭
和
二
十
五
年
の
創
立
以
来
年
六
相
当
の
多
額
で
、
こ
の
点
問
題
に
な
っ
た

こ
と
も
あ
る
程
だ
っ
た
が
、
最
近
漸
次
減
少
し
て
き
て
、
前
項
に
お
い
て
述
べ
た

通
り
、
昭
和
一
一
一
十
三
年
度
は
前
年
度
比
約
四
十
万
円
余
の
激
減
を
き
た
し
、
翌
年

度
繰
越
額
二
十
七
万
円
余
と
な
る
に
至
っ
た
。
そ
の
原
因
は
、
⑩
人
件
費
に
お
い

て
公
務
員
同
様
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
よ
る
増
給
、
②
第
十
四
回
総
会
を
学
士
会
館

に
お
い
て
開
催
し
た
た
め
の
経
費
、
③
予
算
獲
得
の
た
め
開
催
し
た
懇
談
会
の
経

費
、
側
調
査
研
究
費
（
科
学
技
術
教
育
振
興
の
た
め
）
等
の
支
出
増
額
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
繰
越
額
が
二
十
七
万
円
程
度
で
は
、
年
度
の
交
替
期
に

は
借
金
せ
ず
に
運
営
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
、
こ
の
際
、
会
費
を
一
学
部

当
り
年
五
千
円
を
七
千
円
に
し
、
一
一
千
円
の
増
額
を
し
て
は
い
か
が
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。

■

、懲』
マ
『
鰄
喫
」

「

人

（
午
後
）
各
常
置
委
員
会
ご
と
に
審
議

第
二
日
六
月
六
日
（
士
）
（
午
前
）
文
部
省
の
開
催
に
よ
る
国
立
大
学
長

会
議
（
予
定
）

（
昼
食
休
憩
）

（
午
後
）
仙
各
常
置
委
員
会
委
員
長
の
報
告
並

び
に
審
議
②
自
由
討
議

六
、
総
会
の
議
題
に
つ
い
て

１
、
一
般
教
育
問
題
に
つ
い
て

蝋
山
第
一
常
置
委
員
会
委
員
長
か
ら
、
一
般
教
育
の
問
題
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
は
殆
ど
集
っ
た
の
で
、
総
会
以
前
に
本
・
委
員
会
を
開
催
し
、
そ
の
結
果
に

よ
っ
て
は
要
望
事
項
と
し
て
提
出
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
と
述
べ
ら

れ
た
。

２
、
教
員
養
成
制
度
の
改
善
に
つ
い
て

こ
れ
に
対
し
、
一
学
部
当
り
一
一
千
円
程
度
の
増
額
な
ら
ば
問
題
は
な
い
と
思
う

う
。
差
し
当
り
は
こ
れ
で
よ
い
が
、
算
出
の
基
礎
が
学
部
だ
け
で
よ
い
か
、
学
生

の
員
数
な
ど
も
考
慮
の
余
地
は
な
い
か
等
の
話
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
等
は
、
会
費

の
増
額
と
は
直
接
関
二
係
は
な
い
の
で
、
い
ず
れ
別
個
の
問
題
と
し
て
別
に
研
究
す

る
こ
と
と
し
、
な
お
、
叉
、
今
後
は
調
査
研
究
を
活
発
に
実
施
す
る
た
め
に
も
相

当
の
経
費
を
要
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
、
増
額
を
認
め
る
こ
と
と
し
て
、
こ
れ
を

総
会
に
諮
る
こ
と
と
し
た
。

四
、
昭
和
三
十
四
年
度
予
算
案
承
認
に
つ
い
て

進
藤
事
務
局
長
か
ら
、
前
項
に
述
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
り
、
会
費
を
一
学
部
当
り

金
七
千
円
と
し
て
別
紙
の
通
り
予
算
案
を
編
成
し
た
と
て
、
そ
の
内
容
に
つ
き
説

明
あ
り
、
異
議
な
く
原
案
可
決
し
た
。

な
お
、
財
産
目
録
を
別
紙
の
通
り
報
告
し
た
。

五
、
総
会
の
議
事
日
程
に
つ
い
て

文
部
大
臣
の
都
合
を
勘
案
し
、
次
の
通
り
決
定
し
た
。

第
一
日
六
月
五
日
（
金
）
（
午
前
）
⑪
会
務
報
告
②
会
計
報
告

鱒
．
蝋

鱒

③
各
常
置
委
員
会
委
員
長
の
報
告
並

び
に
審
議

（
昼
食
休
憩
） 趣

1鱸翰
～
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蝋
『

鯵 右
に
つ
い
て
蝋
山
第
一
常
置
委
員
会
委
員
長
か
ら
、
第
七
常
置
委
員
会
と

合
同
の
委
員
会
を
五
月
一
一
十
一
一
一
日
に
開
催
し
て
審
議
し
、
そ
の
結
果
、
単
に
報

告
に
止
ま
る
か
、
或
は
叉
要
望
書
と
し
て
提
出
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な

い
と
述
べ
ら
れ
た
。

３
、
人
文
社
会
系
の
学
部
長
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
人
文
社
会
系
の
予
算
に
つ
い
て

会
長
か
ら
、
人
文
社
会
系
の
学
部
長
会
か
ら
、
人
文
社
会
系
と
自
然
科
学
系

と
の
予
算
は
、
益
交
不
均
衡
を
き
た
し
、
図
書
費
も
な
い
現
状
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
が
是
正
を
さ
れ
た
い
と
の
趣
旨
の
陳
情
が
あ
っ
た
旨
、
説
明
が
あ
っ
た
が

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
財
政
の
問
題
と
し
て
形
式
的
に
一
応
、
第
六
常
置
委
員
会

に
付
託
す
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
が
、
し
か
し
プ
リ
ン
シ
プ
ル
の
問
題
も
か

ら
ま
る
の
で
な
お
、
内
容
莚
よ
く
検
討
し
、
総
会
前
に
理
事
会
に
お
い
て
、

そ
の
取
扱
い
方
を
協
議
す
る
こ
と
と
し
た
。

４
、
琉
球
大
学
長
の
本
協
会
総
会
〈
出
席
に
つ
い
て

蝋
山
第
一
常
置
委
員
会
委
員
長
か
ら
、
本
年
一
月
、
沖
縄
の
教
育
委
員
会
と

琉
球
大
学
へ
教
育
講
演
の
た
め
赴
き
、
そ
の
際
、
琉
球
大
学
の
学
長
と
屡
交
会

見
し
た
が
、
同
学
長
か
ら
、
本
協
会
の
総
会
へ
出
席
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
か
と

の
要
望
が
あ
っ
た
。
そ
の
出
席
の
資
格
は
、
オ
プ
ザ
ー
ヴ
ァ
ー
と
し
て
な
ら
ば

恐
ら
く
差
支
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
琉
球
大
学
は
、
戦
後
新
設
さ
れ
た

も
の
で
そ
の
組
織
は
少
し
明
朗
を
欠
く
が
、
独
立
の
大
学
で
あ
り
フ
ワ
ン
デ

ー
シ
ョ
ン
の
下
で
財
政
は
処
理
さ
れ
る
独
立
の
公
共
企
業
体
で
あ
る
。
米
国

政
府
の
管
理
権
が
強
く
、
そ
の
役
員
の
任
命
は
琉
球
政
府
は
で
き
な
い
。
師
弟

に
つ
い
て
は
少
し
特
殊
な
事
情
に
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
琉
球
政
府
に
属
し
て

い
る
。
大
学
の
建
築
も
八
分
通
り
完
成
し
、
内
容
も
充
実
し
、
学
部
も
、
文
、

経
、
家
政
の
一
一
一
学
部
あ
り
、
六
・
一
一
一
。
一
一
一
制
も
同
一
で
最
近
は
非
常
に
よ
く

な
っ
た
。
日
本
と
の
人
員
の
交
流
は
年
交
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
同
学
長

は
、
本
協
会
の
総
会
で
親
し
く
な
り
た
い
し
、
叉
、
大
学
自
体
と
し
て
も
関
係

を
持
ち
た
い
と
の
こ
と
で
尤
も
の
こ
と
と
思
う
と
述
べ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し

森
戸
副
会
長
か
ら
も
、
私
も
同
じ
よ
う
な
関
係
で
沖
縄
へ
行
き
、
大
学
そ
の
他

の
学
校
で
講
演
し
た
が
、
ほ
ぼ
同
一
の
要
望
が
あ
っ
た
。
私
の
考
え
で
は
、
実

際
的
に
教
育
は
日
本
の
線
で
行
わ
れ
て
い
る
と
思
う
。
教
育
要
綱
の
改
正
も
、

日
本
国
民
と
し
て
の
教
育
で
行
わ
れ
、
そ
の
た
め
日
本
の
教
育
と
の
交
流
を
要

し

塁

に
鬮
蕊
一

す
る
。
小
、
中
、
高
等
学
校
に
比
し
、
大
学
に
関
し
て
は
、
そ
れ
程
具
体
的
に

は
進
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
オ
ブ
ザ
ー
ヴ
ア
ー
と
し
て
総
会
へ
出
席
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
大
き
な
見
地
か
ら
賛
成
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。
叉
、
緒
方
大

学
学
術
局
長
か
ら
、
留
学
生
、
教
科
書
の
問
題
も
あ
り
、
小
、
中
、
高
等
学
校

の
指
導
主
事
も
派
遣
さ
れ
、
内
地
の
制
度
へ
沖
縄
も
入
れ
、
叉
、
小
、
中
、
高
曲

等
学
校
の
教
員
の
研
修
の
講
習
も
実
施
し
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
た
。
以
上
の
よ

う
な
話
し
合
い
の
結
果
、
琉
球
大
学
の
学
長
莚
本
協
会
の
名
を
も
っ
て
総
会

へ
オ
ブ
ザ
ー
ヴ
ア
ー
と
し
て
招
待
状
を
出
す
こ
と
と
決
定
し
た
。

５
、
国
立
大
学
に
関
す
る
行
政
上
の
基
本
的
な
重
要
問
題
に
つ
い
て

森
戸
副
会
長
か
ら
、
昨
秋
か
ら
年
末
に
わ
た
り
、
海
外
へ
出
張
し
た
が
、
そ

の
主
な
仕
事
は
、
国
際
大
学
協
会
の
理
事
国
委
員
と
し
て
カ
ナ
ダ
の
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
に
九
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
会
議
に
参
加
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
叉
、
英
連
邦
の
会
議
（
会
期
五
日
間
）
〈
ゲ
ス
ト
と
し
て
出
席
し
た

た
・
そ
の
ほ
か
米
国
、
カ
ナ
ダ
の
五
大
学
を
国
際
大
学
協
会
の
幹
事
と
共
に
訪

問
し
、
米
国
西
海
岸
の
大
学
も
巡
視
し
た
。
叉
、
カ
ソ
リ
ッ
ク
大
学
連
盟
の
代
Ｊ

表
者
も
交
え
た
懇
談
会
に
も
出
席
し
た
。
叉
、
ユ
ネ
ス
コ
総
会
へ
一
週
間
、
ロ
釦

ン
ド
ン
に
お
け
る
英
国
大
学
協
会
総
会
へ
一
一
日
間
ゲ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
た
。
く

国
際
大
学
協
会
は
、
来
年
度
一
九
六
○
年
に
は
メ
キ
シ
コ
で
総
会
が
あ
り
こ
れ

は
五
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
る
も
の
で
今
、
六
十
五
ヶ
国
一
一
百
六
十
大
学
が
参

加
し
て
お
り
、
日
本
か
ら
は
十
六
校
参
加
し
て
い
る
。
米
、
仏
は
最
も
多
く
、

伊
、
独
等
に
次
い
で
日
本
は
上
位
に
な
っ
て
い
る
。
以
上
の
会
議
の
こ
と
は
別

と
し
て
、
国
際
大
学
協
会
の
運
営
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
は
、
英
連
邦
五
大
陸

大
学
の
会
議
で
十
ケ
国
百
位
の
大
学
か
ら
一
一
一
人
乃
至
五
人
位
ず
つ
参
加
し
叉
、

英
国
国
内
に
お
け
る
大
学
関
係
の
会
議
で
は
、
大
学
の
行
政
に
関
し
て
研
究
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
会
期
五
日
間
殆
ど
全
部
大
学
の
行
政
に
つ
い
て
討
論

し
、
例
え
ば
大
学
の
政
策
は
誰
が
決
定
す
る
か
、
エ
理
学
部
の
新
設
に
つ
い

て
ど
ん
な
問
題
が
あ
る
か
、
叉
、
英
国
内
の
会
議
で
も
大
学
の
入
学
試
験
は
ど

う
す
る
か
（
日
本
の
適
性
検
査
の
よ
う
な
も
の
、
そ
の
方
法
）
、
新
設
大
学
は

ど
う
す
る
か
、
そ
の
大
き
さ
、
学
問
の
水
準
等
に
つ
き
、
大
体
、
一
一
一
時
間
位
討

論
す
る
。
そ
れ
は
予
定
の
一
一
一
人
位
相
当
実
質
的
な
準
備
し
た
意
見
も
発
表
す

る
。
そ
の
要
項
は
前
に
提
出
し
て
あ
る
。
そ
し
て
討
論
は
す
る
が
決
定
は
し
江

騨
蝋
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い
。
そ
れ
が
運
営
に
反
映
す
る
。
国
際
大
学
協
会
の
問
題
に
関
す
る
懇
談
会
で

も
大
学
の
行
政
問
題
莚
討
論
す
る
。
一
九
六
○
年
の
総
会
に
お
い
て
も
、
や
は

り
大
学
の
行
政
に
関
す
る
基
本
的
問
題
に
つ
い
て
自
由
な
討
議
を
し
て
意
見
莚

発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
本
協
会
の
総
会
に
お
い
て
も
弁
従
来

の
や
り
方
も
意
義
は
あ
る
が
へ
こ
の
よ
う
な
討
論
も
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

「
毎
年
総
会
二
回
開
催
の
う
ち
、
一
回
は
こ
れ
に
充
て
る
こ
と
に
し
て
は
ど
う
か

私
等
に
も
重
要
問
題
が
あ
る
の
で
、
相
当
自
由
に
討
議
し
、
決
議
は
し
な
い
。

し
か
も
準
備
さ
れ
た
意
見
を
出
す
こ
と
に
す
る
。
既
に
新
制
度
の
大
学
教
育
が

十
年
も
経
過
し
て
い
る
か
貝
と
の
よ
う
な
こ
と
莚
す
る
段
階
で
は
な
い
か
。

今
度
の
総
会
で
行
う
こ
と
も
一
つ
の
課
題
だ
と
思
う
と
述
べ
ら
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
杉
野
目
理
事
か
ら
、
こ
の
趣
旨
に
は
賛
成
で
、
本
協
会
を
益

を
発
藝
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
調
査
研
究
や
Ｐ
。
Ｒ
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
述
べ

ら
・
れ
た
。
こ
れ
に
つ
き
、
森
戸
副
会
長
か
ら
、
そ
の
た
め
に
は
本
部
も
調
査
研

究
の
面
を
進
め
、
各
大
学
や
各
常
置
委
員
会
で
も
専
任
で
な
く
と
も
組
織
を
充

実
し
、
多
少
積
極
性
を
持
つ
よ
う
に
す
る
こ
と
は
い
い
の
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う

と
述
べ
ら
れ
た
。
会
長
か
ら
、
．
そ
の
た
め
に
は
会
費
の
値
上
げ
や
有
能
な
人
を

パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
依
頼
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

１
次
で
、
蝋
山
第
一
》
常
置
委
員
会
委
員
長
か
ら
、
根
本
問
題
と
し
て
は
、
大
学

の
管
理
法
が
な
い
の
は
不
便
で
あ
る
。
実
質
的
に
何
が
管
理
機
関
か
分
ら
な

い
。
十
分
大
学
の
実
情
莚
知
ら
ず
に
占
領
者
の
示
唆
で
や
っ
た
。
こ
の
こ
と
は

最
初
、
文
部
省
で
決
め
た
が
、
こ
れ
は
本
協
会
で
大
学
の
立
ち
場
で
研
究
す
べ

き
で
、
そ
の
上
で
文
部
省
で
決
め
る
こ
と
が
順
序
で
あ
る
。
上
か
ら
来
る
か
ら

危
愼
の
念
を
生
じ
る
。
そ
れ
に
は
大
学
の
内
部
か
ら
は
じ
め
、
漸
次
そ
れ
か
ら

後
は
国
で
調
査
を
進
め
、
将
来
立
派
な
大
学
管
理
法
を
作
る
べ
き
で
あ
る
。
法

牛
的
根
拠
が
な
い
の
は
ど
う
か
。
そ
れ
は
相
当
準
備
し
て
本
協
会
で
作
る
べ
き
で

あ
る
９
本
協
会
で
さ
き
に
審
議
し
た
こ
と
は
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
本
協
会
自

ら
審
議
し
た
の
で
は
な
い
。
過
去
十
年
間
の
う
ち
に
大
学
内
の
秩
序
維
持
、
財

産
管
理
等
問
題
は
種
交
あ
る
。
大
学
や
文
部
省
自
体
問
題
を
拾
い
上
げ
、
一
応

具
体
的
問
題
を
取
り
上
げ
資
料
を
調
べ
る
こ
と
は
よ
い
こ
と
と
思
う
。
現
在
の

七
つ
の
常
置
委
員
会
で
は
無
理
だ
か
ら
、
▲
特
別
委
員
会
莚
設
は
て
問
題
点
を
一

応
調
べ
て
は
ど
う
か
。
そ
れ
に
は
そ
ん
な
に
費
用
も
要
し
な
い
だ
ろ
う
と
述
べ

「

、
癖
』

！
慰
關
召

入

ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
春
山
大
学
課
長
か
ら
、
大
学
管
理
法
案
は
、
中
央
教

育
審
議
会
へ
諮
問
し
た
し
、
本
協
会
で
も
協
議
し
て
支
持
し
て
い
る
。
国
立
大

学
の
み
で
な
く
、
公
立
大
学
も
支
持
し
た
。
こ
の
案
は
占
領
下
に
起
案
し
た
も

の
で
あ
る
。
日
教
組
は
反
対
し
た
。
案
自
体
は
ゆ
る
い
か
ら
、
も
う
少
し
強
く

せ
よ
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。
叉
、
緒
方
大
学
学
術
局
長
か
ら
、
も
う
少
し
内
容

に
つ
い
て
は
っ
き
り
さ
せ
た
い
。
ｆ
問
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
有
難
い
、
・
峠
問
題

点
の
資
料
は
提
供
す
る
。
基
本
的
な
大
事
な
問
題
に
つ
い
て
総
会
に
お
い
て
で

も
、
文
部
省
に
開
か
し
て
も
ら
い
た
い
と
述
べ
ら
れ
た
。
会
長
か
ら
、
一
年
以

来
、
本
学
で
は
、
教
養
学
部
と
他
各
学
部
相
互
間
の
あ
り
方
、
そ
れ
に
か
ら
ん

で
入
学
試
験
の
問
題
、
大
学
院
の
あ
り
方
や
研
究
所
と
の
関
係
、
評
議
会
、
停

年
制
度
等
全
部
の
問
題
に
つ
き
検
討
し
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

以
上
の
よ
う
な
話
し
合
い
の
結
果
、
大
学
管
理
法
に
つ
い
て
は
、
大
学
管
理
法

そ
の
も
の
を
問
題
と
せ
ず
、
大
学
制
度
全
体
莚
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
討
論

の
間
に
、
自
然
大
学
管
理
法
の
問
題
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
本
協
会
の
総
会
の
う

ち
一
回
は
こ
う
し
た
広
い
問
題
に
つ
い
て
自
由
討
議
の
時
間
を
設
け
て
討
論
す
る

こ
と
と
し
た
い
。
そ
の
旨
、
次
回
総
会
開
催
の
通
知
状
に
も
備
考
と
し
て
附
け
加

え
る
こ
と
と
す
る
。

七
、
昭
和
二
十
四
年
度
の
予
算
に
つ
い
て

緒
方
大
学
学
術
局
長
か
ら
、
明
年
度
予
算
の
詳
細
の
説
明
は
総
会
に
譲
り
、
そ

の
要
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

国
立
大
学
運
営
費
は
、
昭
和
一
一
一
十
一
一
一
年
度
は
四
百
億
円
の
と
こ
ろ
、
昭
和
三
十

四
年
度
は
四
百
四
十
六
億
七
千
四
百
万
円
と
な
っ
た
。
そ
の
内
容
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

１
、
Ⅱ
教
官
研
究
費
に
つ
い
て

１
明
年
度
は
十
億
円
増
で
五
十
億
円
と
な
っ
た
。
一
一
一
年
計
画
で
三
倍
と
す
る
こ

と
と
し
、
戦
前
の
水
準
に
も
っ
て
ゆ
く
つ
も
り
で
あ
る
。
そ
の
計
算
で
今
年
は

二
十
七
億
円
要
求
し
た
の
で
あ
っ
た
。

２
，
斗
：
実
験
講
座
に
つ
い
て

実
験
講
座
制
は
三
○
％
、
」
学
科
目
制
は
一
一
五
％
増
で
、
単
価
は
実
験
講
座
百

・
四
十
三
万
一
一
千
円
で
あ
る
。
科
目
制
に
お
い
て
は
講
座
当
り
と
せ
ず
、
実
験
科

目
で
教
授
二
十
七
万
四
千
円
、
助
教
授
十
六
万
五
千
円
、
助
手
四
万
五
千
円
で

慰
慰

蝿

曇
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あ
る
。
非
実
験
講
座
で
は
講
座
制
、
学
科
目
制
と
も
一
○
％
増
で
講
座
制
一
一
一

十
六
万
三
千
円
、
学
科
目
制
教
授
八
万
一
一
千
円
、
助
教
授
四
万
五
千
円
、
助
手

二
万
五
千
円
で
あ
る
。

３
、
教
官
待
遇
改
善
費
に
つ
い
て

俸
給
表
の
改
訂
は
抜
本
的
の
改
善
は
な
か
っ
た
。
大
学
院
担
当
の
教
官
の
手
当

の
一
部
が
実
現
さ
れ
、
教
授
だ
け
本
俸
の
七
％
を
特
別
勤
務
手
当
と
し
て
支
給

す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
額
は
八
千
八
百
万
円
で
あ
る
。
教
授
だ
け
で
な
し
に

全
体
を
引
上
げ
る
問
題
が
残
っ
て
い
る
。

４
、
学
科
の
新
設
に
つ
い
て

自
然
科
学
系
に
重
点
を
お
き
、
全
体
で
十
九
学
科
で
あ
る
。
理
工
系
学
生
八

千
名
の
増
募
を
一
一
一
年
計
画
で
実
施
の
予
定
で
、
昭
和
一
一
一
十
三
年
度
ま
で
は
、
既

設
学
科
に
学
生
を
増
や
す
方
法
を
採
っ
た
が
、
昭
和
三
十
四
年
度
は
、
全
部
学

科
新
設
の
方
法
に
よ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
国
立
大
学

で
は
、
八
千
名
の
う
ち
四
千
名
を
引
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
昭
和
三
十

一
一
一
年
度
、
同
一
一
一
十
四
年
度
に
一
一
一
千
名
近
く
増
し
、
あ
と
一
千
名
増
す
こ
と
と
な

っ
た
。
三
十
四
年
度
は
実
施
し
易
い
と
こ
ろ
へ
学
科
を
増
や
す
結
果
と
な
り
必

ず
し
も
計
画
的
で
な
い
。
昭
和
三
十
五
年
度
の
計
画
は
、
い
ず
れ
専
門
の
方
交

の
意
見
を
も
徴
し
て
社
会
的
に
必
要
な
分
野
え
計
画
的
に
増
墓
す
る
よ
う
措
置

５
、
文
化
施
設
整
備
費
に
つ
い
て

昭
和
一
一
一
十
三
年
度
比
四
億
円
増
で
一
一
一
十
五
億
円
で
あ
る
。
建
築
費
は
公
立
学

校
文
教
施
設
に
お
い
て
ず
し
づ
め
学
級
解
消
の
対
策
上
、
そ
の
あ
お
り
で
わ
ず

か
四
億
円
の
増
と
な
っ
た
が
、
今
後
も
年
次
計
画
を
立
て
て
実
施
す
る
Ｐ
そ
の

四
億
円
の
中
、
五
千
万
円
で
モ
デ
ル
学
生
会
館
を
建
築
す
る
よ
う
大
蔵
省
へ
要

求
し
た
。
通
っ
た
ら
取
り
あ
え
ず
二
ケ
所
へ
建
築
す
る
予
定
で
あ
る
。

求
し
た
。
通
っ
た
ら
取
り

６
、
在
外
研
究
費
に
つ
い
て

百
八
十
名
位
賄
え
る
。
昭
和
一
一
一
十
二
年
度
国
立
大
学
教
官
〈

数
は
七
百
三
十
名
の
多
数
で
、
年
食
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。

７
、
科
学
研
究
費
に
つ
い
て

昭
和
一
一
一
十
三
年
度
比
一
億
四
百
万
円
増
で
十
五
億
四
千
艀

す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
含
ま
れ
た
い
。

昭
和
三
十
一
一
一
年
度
比
五
千
万
円
増
一
億
六
千
万
円
で
あ
る
。
大
分
楽
に
な
り

八
十
名
位
賄
え
る
。
昭
和
一
一
一
十
二
年
度
国
立
大
学
教
官
の
海
外
出
張
者
の
総

億
四
百
万
円
増
で
十
五
億
四
千
六
百
万
円
と
な
っ
た

ご

霞Ｘ

鍵し

曇

た
。
二
十
六
億
円
が
目
標
で
あ
る
。

８
、
職
員
増
に
つ
い
て

六
百
一
一
十
六
化
名
で
、
そ
の
大
部
分
は
学
年
進
行
に
伴
う
も
の
で
、
昭
和
三

十
三
年
度
以
前
の
学
科
新
設
に
よ
る
も
の
は
四
百
十
四
名
で
あ
る
。

９
、
職
員
定
員
法
に
つ
い
て

国
会
に
ひ
っ
か
か
り
、
そ
の
決
定
は
今
月
末
に
な
る
の
で
、
定
員
増
加
は
正

式
に
実
施
で
き
な
い
。
こ
の
法
律
が
通
過
す
れ
ば
四
月
一
日
に
遡
っ
て
実
施
さ

れ
る
。
常
勤
労
務
者
の
定
員
化
に
つ
い
て
も
未
定
だ
が
、
全
体
で
五
千
人
だ
と

文
部
省
は
五
百
人
、
八
千
人
だ
と
六
百
五
十
人
位
の
見
込
み
で
あ
る
。

以
上
の
説
明
に
対
し
、
杉
野
目
理
事
か
ら
、
専
科
大
学
法
案
は
ど
う
な
る
か
と

質
さ
れ
、
緒
方
大
学
学
術
局
長
か
ら
、
む
ず
か
し
い
見
通
し
で
あ
る
と
答
え
ら
れ

た
。
叉
、
小
池
理
事
か
ら
、
学
生
増
に
よ
る
教
官
の
増
が
あ
る
か
と
質
さ
れ
、
緒

方
大
学
学
術
局
長
か
ら
、
一
一
一
十
名
あ
る
旨
答
え
ら
れ
た
。
次
で
、
森
戸
副
会
長
か

ら
、
在
外
研
究
員
は
、
大
部
分
は
自
然
科
学
系
の
人
で
人
文
科
学
系
は
極
め
て

少
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
点
考
慮
願
い
た
い
こ
と
、
叉
、
杉
野
目
理
事

か
ら
、
五
十
才
乃
至
五
十
五
才
の
教
官
を
三
月
位
海
外
出
張
さ
し
て
も
ら
い
た
い

旨
そ
れ
れ
ぞ
希
望
を
述
べ
た
。

蠕
鍵

＆

鐵
込･･

｜錘一
鰺
》

（３４）
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、

一一 G1､詞

昭和34年４月18日（士）開催された当協会役員会において承認された、昭和33年度決算、昭和

34年度予算案及び財産目録は次の通りであります。

昭和33年度(皇鱗耀昌絹)決算。国立大学協会
色

目｜当初予算額|予算現額|決算額鴎霧昆護 考傭科

jＤ部’１．９３０．０００’１．９３０．０００’1.930,ｂＯＣ

000’１．２２５．０００’１．２２５．ＯＯＣ

總
鬮

慣令 １０００’５０．０００’ZＣ・Ｕ４４１とユ。、ＯＤＣ

壼麹
度繰越額」675,Coo’675,Coo’679,156

４４脂歳出の都’1,930,000’1,930,000’１，６

8２００００１８２０．０００’７０４．６３１．

調査研究費へ流用減1o万円

２回分

11回分

第14号、15号
総会費より流用増10万円原稿料、
年末車代等

ＤＢ『４８．６９4０００００１３００．００[

4００００１４０．０００’1３．９５０１２６．０５Ｃ

今譽l６ｑＯＯＯｌ６０．０００１３８．２９６ ]&

会報罪 OＯ－ＯＯＯｌＯｑＯＯＯｌ９８．５００

rｌＯＯＯ３２０．０００’３０２．５６４

9６００００１９６００００１８２１．４１６１１３８．５８４

職員３人分

消耗品費へ流用減１万円

総会場、電話料

備品費より流用増1万円

会報以外の印刷物

郵便、電報料

雑費へ流用減１万円

旅費より流用増１万円

１０００１７５００００１７０５．９１５１44.08

】ＩＯ－ＯＯＬｌＯＯＯｌｌｕＯＯＵ晴飼肖

邇
蝿

４０－０【】０１40-0001Ｚ６．６

｢１０００１３００００１１６．５１６１１３．４６４詞目：征

聾１２００００１２０－０００１５．６８〔

4００００１４０－０００

】２０＿ＯＯＣlＯＯＯｌＺｕＵＯＵ

鯵聾’４０．０００１５０，０００’４４２１蝉

D-OOOlｌ５ｑＯＯＯｌ１２９．４９８１２０，５Ｃ

９４８１Ｚ７４－９４Ｅ
園年度繰越藤

昭和34年３月３１日現在
国立大学協会財産目録

鶴

１
1．資金現在額

普通預金 274,948円
j蕊

2．備品台帳総計額

（碧鶉苣議鬘曹際磧譽襄等鑪） 59,730円

(35）



殿

(皇鱗鶴離）昭和34年度 予算案
国立大学協会

1謬

金額 摘科 要目

歳入の部’2,015,000円

1．会贄

２預金利子

3．前年度繰越額

１学部当り７千円、245学部計171万５千円1，７１５，０００

３０，０００

270,000

歳出Ⅲの部’2,015,000
Ⅵ．

Ａ事業費 850,000

1．総会費

2．役鳧会費

ａ委員会費

4．会報発行費

5．調査研究費

400,000

４０，０００

60,000

100,000

250,ＯＯＯ

72大学170人（２日）（茶菓弁当等）１回計20万円

役員等20人１人５百円（茶菓弁当等）１回計１万円

委員等20人１人５百円（茶菓弁当等）１回計１万円

１回５万円（５百部）年２回発行一

調査会及び研究会（手当、車代、茶菓等)

分
分
分

回
回
回

２
４
６

年
年
年鼠
麹

擬Ｌ
Ａ＜￣

Ｂ事務費 965,000

〔;誼666
２０，０００

４０，０００

ロ
叩

件
品
用
刷
信

耗

人
備
借
消
印
通
旅
雑

１
２
３
４
５
６
７
８

費
費
料
費
費
費
費
費

職員３人、１人年額平均25万１円（賞与、昇給を含む）

机、椅子等購入（現在東犬より借用中）

総会場借用及び電話料金等

２５，０００

又記;666） 会報以外の印刷
□･

72大学分１回平均１千円年40回（電報、書留、速達等を含む）40,000

20,000

50,０００

ｃ子備費 200,000

騨
蝋

ｲ灸臺i笈／ に釉弘…)…せルー毫勇■二if/律
3／二食兼の’鑿

Ｉ丁＝

蒙麓"釘≦…二も

の（と
◎

３ケ３．

／・

Ｚ

鍵
喧一一

畷

鍵や

〆

（３６）



《關

彌

三
調

査

昭
和
三
十
四
年
度
国
立
学
校
予
算
小
観

（
主
と
し
て
国
立
大
学
才
出
予
算
に
つ
い
て
）

昭
和
三
十
一
一
年
度
以
来
国
立
学
校
に
関
係
す
る
予
算
に
つ
い
て
は
本
会
報
に
調

査
の
結
果
を
掲
載
し
た
’
三
十
一
一
年
度
分
は
本
会
報
十
二
号
三
十
三
年
度
分
は

本
会
報
十
四
号
１
１
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
資
料
の
一
端
と
も
な
る
の
で
昭
和
一
一
一
十

四
年
度
予
算
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
形
態
に
よ
っ
て
本
稿
を
作
成
し
た
。
本
稿
中

の
数
類
等
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
と
同
じ
く
総
予
算
書
、
同
参
照
書
、
各
目
明
細

書
な
ど
を
資
料
と
し
た
が
直
接
予
算
の
編
成
に
携
っ
て
お
る
も
の
で
な
い
か
ら
、

内
容
等
に
つ
い
て
も
理
解
の
点
に
欠
く
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
多
少
の
誤
差
が
あ

る
こ
と
を
附
記
す
る
。

●
》

東
京
工
業
大
学
事
務
局
長
佐
藤
憲
一
一
一

本
稿
で
述
べ
る
国
立
学
校
の
予
算
は
国
立
大
学
七
二
短
期
大
学
一
（
学
部
附
属
の

研
究
施
設
、
教
育
施
設
、
併
設
短
期
大
学
部
一
一
一
一
一
、
附
属
の
幼
稚
園
一
一
一
五
、
小
学
校

七
五
中
学
校
八
○
、
高
等
学
校
一
五
、
盲
学
校
一
、
ろ
う
学
校
一
、
看
護
学
校
一

「
附
属
学
校
の
計
一
一
○
八
校
」
を
含
む
）
、
大
学
附
属
病
院
一
一
一
一
一
、
大
学
附
置
研
究

所
五
七
、
国
立
高
等
学
校
八
、
及
び
各
種
学
校
四
七
－
大
学
病
院
に
附
属
し
て
い
る

－
の
運
営
に
要
す
る
才
出
予
算
の
こ
と
で
あ
る
。
然
し
江
が
ら
附
属
学
校
、
国
立
高

等
学
校
、
各
種
学
校
等
の
予
算
は
国
立
学
校
全
体
の
予
算
四
百
六
十
五
億
七
千
六
百

余
万
円
か
ら
見
れ
ば
寡
少
な
も
の
で
あ
る
の
で
専
ら
国
立
大
学
学
部
、
病
院
、
研

究
所
に
重
点
を
置
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

大
学
、
附
属
病
院
及
び
附
置
研
究
所
の
運
営
に
要
す
る
経
費
と
し
て
は
教
育
、
研

究
、
管
理
上
固
有
の
所
謂
経
常
的
経
費
で
あ
る
基
準
予
算
に
加
う
る
に
、
昭
和
一
一
一
十

四
年
度
に
新
規
事
業
と
し
て
計
上
さ
れ
た
も
の
を
合
せ
た
予
算
で
あ
る
。
こ
の
外
文

部
省
各
局
課
が
所
掌
す
る
経
費
即
ち
文
教
政
策
と
し
て
文
部
本
省
予
算
に
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
事
項
の
予
算
中
国
立
大
学
に
廻
さ
れ
る
も
の
も
、
大
学
運
営
上
の
重
要
な

経
費
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
項
中
大
学
に
直
接
す
る
経
費
と
し
て
は
国
立
文
教
施
設

費
及
び
国
立
文
教
災
害
復
旧
費
が
あ
る
。
こ
れ
は
大
学
に
お
け
る
研
究
、
教
育
、
実
験

ひ

繍
一

↑
繍
声

劇

の
場
と
し
て
必
要
な
建
物
の
新
営
叉
は
改
築
、
工
作
物
の
新
設
に
使
用
さ
れ
る
。
梢

間
接
的
な
関
連
経
費
と
し
て
は
科
学
振
興
に
関
す
る
予
算
中
に
組
ま
れ
て
い
る
科
学

研
究
交
付
金
、
科
学
試
験
研
究
費
補
助
金
、
研
究
成
果
刊
行
費
補
助
金
、
輸
入
機
械

及
図
書
購
入
費
補
助
金
、
在
外
研
究
員
派
遣
に
関
す
る
経
費
、
叉
文
部
本
省
予
算
に

組
ま
れ
て
い
る
内
地
研
究
員
に
関
す
る
経
費
、
沖
縄
教
員
内
地
派
遣
研
究
に
関
す
る

経
費
、
外
国
人
留
学
生
に
関
す
る
経
費
、
沖
縄
よ
り
の
留
学
生
に
関
す
る
経
費
、
次

に
国
立
学
校
の
学
生
生
徒
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
、
育
英
奨
学
に
関
す
る
経
費
、

学
徒
援
護
に
関
す
る
経
費
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
大
学
固
有
の
予
算
中
に
は
組

ま
れ
て
い
な
い
予
算
で
あ
る
け
れ
ど
も
大
学
学
校
に
お
け
る
学
生
生
徒
を
対
象
と
し

て
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
国
立
学
校
職
員
を
対
象
と
し
て
組
織
さ
れ
て
い

る
文
部
省
共
済
組
合
に
対
し
て
の
共
済
組
合
費
の
政
府
負
担
金
、
こ
れ
に
附
随
す
る

諸
経
費
も
文
部
省
共
済
組
合
本
部
よ
り
各
大
学
支
部
に
廻
さ
れ
て
大
学
運
営
上
に
は

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
経
費
で
あ
る
。
尤
も
前
述
の
間
接
的
経
費
の
中
科
学

研
究
費
、
在
外
研
究
員
費
、
内
地
研
究
員
費
、
海
外
よ
り
の
留
学
生
経
費
、
育
英
奨

学
学
徒
援
護
に
関
す
る
経
費
は
国
立
大
学
に
お
い
て
の
み
使
用
さ
れ
る
訳
で
な
く
公

立
私
立
の
大
学
学
校
、
そ
の
他
の
機
関
に
お
い
て
も
使
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
八
○

％
余
に
相
当
す
る
大
部
分
の
経
費
が
国
立
学
校
関
係
機
関
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
。

前
記
の
予
算
を
総
括
し
前
年
度
予
算
と
比
較
す
る
と
次
表
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

国
立大大大
学
附
置
研
究
所

国
立
文
教
施
設
費

国
立
文
教
災
害
復
旧
費

小
計
の
⑩

科
学
研
究
費

在
外
研
．
究
員
旅
費

内
地
研
究
員
等
旅
費

外
国
人
留
学
生
費

区 国
立
学
校
関
係
予
算
総
表

麹
』

鶴（学学学

校
運
営
費

及
学
校

附
属
病
院

分

腱̄
、

狐
年
度
予
算

四
四
℃
六
七
四
、
一
一
一
七
〈

一一一一一、一一一一一□、七六一一一

〈
、
三
一
一
□
、
七
四
□

一一一、〈一一一一一、〈七三

一一一、三一一土、画く一

一〈、一一一九三

四〈、一一一一一一、一一三四

一
、
三
四
《
、
□
四
四

一
六
□
、
ロ
ロ
ロ

穴、□六一一

三
□
、
三
口
□ （
千
円
単
位
）

１

四□、ロー《、七四一一一

一一九、□九九、二一一〈

七
、
七
三
六
、
三
六
三

一一一、’六一、□酉□

一一一、一□一一一、ハロ〈

一一一一、三四一

四一一一、一一一一四、□九一一

一、四四一一、ご酉□

一
一
口
、
ロ
ロ
ロ

，六、一一一八□

一一一九、《ロロ

一
慰

騨・》

増
加
額

四、六三壱、六一一一三

一一一、一一一一一、六一一三

七
六
四
、
一
七
三

麦七一、〈一一一三

四一一三、六七一一一

四
℃
〈
三
四

三、ロハ〈、一六’一一

一
□
酉
、
ロ
ロ
四

三
□
、
ご
ロ
ロ

，
減
一
二
〈

．
－
□
、
土
Ｐ
Ｃ

￣￣

（３７）



鍵
一

懲
一

前
表
に
示
す
通
り
国
立
大
学
等
に
お
い
て
直
接
的
に
使
用
さ
れ
る
予
算
Ｕ
は
文
部

省
所
管
総
予
算
凶
の
一
一
八
。
二
％
に
当
り
、
一
般
会
計
総
予
算
額
㈲
の
一
一
一
・
四
％
に

当
る
。
国
立
学
校
関
係
予
算
総
額
㈲
は
側
の
一
一
三
。
六
一
％
に
当
り
、
㈲
の
一
一
一
。
九

二
％
に
当
る
。
一
一
一
十
三
年
度
予
算
に
比
較
す
る
と
全
体
的
に
上
昇
し
た
こ
と
を
知
る
。

昭
和
一
一
一
十
四
年
度
予
算
が
昭
和
三
十
一
一
一
年
度
予
算
に
比
較
し
相
当
の
増
額
を
見
る

に
至
っ
た
こ
と
は
前
表
に
示
す
よ
う
に
国
立
学
校
運
営
費
に
お
い
て
四
十
六
億
五
千

七
百
六
十
一
一
一
万
五
千
円
、
国
立
文
教
施
設
費
に
お
い
て
四
億
一
一
千
五
百
六
十
七
万
一
一
一

千
円
を
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
増
加
し
た
駅
は
当
協
会
を
通
じ
て
大
学
の
多
年

の
要
望
の
予
算
増
加
の
一
端
の
現
れ
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
あ
る
ま
い
。
尚
十
分
で

あ
る
と
は
言
い
難
い
が
文
部
大
蔵
当
局
の
理
解
あ
る
措
置
と
解
す
る
。
国
立
学
校
運

営
に
要
す
る
経
費
は
教
育
、
研
究
、
管
理
に
必
要
な
所
謂
大
学
固
有
の
経
常
的
経
費

で
あ
る
た
め
年
次
と
れ
が
増
加
の
傾
向
を
辿
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
昭
和

一
一
一
十
四
年
度
予
算
に
お
い
て
研
究
費
、
学
生
経
費
に
お
い
て
相
当
の
増
加
を
見
た
も

の
の
戦
前
の
大
学
予
算
に
比
較
す
れ
ば
は
る
か
に
低
位
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
日
進

月
歩
の
学
術
研
究
に
即
応
す
る
た
め
に
は
予
算
面
に
お
い
て
尚
遺
憾
の
点
が
多
い
。

全
大
学
が
強
力
に
要
望
し
て
い
る
研
究
室
、
実
験
室
講
義
室
等
の
新
営
に
要
す
る
経

費
は
大
部
分
が
国
立
文
教
施
設
費
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

対
し
て
は
前
年
度
に
比
し
四
億
一
一
千
五
百
余
万
を
増
加
し
た
こ
と
は
前
表
に
示
す
如

く
臨
時
的
投
資
予
算
と
し
て
は
か
っ
て
な
い
ふ
く
ら
ぎ
を
見
せ
た
こ
と
で
あ
る
け
れ

ど
も
建
築
に
要
す
る
差
当
っ
て
の
所
要
額
六
百
億
円
と
称
す
る
額
よ
り
す
れ
ば
極
め

て
不
足
す
る
も
の
で
あ
る
。
年
三
一
一
十
億
円
の
予
算
莚
も
っ
て
し
て
は
緊
急
所
要
額

沖
縄
留
学
生
等
費

縄
沖
教
員
派
遣
旅
費

小
計
の
②

育
英
奨
学
及
学
徒
援
護
関
係

費国
立
学
校
職
員
共
済
組
合
負

担
金合
計
（
小
計
仙
凹
③

文
部
省
所
管
総
予
算
四

一
般
会
計
総
予
算
⑤

文
部
省
所
管
予
算
総
額
に
対

し
国
立
学
校
関
係
予
算
の
比

率

三
三
、
七
四
□
、
ハ
ハ
ロ
ー

ーゼロ、九一一一、一一一六一一一

一、四一九、一一四〈、一六一一一一

１

四、六一一画、六□六

一、一一一一、〈一一一一一

一
六
、
一
〈
四

一一、一一一九八

一
、
七
八
｜
、
｜
〈
〈

一一一一一・六一％’
一一一一一・実％

と

(潮〈

」鴎H

1曇

九Ｃｌ、四一一□

三
つ
、
□
九
六
、
三
九
一

一垂酉、一三一一一、一一七三

一、一一一一一一、一一一一九、垂□一一

一三、四口七一
一一、一一一九〈｜

｜、六一三、〈一一三

四
、
四
四
三
、
一
一
三
四

ｒ
七
七
七□

’六三、一一一六一一一

一壱九℃一一一雪一一

一一一一、四一一一

三、六四四、一一〈九

一
六
、
で
三
九
、
ロ
ハ
ハ

ヵ
ハ
、
Ｃ
ｌ
〈
、
六
六
一

を
解
決
す
る
こ
と
す
ら
も
程
遠
い
こ
と
で
あ
る
。
惟
う
に
昭
和
一
一
一
十
二
年
度
以
降
腫

講
ぜ
ら
れ
た
経
済
正
常
化
の
た
め
わ
が
国
の
経
済
は
世
界
経
済
好
転
の
影
響
も
あ
っ

て
よ
う
や
く
調
整
の
域
か
ら
新
な
成
長
へ
の
段
階
に
進
み
つ
つ
あ
る
よ
う
で
あ
る

が
、
ど
れ
ら
の
作
用
が
教
育
関
係
予
算
に
ま
で
現
は
れ
て
く
る
の
は
昭
和
三
十
四
年

度
文
部
省
所
管
予
算
を
見
た
だ
け
で
は
未
だ
し
の
感
深
い
も
の
が
あ
る
。
長
期
財
政
，

安
定
性
の
確
保
と
い
う
必
要
さ
か
ら
臨
時
的
経
費
に
投
資
を
増
大
す
る
ア
ー
と
は
避
け

る
べ
き
だ
と
す
る
方
針
の
た
め
か
、
一
一
一
十
四
年
度
予
算
に
お
い
て
国
全
体
の
予
算
が

一
兆
四
千
億
以
上
と
な
っ
て
も
大
学
の
施
設
に
要
す
る
臨
時
費
は
未
だ
寡
少
と
い
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。
文
部
省
の
大
学
に
関
す
る
概
算
計
画
に
お
い
て
は
相
当
多
額
を
要

求
し
た
よ
う
で
あ
る
が
三
十
四
年
度
予
算
に
盛
ら
れ
た
も
の
は
微
弱
な
も
の
で
あ
る

と
思
料
す
る
こ
と
は
，
強
ち
無
理
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
前
表
昭
和
一
一
一
十
四
年
度
予
算
中
国
立
学
校
固
有
の
運
営
費
に
つ
い
て
予
算
科

目
を
基
と
し
て
大
別
す
れ
ば
次
表
の
如
き
結
果
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

◎
国
立
学
校
運
営
費
科
目
別
内
訳

l：

昭
和
型
年
度
予
算
額

内
訳

人
件
的
経
費

｛孵給手当等 費
物
件
的
経
費

校
費

臘雌耀鋤離持修
其
の
他

実
習
船
関
係
費

受
託
研
究
費

受
託
研
究
員
費

剛戯騨校教職員

醗
騨
一

0．６３．７２３．１２６．８ 61.762.8 100
】Ｌ 一一へ、□玉〈、垂一一一一一一

一一七、三九一一、六六一一一

四
六
三
、
〈
セ
ロ

一
一
、
土
ハ
ロ
、
六
三
〈

｜□、’’一一一一四、’一一一七

一、六四麦、三一一一

一一六三、一一一五

一一□六、一一一一四

四
口
、
酉
□
六

一一一一、一七一一一

四、二三一一

四四、六壱四℃一一一七〈

雪

0.74.724.72941.268.76ｍ 0０一一一一、《□一一、ロハ〈

’一一一、一一一四、七一四

一一一へ七、一一一壱四

カ℃四九□、一一一七一一一

七
、
土
〈
□
、
ロ
ハ
ハ

ー、三一□、一一八雲

一一一一〈、一一一□一一

一一□六、一一一一四

七、一一一四七

九
、
酉
□
九

四、三三一一

一一一一一、一一一一一□、壱六一一一

性
闘

３７．８Ｉ１０．２４３．９４４．１ 100

繍
竺

鰯

一一一、七三七、三四一一

一一一、七一一一六、七一一一ロ

ーーロ、〈’一一

七七七、七一一一一

六六〈、一一九一一一

一□士、四一一ロロロロロ

「
Ｃ
ｌ

〈
、
三
一
一
□
、
七
四
つ

0．９０７４４．０４４．７１．５４２．８４４．３ 0０

一一一、〈一一一一一、へ七三

一、六九八，九Ｃｌ一一

一、六四一、一一一九

三
七
、
《
〈
四

一、壱一一一、雲壱一一

｜
、
六
〈
三
、
七
五
麦

一一六、〈一六

・一一一六、〈一一一一一□

一一一一一「□三九

一一一、七六四□

(３８）



鬮

慰
一

Ｉ
前
表
の
経
費
は
次
表
に
示
す
職
員
定
員
六
万
四
千
五
百
三
人
、
学
生
生
徒
数
一
一
一
十

万
六
千
人
に
対
す
る
教
育
へ
研
究
が
管
理
の
活
動
そ
の
他
の
た
め
の
一
年
度
間
に
使

用
す
る
も
の
で
あ
る
。

弘
年
度
職
員
予
算
定
員

一
般
職
員

教
育
職
員

海
事
職
員

医
療
職
員

弘
年
度
学
生
生
徒
子
算
定

嶺
殿
）
院
学
生

専
攻
科
学
生

学
部
：
学
生

短
期
犬
学
学
生

“
高
等
学
校
生
徒

扇
別
科
学
生

』
貝
ろ
う
学
校
》
生
徒

一
附
属
学
校
生
徒

高
等
学
校
生
徒

中
学
校
’
生
徒

小
学
校
生
徒

各
鍬
繩
浄
繩
’

奨
学
交

医
療
関

特
殊
設

区 備
考
研
究
所
の
欄
に
鞠
げ
る
特
殊
設
備
費
は
東
京
天
文
台
、
ｉ
原
子
核
研
究
所
Ｐ
物
性

研
究
所
の
設
備
費
で
あ
る
。

傭係付
｜

費費金

◎
職
員
及
学
生
生
徒
予
算
定
員
調

分

0．９８．９

総
人
員

六
八
□

一一一、土〈三、酉八三

一一一〈四、三七壱

六四、三□一一一一
四
〈
、
九
三
七

一一七、一一□九
一一一、三四四

一
一
一
一
、
｜
聿
堯
．
一
一
麦
、
〈
九
七

一一四□
一一四□

室
、
〈
雲
〈

一一七麦

一一一□六・、□ロロ
ーーーロロ、六〈三

．一三、壱四一一
，一’三、七四一一

一一、一一一一一毛一（旧制を含む）
一一、一一一一一一七

一〈一一、』三一

・六、一〈「□

一
、
七
四
□

一一、ハニロ

「七三ロ

ハ
〈
、
ハ
ロ
□

六
、
七
一
□

一一一一一一、九□□

四四、〈一一一口

一一「一一一六□

》垂、）三〈・ロ

Ｆ

国
立
学
校
一
大
学
病
院
一
附
属
研
究
所

一〈一一、□三一

・・六、｜ハロ

ー
、
七
四
□

一一、〈・宝□

七
三
ロ

ハ
〈
、
ハ
ロ
□

六
、
七
一
□

一一一一一「九Ｃ□

四四、〈一一一□

今一一一、一一一六□

一一一一一三

絢藝一
↑
畷

組
織
区
分

六
ハ
ロロロ

鰯，
ユ4ＭⅥ｡

■「

一一一、九〈三、画く三

，
□

一
一
、
三
九
八

四
、
ロ
ハ
七

一
、
土
七
七□

垂、三一一一四

三、一一一一三

三、一一一一
三

一一一〈酉、「三壱七

一一「九四〈

一
、
三
七
〈

一一、一一一一一一一□

酉
ハロ

昭
和
三
十
四
年
度
予
算
に
お
い
て
は
大
学
に
お
け
る
研
究
費
、
学
生
経
費
等
に
つ

き
前
述
の
如
く
基
準
予
算
の
一
割
乃
至
三
割
の
増
加
を
計
上
さ
れ
た
の
で
物
件
的
経

費
は
前
年
度
に
比
し
窮
屈
さ
は
多
少
緩
和
さ
れ
る
に
至
る
で
あ
ろ
う
。
大
学
の
研
究

費
が
大
学
全
体
の
経
費
の
中
の
占
め
る
べ
き
割
合
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
前
年

度
の
説
明
の
際
に
も
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
日
に
至
っ
て
も
尚
明
確
な
基
準

が
な
い
。
こ
の
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
こ
と
で
あ
る
け
れ
ど
も
大
学
予
算
の
安
定
性

●
’
０
℃
‐
●
》
Ｐ

恒
久
性
を
考
慮
す
る
た
め
に
は
基
本
的
基
準
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

’
へ
沙
‘
‐
・
＄
い
’
‐

現
在
の
よ
う
に
一
口
に
研
究
費
と
い
っ
て
も
そ
の
中
に
は
色
交
な
要
素
を
含
め
て
積

算
さ
れ
て
お
っ
て
真
に
研
究
や
教
育
に
の
み
に
使
用
さ
れ
る
部
分
は
幾
何
で
あ
る
か

と
い
う
こ
と
は
全
く
明
瞭
に
さ
れ
て
い
な
い
し
、
信
ま
た
そ
の
区
分
は
極
め
て
難
か
し

い
と
と
で
あ
ろ
う
、
単
に
研
究
費
と
い
う
と
世
間
に
も
安
易
に
納
得
さ
れ
る
傾
向
。

前
掲
国
立
学
校
運
営
費
科
目
別
内
訳
の
表
に
従
い
、
三
十
一
一
一
年
度
分
同
表
（
会
報

十
四
号
記
載
）
と
比
較
す
る
と
人
件
的
経
費
は
二
・
一
一
％
の
減
少
を
示
し
て
い
る
が

物
件
的
経
費
に
つ
い
て
は
一
一
。
一
一
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
三
十
四
年
度

予
算
に
お
い
て
大
学
、
研
究
所
に
お
け
る
研
究
費
の
増
加
、
学
生
に
関
す
る
経
費
に

対
し
て
一
○
％
乃
至
三
○
％
の
増
加
を
施
し
た
結
果
に
外
な
ら
な
い
。
因
に
一
一
一
十
四

年
度
と
三
十
一
一
一
年
度
の
百
分
比
を
示
す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

ｆ
○
狐
、
銘
両
年
度
予
算
の
百
分
比

人
件
的
経
費

俸
給
手
当
等

旅
．
ｉ
：
費

物
件
的
経
費

校
、
費

肚繩轆鋤維持修繕
医
療
関
係
費

其
の

他

特
殊
設
備
費

区

爾一蝿一

分

弧
年
度
調
年
度

％
六一一●〈

《
一
●
壱

一●一

一一六●〈

’一一一一●一

一一一●こ
く
●
土

□
●
六

□
●
土

総
額

I

'1露

％
｜

《
三
●
□

六
四
●
ロ

ー
●
ご

’一四●六

一一一●一一

一一一●酉

〈
●
六

□
①
六

□
ｐ
九

鍵
年
度
調
年
度
弧
年
度
調
年
度

％
云
士
●
九

六
〈
●
七

一一。一一

》
一
一
九
●
四

．一一四●七

四
●
セ

国
立
学
校
一
大
学
病
院

□
●
七

％
七
一
●
壱

壱□●・三

一●一一

一一七●酉

一一一一一●一一

四●－－

１
－

□●〈’

％
四
四
●
一

四一一一●土

□●一一

九
●
一

顧
七
●
〈

｜●一一一

四
麦
●
〈

一
癖

鶴
）％

四
六
●
三

四六●一一一

□●一一

〈
●
七

七●一一一

一
●
四

四
四
●
〈 謎年度一鋼年度

％
四四●一一一

四一一●〈

｜●三

四
四
●
七

四
四
●
ロ

ロ
●
七

．
□
●
九

｜□●一

研
究
所

％
酉
〈
●
三

四七●一一一

一●一一

一一一八●麦

一一一七●七

□
●
九

□
●
九

一一一●□

(３９）



鱒
》

蕊一》

一
あ
る
た
莎
細
が
く
分
類
し
た
り
す
る
と
却
っ
て
混
乱
を
来
す
お
そ
れ
が
な
い
で
も
な

い
か
ら
、
永
い
間
の
慣
行
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
て
お
る
と
い
う
状
態
で
あ
ろ
う
。
そ

の
た
め
に
研
究
｝
者
の
側
か
ら
は
額
面
通
り
の
配
分
に
あ
づ
か
ら
な
い
の
は
困
る
と
い

う
よ
う
な
論
議
も
出
て
来
る
の
で
あ
ろ
う
。
戦
前
に
贈
い
て
は
今
日
の
よ
う
に
研
究

―
費
が
多
い
と
か
少
な
順
と
か
激
し
い
議
論
も
な
か
っ
た
の
は
研
究
者
が
こ
の
こ
と
に

｝
重
大
な
関
心
を
も
つ
こ
と
に
稀
薄
な
点
が
あ
っ
た
よ
う
で
も
あ
る
が
、
人
件
的
経
費

薑
物
件
的
経
費
が
或
る
程
度
平
衡
を
保
っ
て
い
た
こ
と
に
も
基
因
す
る
で
あ
ろ
う
。
前

表
に
示
す
如
く
漸
次
人
件
費
物
像
費
の
平
衡
を
得
る
傾
向
に
は
進
ん
で
い
る
も
の
の

戦
前
の
姿
に
到
達
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
ｐ
特
に
理
工
系
研
究
費
中
多
額
を

要
す
る
光
熱
水
料
等
実
験
上
の
骨
幹
を
な
す
経
費
に
つ
い
て
は
年
を
累
ね
る
毎
に
増

大
す
る
の
情
況
で
あ
る
か
ら
、
実
績
に
よ
る
予
算
の
組
方
を
す
る
な
り
し
て
特
別
の

措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
す
る
こ
と
は
大
学
積
年
の
主
張
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
真
の
研
究
費
が
い
か
な
る
も
の
か
を
性
格
づ
け
る
こ
と
に
も
役
立
つ
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
ひ
い
て
は
大
学
の
管
理
運
営
上
に
も
稗
益
す
る
と
こ
ろ
が
大
と
な
る

で
あ
ろ
う
。

昭
和
三
十
四
年
度
に
お
い
て
増
加
し
た
予
算
の
主
た
る
も
の
は
各
組
織
を
通
じ
人

壬
件
的
経
費
に
つ
い
て
は
新
規
事
項
に
伴
う
教
官
其
他
増
員
に
よ
る
俸
給
手
当
旅
費
等

の
増
加
、
大
学
院
を
担
当
す
る
教
授
に
対
し
て
特
に
そ
の
た
め
の
手
当
支
給
の
設
定
、

｜
学
長
手
当
支
給
率
の
増
加
、
学
年
進
行
に
よ
る
教
官
等
の
増
員
に
よ
る
俸
給
費
等
の

増
加
、
初
任
給
是
正
に
よ
る
俸
給
の
増
加
、
教
官
研
究
旅
費
の
基
準
予
算
に
対
す
る

比
率
の
増
加
に
よ
る
も
の
を
合
せ
約
一
一
十
億
五
千
六
百
余
万
円
、
物
件
的
経
費
に
つ

い
て
は
研
究
費
関
係
基
準
予
算
に
対
し
一
割
乃
至
一
一
一
割
の
増
加
、
学
生
関
係
費
基
準

予
算
に
対
し
一
割
余
の
増
加
を
計
上
し
、
新
規
事
項
、
学
年
進
行
に
よ
る
増
加
営
、

繕
関
係
の
増
加
等
一
一
十
一
億
余
万
円
、
大
学
病
院
医
療
関
係
五
億
一
千
一
一
百
余
万
円

通
計
四
十
六
億
五
千
七
百
余
万
円
に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
増
加
額
の
大
要
を
示

す
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

｜
、
国
’
立
学
校
の
』
分

分
一
薗
口
加
痔
頚
一
鶴
南
号
叫
の
肉
明
｛
浴
一
部
鉈
４
反
守
・
僧
二
鉦
住
０
魔
雪
ｊ
怪

｡

職
に
慰
鍵

物
件
的
経
費

校
費

原
子
力
研
究

俸
給
手
当
等け

旅

ア
イ
ソ
ト
ー
プ
関

係

特
別
事
業
費

大
学
院
研
究
科

学
部
学
科
新
設

学
生
関
係
費

研
究
関
係
費

臨
時
事
業
費

霞
騨

費

一、六〈一一、一六〈
原
子
力
研
究
講
座
、
部
門

一創設（岐阜大工業、富
の
増
設
へ
短
期
大
学
部
の

一、四九壱、一一九九

一、一一一一一□、四七三

一一□四、一一一八

〈一一一〈、四七四

と
一

-

一

四
、

異
こつ

一一一三、一一口一

一
、
土
ロ
ハ

ハーー、九四壱

四
三
、
’
一
九

’一一一、□四□

七
、
壱
四
一鑿

講
座
及
部
門
の
増
設
、
特

殊
設
備

医
学
、
工
学
研
究
科
増
置

第
二
工
学
部
、
短
大
設
置

学
科
新
設
等

基
準
予
算
に
対
し
約
二
五

％
増

基
準
予
算
に
対
し
約
一
三

％
増

ア
イ
ソ
ト
ー
プ
関
係
施
設

及
び
整
備

受
託
研
究
、
内
地
研
究
員
、

研
修
生
等

一国際非破壊試験会議、
｜太平洋重力測定、ＩＧ
ｌ抓蝋鮒朏靭夕１、地球

山
犬
経
営
、
新
潟
大
商
業
）

講
座
の
増
設
、
学
科
の
新

設
、
学
生
増
募
に
よ
る
教

官
の
増
研
究
施
設
の
新
設

整
備
、
大
学
院
担
当
教
授

に
対
す
る
手
当
の
新
設
初

任
給
是
正
等
に
伴
う
増
加

で
あ
る
。

新
規
増
員
に
伴
う
も
の
及

び
基
準
予
算
に
対
す
る
二

二
％
の
増
加
あ
る
も
節
約

額
五
％
の
減
少
を
差
引
増

加
し
た
も
の

總
一

蘂

一一一一、一二四、七一四

土、四九口、一一一壱一一一

七
、
土
ハ
ロ
、
ロ
ハ
〈

一一一〈七、一一一七四

一一□、三一一一一一、三函云

七、九九一一一、□七四一

六、七四ユ、六一一一一

一一一三一一、’七一一一

（４０）



鯛

‐
二
Ｆ
へ
Ｉ

物
件
的
経
費
一

校
、
ｉ
費
一

管
理
関
係

・
ヴ

大
学
附
「
属
病
院
一

人
件
的
経
費

俸
給
手
当
等

職螂鑪鋤維持修
其
の
他

実
習
船
関
係
費

自
己区
分
一
増
加
額
一
増
加
の
内
容
一
弘
年
度
予
算
一
兜
年
度
予
算

旅

受
託
研
率
官
房
善

戯一
一
、
大
学
附
属
病
院
の
分

節
約
額

自
然
減
少

研
究
施
設

研
究
特
別
費

設
備
充
実

賢

減
宍
一
、
六
塁

減
雪
、
□
室

姻
国
己

価
一
一
、
一
一
．
宝

七
六
四
、
’
七
二

一四七、一一一三・

一四一一一、七一一一壱

｜鍾一筍……・…

一一《六、〈一一四

一
七
、
〈
土
九

一一一、ロハ一

一〈、一一一□一一

一一「六一一一一

六
、
九
三
七

土、三九一一一

『
研
究
施
設
の
新
設
及
整
備

研
究
報
告
出
版
等

実
習
設
備
附
属
学
校
設
備

等基
準
予
算
に
対
し
三
％
減

前
年
度
限
り
終
了
し
た
も

の
の
減

各
所
修
繕
、
各
所
新
営
、

不
動
産
購
入
等

丘診
療
科
の
増
設
、
助
産
婦

学
校
増
置
、
衛
生
技
術
師

学
校
増
設
等
増
員
、
初
任
・

給
是
正
等

収
入
督
促
旅
費
の
増
、
研
・

究
旅
費
基
準
予
算
に
対
す

る一宮一帖増あるも節約一
類五％の減少を差引増一
加
し
た
も
、

実
習
船
建
造
、
及
び
運
航

十
鈎
蝋

橇:）
エ

〈、三一一□、壱四□

一一一、壱三七、睾酉一一

一一一、七一一一六、七一一一口

一、三一口、一一〈三

壱壱壱、七一一一一一

六《〈、一一九一一一

一一一一〈、一一一□一一

一｜□麦、一一一一四

｜｜□、〈一一一

七
、
壱
三
六
、
二
穴
三

一一「《｜□、一九一一

一一一、三九一「九九一一一

一、一一四一一一、四六一

六七一一一、□四一

三《□、一一一一一一四

一一一一一、一一一四三

一九六、七一一一

一
七
、
一
九
九

附
置
研
究
所

人
件
的
経
費

俸
給
手
当
等

節約洲一減七一》一一一
〈
口物
件
的
経
費

佼
費

原
子
力
研
究
．

研
究
関
係

学
校
設
置
関
係
費

ア
イ
ソ
ト
ー
プ
放

射
線
防
護
設
備

設
備
改
善

節
約
額

土
地
建
物
維
持
修

繕
各
所
新
営
費

医
療
関
係
費

患
者
診
療

学
用
患
者

諸
・
設
備
整
備

区
分
一
増
加
額
一
増
加
の
内
容
一
鍵
年
度
予
算
面
年
度
予
算

旅 三
、
附
置
研
究
所
の
分

蕊・一蝿’

贄

一一四、一六四一
減一一、’’四一一一一
減
一
一
一
、
一
二
一

六七一、〈一一一三

一七一、一一一声一一一

一三一一一、三一一一一

酉土□、土一一一一一一

四九一、這去一一

一一’七、鈍く一一

一一一一、一三一一一

一一一一一一九、ロ一一一一

一四、一一一〈一一一

一
七
七
、
《
七
〈

一壱、八四一

一九、一一率七

一、一一一一一己

士七一一一

澪

一
賃
金
の
是
正
管
理
用
設
備

原
子
力
研
究
部
一
門
の
増

設
、
研
究
部
門
の
増
設
、

大
学
院
担
当
教
授
に
対
す

る
手
当
の
新
設
、
管
理
職

手
当
支
給
率
の
増
加
が
初

任
給
是
正
等
に
よ
る
増
加

新
規
増
員
に
伴
う
も
の
の

増
加
、
研
究
旅
費
の
基
準

予
算
に
対
し
二
一
一
％
の
増

あ
る
も
節
約
額
五
％
の
減

少
を
差
引
増
加

新
設

慰
蝋
一

一一一、〈’’一一一、八七三

一、六九〈、乘己一一一

一
、
六
四
一
、
一
一
一
九

一一一、九へ垂、酉〈垂一一一一、四七一一一、一一一一一一一一

一、七一一一、三壱一一

一
、
六
〈
三
、
七
三
六

一口士、四一一つ

三
七
、
六
〈
酉

一、一一一一一、六一一一九

一、一九一一一、土土酉

一一一、一六一、□四□

一
、三一

一壱、三四
□

一
、
酉
〈
七
、
六
九
七

で
、
七
三
六
、
三
六
三

一一一一、壱ロで

一一一九、八四一一一

（４１）



鶴
鰯
《

昭
和
三
十
四
年
度
文
部
省
才
入
予
算
中
、
国
立
学
校
、
大
学
附
属
病
院
、
研
究
所

等
に
関
係
す
る
も
の
は
次
表
の
通
で
あ
る
が
、
国
立
学
校
等
の
三
十
四
年
度
才
出
予

算
額
四
百
四
十
六
億
七
千
四
百
一
一
一
十
七
万
八
千
円
の
中
自
体
才
入
予
算
額
九
十
一
一
億

一
一
一
千
七
十
六
万
円
の
差
額
一
一
一
百
五
十
四
億
四
千
三
百
六
十
一
万
八
千
円
は
政
府
支
出

金
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
才
出
予
算
額
の
凡
そ
二
六
％
が
収
入
支
弁
に
相
当
す
る
ア
ー

と
を
知
る
Ｐ

特
殊
装
置
運
転

共
同
研
究
施
設

運
営

諾
設
備

節
約
額

艇螂醗物維持修
其
の
他

受
託
研
究
費

受
託
研
究
員
費

特
殊
設
備
費

望
遠
鏡
購
入

研
究
所
臨
時
設
備

合 自
然
減
少

，
部
門
増
設
等

研
究
関
係

特
別
事
業

附大
学
関
係
歳
入
予
算
に
つ
い
て

国
立
学
校
関
係
歳
入
予
算
調

計

七，一一一九四

七
、
三
一
□

減
一
一
六

；
一
一
，
一
四
三

一三、□一一□

一一一一一一土、三□□

減減

＝ｐ四

二三￣
、、

全究ニ
プ血一四

減
一
一
美
、
六
宝

六
七
一
口
〈
’

一〈七、一一一一一つ

一
三
、
□
三
四

一一一、志三四

一

一

四

ﾌﾟ：̄
￣

￣
－

－

一

一

、

＝
一

一

一

四

物
性
研
た
ん
ぱ
く
研
航
空

研
等

前
年
度
限
り
終
了
し
た
も

の
の
減

一
七
部
門
増
、
六
部
門
整

備基
準
予
算
に
対
し
約
一
○

乃
至
三
○
％
増

活
火
山
観
測
、
放
射
性
有

機
化
合
物
製
造
、
宇
宙
観

測

＄

醤
ｔ
傘
一
一

鐵

一一一、〈一一一一一、八七三

一一一六、〈一一一一一

一一一一一一、□三九

一一「七六四

一一一〈四、三七で

一一六、〈一六

一一一、一六一、□四□

一一九、四一一九

・一一三、三四九

一一一、ハハロ

ーーーハ一一、四一一一一一

一一七、六四三

授
業
料
及
入
学
検
定
料
等

寄
宿
料

病
院
収
入

受
託
調
査
試
験
及
役
務
収
入

物
品
売
払
収
入
一

用
途
指
定
寄
付
金
収
入

〈ロ
計

区
■

､０

纏
繩
’

引
分

一
弘
『
年
度

鱗
で￣

千
円

一一、□一三、画く七

・四□、一一一九六

六、末一一一、四一一一八

七一一一、一一一九一一

四
〈
【
、
ハ
ロ
〈

梱一一、一一一一一五

九、一一一一一□、七六□

詔
年
度千
円
一

一、力□一一、九一〈｜
：」’四□、一一一九六一

六ｍ□一一一〈、一一一土一一一

四六、一一一ローー

パ
ニ
ハ
ヵ
、
一
一
一
〈
四

六
ハ
ロ

ハ、六一〈、己壱一一一

鴎’一
蝋

以
上

（４２）



蝿
●

第
一
章
総

則

第
一
条
本
会
は
、
国
立
大
学
協
会
と
称
す
る
。

第
二
条
本
会
は
、
国
立
大
学
相
互
の
緊
密
な
連
絡
と
協
力
に
よ
り
、
そ
の
振
興
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
’

第
三
条
本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
、
次
の
事
業
を
行
う
。

一
国
立
大
学
の
振
興
に
つ
き
必
要
な
調
査
研
究

二
教
授
お
よ
び
研
究
上
に
お
け
る
大
学
相
互
の
協
力
援
助
に
関
す
る
事
項

三
そ
の
他
本
会
の
目
的
達
成
に
必
要
な
事
項

第
四
条
本
会
の
事
務
所
は
、
東
京
都
東
京
大
学
構
内
に
置
く
。

第
二
章
会

員

第
五
条
本
会
は
、
国
立
大
学
を
会
員
と
し
て
組
織
す
る
。

第
三
章
役

員

第
六
条
本
会
に
、
次
の
役
員
を
置
く
。

｜
会
長

一
人

二
副
会
長

一
人

三
理
事

十
四
人
（
会
長
、
副
会
長
を
含
む
）

四
監
事

二
人

第
七
条
理
事
お
よ
び
監
事
は
、
総
会
で
会
員
の
互
選
に
よ
り
定
め
る
。

２
会
長
お
よ
び
副
会
長
は
、
理
事
の
互
選
に
よ
り
定
め
る
□

第
八
条
役
員
の
職
務
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

一
会
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
本
会
を
代
表
す
る
。

一
一
副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
へ
そ
の
職
務
を

１
、
国
立
大
学
協
会
会
則

一
一
一
理
事
は
、
・
理
事
会
を
組
織
し
公
二
本
会
運
営
に
関
す
る
事
項
を
処
理
す
る
。

瓜
監
事
は
、
，
会
計
左
監
査
す
る
。
：
ｌ
：

四
、
彙
報

代
理
す
る
。

－＝

鰯

丘

鐙
〈
？
綴

繍
一

第
九
条
役
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
但
し
、
再
選
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
補
欠
に
よ
っ
て
就
任
し
た
役
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

第
四
章
会

議

第
十
条
本
会
の
会
議
は
、
総
会
お
よ
び
理
事
会
と
す
る
。

２
総
会
お
よ
び
理
事
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
総
員
の
半
数
以
上
が
出
席
し
な
け

れ
ば
議
事
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
・

３
議
事
は
、
す
べ
て
出
席
者
の
過
半
数
で
定
め
る
。

第
十
一
条
総
会
は
、
毎
年
一
回
会
長
が
招
集
す
る
。
但
し
、
会
長
が
必
要
と
認
め

た
と
き
又
は
会
員
拾
名
以
上
か
ら
要
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
会
長
は
、
臨
時
に
総

会
を
招
集
す
る
と
ど
が
で
き
る
。

２
会
長
は
、
総
会
の
議
長
と
な
る
。

第
十
二
条
理
事
会
は
、
毎
年
三
回
以
上
会
長
が
招
集
す
る
。

２
会
長
は
、
理
事
会
の
議
長
と
な
る
。

第
十
三
条
特
別
の
事
項
を
調
査
研
究
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
会
長
は
、

理
事
会
の
議
を
経
て
、
特
別
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
章
会

計

第
十
四
条
本
会
の
経
費
は
、
会
費
そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て
あ
て
る
。

第
十
五
条
本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
翌
年
一
一
一
月
三
十
一
日

で
終
る
。

第
六
章
雑

則

第
十
六
条
こ
の
会
則
の
改
正
は
、
総
会
の
議
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
七
条
本
会
の
庶
務
を
処
理
す
る
た
め
、
理
事
会
の
議
を
経
て
必
要
な
職
員
を

置
く
こ
と
が
で
き
る
。

附
則

第
十
八
条
と
の
会
則
は
、
昭
和
二
十
五
年
七
月
十
一
一
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

『寧蝿》

鱸

鬘総一
麹
（

〔４３）



蕊
慰
］

会
長
（
理
事
）

副
会
長
（
〃
）

理
事

〃
．

〃
伊
廿
職
歴
遇

〃
》
・

〃〃〃
，
・
・

〃
，

〃
，
．
．

〃〃〃

藍
事

〃

２
、
国
立
大
学
協
会
役
員
一
覧
表

３
、
各
常
置
委
員
一
覧
表
宋
順
）

第
一
常
置
委
員
会
（
大
学
の
組
織
、
制
度
に
関
す
る
問
題
）

委
員
長

ｏ
蝋
山
政

委
員

，
伊
藤
武

〃
一
二
雲
次

〃
平
沢

や〃
古
林
宣
戸

川
〃
〒

山
田

〃
本
田
弘

〃
野
村
武

〃
・

里
へ
沢

〃
香
川
久
へ

；
瀧
攻
↓
惟
一

巴
一

古山本山児正平 黒杉森茅戸黒山

一Ｐ

野
目

林中田田玉田沢 田沢内
P

）

壁
Ｐ
鐘
傘
一

P

正

興
（
京

建
次
部
（
大

桂
三
（
徳

穣
（
九

弘
人
（
熊

篤
太
郎
二

喜
楽
（
神

利晴辰誠俊

iｉ 司
（
東
京
大
）

男
（
広
島
大
）

貞
（
北
海
道
）

雄
（
東
北
大
）

吉
（
東
工
大
）

清
（
横
浜
国
）

三
（
金
Ｉ
沢
ｉ
大
）

道
（
お
茶
の
水
女
大
）

男
（
信
州
大
）

郎
（
山
梨
大
）

輿
（
京
都
大
）

楽
（
神
戸
大
）

穰
（
九
州
大
）

人
（
熊
本
大
）

衛
（
三
重
大
）

清
（
横
浜
国
）

夫
（
愛
媛
大
）

（
名
古
屋
）

（
京
都
大
）

（
大
阪
大
）

（
徳
島
大
）

（
九
州
大
）

（
熊
本
大
）

二
橋
大
）

（
神
戸
大
） ：

〃
田
中
晃
（
山
ロ
大
）

〃
今
中
次
暦
（
佐
賀
大
）

〃
渡
辺
万
次
郎
（
秋
田
大
）

〃
関
口

熱
（
山
形
大
）

〃
加
茂
儀
一
（
小
樽
商
）

第
二
常
置
委
員
会
（
学
科
課
程
、
入
学
試
験
等
に
関
す
る
問
題
）

嫌員鍬紳州糾‐鮒１脳Ｗｆ小１１伽Ｔｌ散‐１－事（蜥４爾鵬噸‐鮴）
西

成
甫
（
群
馬
大
）

〃
腸
ト
ー
ー
ー
ー
ー
ー
Ｉ
ｌ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｗ
１
ｏ
山
田
良
之
助
（
静
岡
大
）

〃
還
パ
・
藤
弍
隆
次
（
埼
玉
大
）

〃
里
へ
川
利
雄
（
東
北
大
）

〃
久
保
佐
士
美
Ｃ
局
知
大
）

〃
中
沢
良
夫
（
京
都
工
彗
雪
繊
維
）

〃
士
ロ
井
義
次
（
岐
阜
大
）

〃
．
Ｉ
訂
…
餌
‐
斐
一
二
郎
（
宮
崎
大
）

第
三
常
置
委
員
会
（
学
生
の
補
導
に
関
す
る
問
題
）

委
員
長

【
Ｑ
児
玉
桂
三
（
徳
島
大
）

委
皀
阜

草
場
勇
（
大
分
大
）

〃
「

Ｚ
岩
崎
真
澄
（
和
歌
山
）

〃
１

１
一
二
浦
百
重
（
鳥
取
大
）

〃
』
！
；
ｉ
ｆ
福
田
得
志
（
鹿
児
島
）

〃
．
｜

一
希
村
平
八
（
九
州
工
）

〃
・

都
崎
雅
之
助
（
茨
城
大
）

第
四
常
置
委
員
会
（
学
生
の
厚
生
に
関
す
る
問
題
）
；

委
員
長

Ｑ
戸
田
正
一
一
一
（
金
沢
大
）

委
員

北
村
精
一
（
長
崎
大
）

〃
・
浅
井
栄
資
（
東
一
足
商
船
）

〃
関
根

隆
（
東
京
水
産
）

〃
野
尻
重
雄
。
品
都
学
）

〃
・
」

長
尾

優
（
東
医
歯
）

〃
野
村
七
録
（
弘
一
別
大
）

鰄
鐡

鱗
一一

鰯
一

欝
一

（４４）



宅
Ｌ
－
β
‐
言
で

認
●

〃
佐
藤

〃
大
泉

〃
大
羽

〃
山
内

〃
長
谷
川

第
七
常
滑
掌
安
員
会
（
教
員
養
成
に
関
す
る
問
題
）

委
員
長

の
村
上

委
員

朝
》
氷

が
ぅ
．
・

武
「
田

〃
小
林

〃第
五
常
置
委
員
会

委
員
汐

委
員

〃〃〃〃〃〃

第
一
ハ
常
置
委
員
会

委
員
長

委
員

〃
．

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

綴

ム

ノチ

参

小
推
壱
ｋ
鰍
Ⅲ

継
吹
‐
雌

正
田

上
野

梅
原

早
坂

大
賀

落
合

八
木

（
大
学
財
政
に
関
す
る
問
題
）

Ｃ
山
中

岩
崎

田
所

平
沢
俊
雄
（
大
阪
外
）

（
大
学
間
の
協
力
に
関
す
る
問
題
）

『

吉山杉阿鈴
野

「
！

田内目部木
勺

慰

鍵

鰯割一

川
貰

万源真行知振俊
一

哲民篤
太太

政 正俊晴久重 真.直建
次

日太恵
出

雄
（
名
古
屋

雄
（
香
川

沿
（
神
商

登
（
宇
都
宮

吉
（
福
井

男吉貞次雄
／■、／￣、ノー、／■、／■、

東東」上福岩

郎平郎
'－，／■､／￣、

帯東一

亮
（
東
京

郎
（
東
京

郎
（
北
海
道

一
（
千
葉

郎
（
大
阪

昭
（
東
京

隆
（
富
山

郎
（
島
根

二
（
室
蘭

郎
（
奈
良

雄
（
岡
山

'－，／■、／￣、

名東東
’-，'－，

滋帯
'－，

電

古京京海鳥手賀広京橋

気
通
）

阪
大
）

一
足
彗
云
）

山
大
）

根
大
）

蘭
工
）

女
子
）

山
大
）

大大船大工屋農工道大大大畜外大
、-ノ、-ノ型.／、-ノ、､ノﾐｰﾉ、-ノ、‐ノ、=ノ魚-ソ、＝ノ、ン、=ノ、-ノ、=ノ

大学教学
、=ノ、‐ノ、=ノ廸一ノ

柏鈴大第

、

５
、
各
専
門
委
員
一
覧
表

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃委委
員

員長

４
、
科
学
技
術
教
育
振
興
に
関
す
る
連
絡
委
員
会

〃〃〃〃

第
四
常
置
委
員
会
専
門
委
員

塚
博

木
廉
三
九

木
嵩
．

輸
鍛Lい

山
内
俊
吉
（
東
工
大
）

平
沢

興
（
京
都
大
）

山
田

穰
（
九
州
大
）

蝋
山
政
道
（
お
茶
の
水
女
子
）

黒
沢

清
（
横
浜
国
）

小
林
政
一
（
千
葉
大
）

渡
辺
万
次
郎
（
秋
田
大
）

遠
藤
隆
次
（
埼
玉
大
）

山
田
良
之
助
（
静
岡
大
）

－
山
守
（
つ
ゐ
力
寺
１
１
漁
り
ｌ
止
早
１
－
十
（
電
気
通
）

正
田
建
次
郎
（
大
阪
大
）

佐
藤
知
雄
（
名
工
大
）

牡
街
幕
；

佐
藤
匡
玄 縄

北
海
道
大
学
学
生
部
長

東
北
大
学
学
生
部
長

千
葉
大
学
学
生
部
長

杉
野
目
晴
貞
（
北
海
道
）

村
上
俊
亮
（
東
京
学
）

武
田
一
郎
（
北
海
学
）

北
川
久
五
郎
（
大
阪
学
）

田
中

晃
（
山
ロ
大
）

石北稲
荷

橋川山

忠久賀
五

露

蝋
一

生
（
奈
良

郎
（
大
阪

次
（
福
岡

（
滋
賀
大
）

（
愛
知

学学学学
辿一／、-ノ、－ノ、‐ノ

（４５）



ム
田
欽
一

蝋
杢

鐵
》

斯
波
義
慧

東
京
大
学
学
生
部
長

・
日
下
部
智

ｆ
東
京
学
芸
大
学
教
務
補
導
部
長

下
Ｊ
；
村

康
東
京
教
育
式
学
厚
生
補
導
部
長

田
，
崎
忠
～
勝

・
信
州
大
学
学
生
部
長

難
波
得
三

金
沢
大
学
学
生
部
長

芦
田
讓
治

京
都
大
学
学
生
部
長

須
賀
太
郎

名
古
屋
大
学
学
生
部
長

平
塚
錦
平

広
島
大
学
補
道
部
長

北
御
門
良
夫

山
梨
大
学
学
生
部
長

吉
村

恂
九
州
大
学
学
生
部
長

石
原
道
博

茨
城
大
学
学
生
部
長

森
河
敏
夫

大
阪
大
学
学
生
部
長

第
六
常
置
委
員
会
専
門
委
員

進
藤
小
一
郎

東
京
大
学
事
務
局
長

佐
藤
憲
三

東
京
工
業
大
学
事
務
局
長

石
川
仁
作

東
京
教
育
大
学
事
務
局
長

藤
野

正
」
橋
大
学
事
務
局
長

科
学
技
術
教
育
振
興
に
関
す
る
連
絡
委
員
会
専
門
委
員

委
員
。
山
内
恭
彦

東
大
教
授
。
理
学
部
物
理
学

〃
．
古
”
賀
逸
策

東
大
教
授
・
工
学
部
長

〃
大
塚
明
郎

東
教
大
教
授
・
光
学
研
究
所
長

「〃
佐
を
木
重
雄

東
工
大
教
授
・
精
密
工
学
研
究
所
機
械
工
学

〃
森
田

清
東
工
教
授
・
理
工
学
部
電
子
工
学

〃
佐
藤
憲
一
二

東
工
大
事
務
局
長

６
要
望
薑
の
提
出
（
第
十
七
回
総
会
）

本
協
会
第
十
七
回
総
会
に
お
け
る
協
議
に
基
き
、
左
記
の
通
り
要
望
書
を
作
成
の

上
、
茅
会
長
は
親
ら
、
岸
総
理
大
臣
、
灘
尾
文
部
大
臣
、
佐
藤
大
蔵
大
臣
、
坂
田
衆

議
院
文
教
委
員
長
、
加
藤
自
由
民
主
党
文
教
部
長
、
山
中
大
蔵
政
務
次
官
の
六
氏
に

、

荊
鯆
蕊
騨
鱸
襲

綴
一

七
．
蝋
一
一

傘
．

は
面
談
の
上
こ
れ
を
提
出
し
、
自
余
の
各
位
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
郵
送
提
出
し

て
協
力
を
要
望
し
た
。

附
記
と
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
三
年
十
一
一
月
十
一
日
国
大
協
庶
第
一
四

五
号
を
も
っ
て
、
各
国
立
大
学
長
宛
に
報
告
ず
み
で
あ
り
ま
す
。

’
七
丁
「
店
記
．
「
（
不
順
）

’
７
総
Ｊ
理
大
■
臣
Ｉ
ｔ
｛
‐
岸
信
介

二
二
、
文
部
大
臣

》
灘
尾
弘
吉

〆
二
、
大
蔵
大
臣

１
佐
藤
栄
作
：

一
、
衆
議
院
文
教
委
員
長
》
坂
田
道
太
」

｜
、
参
議
院
文
教
委
員
長

竹
中
勝
男

一
、
自
由
民
主
党
文
教
部
長
，
加
藤
精
三
Ｙ

⑤
皇
、
大
蔵
政
務
次
官

山
中
貞
則

一
二
、
大
蔵
主
計
局
長

石
原
周
夫

二
、
文
部
事
務
次
官

稲
田
，
清
助

二
、
大
学
学
術
局
長

緒
方
信
一

Ｐ
Ｕ
－
、
会
計
参
事
官

刀
刮
天
城
熱

？
「
大
学
学
術
局
大
学
課
長

春
山
順
之
輔

飢
一
、
大
蔵
事
務
次
官

森
冬
氷
貞
一
郎

？
」
、
主
計
官

相
沢
英
之

一
、
人
事
院
総
裁

〃
浅
井
清
》

一
、
人
事
官

入
江
誠
一
郎

一
、
人
事
官

神
田
五
雄

一
、
人
事
院
事
務
総
長

佐
藤
朝
生

］
、
給
与
局
長

滝
本
忠
男
一

要
望
書

今
回
国
立
大
学
協
会
は
第
十
七
回
総
会
を
開
い
て
国
立
大
学
関
係
の
緊
急
な
事
項

Ｊ

に
つ
き
熱
心
な
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

の
そ
れ
に
比
べ
て
非
常
に
低
下
し
ま
し
た
の
で
関
係
各
方
面
は
挙
っ
て
そ
の
復
旧

に
努
力
し
、
政
府
も
そ
の
た
め
に
力
を
尽
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
感
謝

し
て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
。
し
か
る
に
、
最
近
欧
米
の
視
察
旅
行
を
終
え
て
帰
朝
し

戦
中
、
戦
後
の
混
乱
と
空
白
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の
学
術
各
分
野
の
水
準
は
欧
米

鰄
纐
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麺
た
各
分
野
の
専
門
家
の
一
致
し
た
報
告
に
よ
れ
ば
、
欧
米
の
基
礎
科
学
の
躍
進
は
驚

異
に
値
す
る
も
の
が
あ
り
、
わ
が
国
と
の
較
差
は
益
交
著
る
し
く
な
っ
て
き
た
と
の

こ
と
で
あ
り
、
若
し
こ
の
ま
ま
に
推
移
す
る
と
き
は
、
わ
が
国
の
科
学
は
今
迄
の
努

力
に
も
か
か
わ
ら
ず
国
際
水
準
か
ら
落
伍
せ
ざ
る
を
得
な
い
危
機
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

国
立
大
学
協
会
は
こ
の
事
態
を
深
く
憂
慮
し
、
さ
き
に
第
十
六
回
総
会
に
お
い
て

決
定
し
た
次
の
要
望
莚
再
び
関
係
各
方
面
に
提
出
し
て
注
意
を
換
起
す
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。
尚
日
本
学
術
会
議
も
第
一
一
十
七
回
総
会
に
お
い
て
同
様
の
趣
旨
の

声
明
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
参
考
の
た
め
添
付
い
た
し
ま
す
。

｜
、
施
設
設
備
の
拡
充
整
備

現
制
度
の
大
学
は
戦
時
中
よ
り
敗
戦
後
に
か
け
て
の
混
乱
期
に
旧
態
の
ま
ま
新

大
学
と
な
る
か
叉
は
専
門
学
校
が
そ
の
ま
ま
昇
格
し
た
も
の
で
す
で
に
発
足
に

お
い
て
大
学
と
し
て
の
体
も
実
も
具
備
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

後
も
大
学
と
し
て
の
重
要
な
役
割
が
等
閑
視
さ
れ
、
更
に
は
敗
戦
後
の
急
速
な
イ

ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
教
育
費
研
究
費
は
極
端
な
窮
乏
を
告
げ
、
研
究
資
材
の

入
手
も
亦
困
難
を
極
め
ま
し
た
。
か
く
し
て
教
育
・
研
究
の
施
設
は
甚
だ
し
く
老

朽
化
し
、
叉
戦
災
に
よ
る
災
害
復
旧
も
遅
交
と
し
て
進
ま
ず
、
新
大
学
制
度
発
足

以
来
十
年
を
経
過
し
た
今
日
と
雛
も
本
来
の
大
学
の
あ
る
べ
き
姿
に
程
遠
い
の
で

あ
り
ま
す
。
殊
に
最
近
の
諸
外
国
に
於
け
る
驚
異
的
な
科
学
技
術
の
進
歩
、
研
究

諸
設
備
の
鹿
大
化
、
精
鋭
化
、
徹
底
し
た
研
究
者
の
養
成
計
画
な
ど
と
較
べ
る
と

き
は
、
我
国
の
国
立
大
学
の
現
状
は
実
に
寒
心
に
た
え
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

三
研
究
費
の
大
幅
な
増
額

然
し
な
が
ら
問
題
は
研
究
施
設
の
貧
弱
で
あ
る
こ
と
に
止
ま
ら
ず
、
教
育
研
究

に
充
て
る
べ
き
予
算
に
つ
い
て
も
、
戦
前
帝
国
大
学
に
於
け
る
実
験
一
講
座
当
り

物
件
費
は
一
万
円
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
現
今
の
物
価
に
換
算
す
れ
ば
凡
そ
四
○

○
万
円
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
る
に
現
行
の
実
験
講
座
は
度
食
の

増
額
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
○
○
万
円
を
僅
か
に
超
す
程
度
で
あ
り
、
人
文
、
社
会

科
学
の
非
実
験
講
座
に
至
っ
て
は
三
五
万
円
と
い
う
僅
少
で
あ
り
ま
す
。
し
か
も

新
制
大
学
は
そ
の
三
分
の
一
を
僅
か
に
超
え
る
と
い
う
極
め
て
貧
弱
な
状
態
で
あ

り
ま
す
。

一
一
一
、
教
員
の
待
遇
改
善

鶴

Ｐ

念

３４鳥
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更
に
、
大
学
は
有
為
な
人
材
を
育
成
し
て
こ
れ
を
社
会
に
送
る
と
共
に
大
学
の

将
来
の
教
育
・
研
究
を
担
う
べ
き
後
継
者
を
養
成
す
る
責
務
を
併
せ
有
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
に
は
優
秀
な
る
教
授
陣
と
年
交
優
秀
な
る
卒
業
生
を
研

究
者
と
し
て
大
学
に
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
然
る
に
戦
後
大
学
教
員
の

待
遇
は
欧
米
各
国
に
比
し
著
し
く
低
く
、
叉
戦
前
の
我
国
に
於
け
る
教
官
の
待
遇

に
較
べ
て
も
甚
だ
低
く
し
て
最
低
の
生
活
給
を
出
て
い
な
い
状
態
で
あ
り
ま
す
。

大
学
教
員
給
与
に
つ
い
て
再
検
討
を
加
え
早
急
に
裁
判
官
の
ご
と
く
特
別
俸
の
制

を
設
け
る
か
、
叉
は
講
座
手
当
、
研
究
手
当
等
を
設
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
近

来
有
為
の
研
究
者
が
外
国
の
大
学
研
究
所
等
に
転
職
す
る
者
多
く
、
叉
優
秀
な
新

卒
業
生
が
民
間
諸
企
業
に
就
職
を
希
望
す
る
傾
向
が
顕
著
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と

は
大
学
を
管
理
す
る
者
と
し
て
看
過
し
得
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

我
交
は
世
界
の
情
勢
と
我
国
の
置
か
れ
た
る
地
位
を
稽
え
る
と
き
、
国
立
大
学
に

課
せ
ら
れ
た
る
使
命
の
益
交
重
大
な
こ
と
を
痛
感
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
り
ま

す
。
科
学
技
術
振
興
の
強
く
叫
ば
れ
た
昭
和
一
一
一
十
三
年
度
の
国
立
大
学
関
係
の
予
算

の
実
状
は
既
往
数
度
に
亘
る
要
望
に
拘
ら
ず
懸
案
の
諸
事
項
の
解
決
は
未
だ
何
等
緒

に
つ
か
ず
、
将
来
の
た
め
に
真
に
憂
慮
に
堪
え
ざ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
国
費
多
端

の
折
か
ら
と
は
謂
え
叙
上
の
理
由
か
ら
大
学
に
お
け
る
施
設
設
備
、
研
究
費
の
大
幅

な
増
額
及
び
教
員
待
遇
改
善
等
の
た
め
、
こ
の
際
根
本
的
な
検
討
を
加
え
ら
れ
、
年

次
計
画
を
樹
立
し
て
急
速
に
こ
れ
を
実
施
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

昭
和
三
十
一
一
一
年
十
一
一
月
一
一
日

国
立
大
学
協
会
会
長
茅

誠
司

声
明

一
九
五
八
年
一
○
月
二
四
日
日
本
学
術
会
議
第
二
十
七
回
総
会

技
術
革
新
の
基
盤
で
あ
る
基
礎
科
学
の
進
歩
は
、
欧
米
で
は
近
年
飛
躍
的
な
も
の

が
あ
り
、
わ
が
国
と
の
較
差
は
益
友
増
大
す
る
傾
向
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
今
日
直

ち
に
強
力
な
施
策
を
も
っ
て
基
礎
科
学
の
研
究
体
制
の
全
般
に
わ
た
り
、
水
準
の

飛
躍
的
な
向
上
、
内
容
の
画
期
的
な
充
実
を
実
現
し
、
科
学
・
技
術
の
振
興
の
た
め

に
強
固
な
基
盤
を
培
養
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
）
」
れ
を
放
置
す
る
な
ら
ば
、

数
年
な
ら
ず
し
て
わ
が
国
の
科
学
は
、
多
く
の
重
要
な
分
野
に
お
い
て
国
際
水
準

か
ら
脱
落
せ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
前
途
は
ま
こ
と
に
憂
慮
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

日
本
学
術
会
議
は
、
第
一
一
十
七
回
総
会
の
決
議
に
よ
り
、
政
府
が
こ
の
点
に
関
し

一慰〆蝿一
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鰯

従
来
本
会
議
が
要
望
し
て
き
た
と
こ
ろ
に
基
づ
き
、
有
効
適
切
な
措
置
を
速
か
に
講

ぜ
ら
れ
る
こ
と
を
強
く
切
望
す
る
と
共
に
、
こ
の
事
態
に
関
し
広
く
国
民
の
理
解
と

支
持
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

７
、
第
六
常
置
委
員
会
委
員
長
の
互
選

国
立
大
学
協
会
第
六
常
置
委
員
会
委
員
長
丼
藤
半
弥
殿
に
は
今
般
一
橋
大
学
長
を

辞
任
な
さ
れ
同
時
に
委
員
長
も
や
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
前
例
に
よ
り
同
委
員
会
委

員
（
総
計
十
五
名
）
間
に
お
い
て
書
面
に
よ
り
委
員
長
を
互
選
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
と
こ
ろ
へ
四
月
十
一
一
一
日
開
票
の
結
果
一
橋
大
学
長
山
中
篇
太
郎
殿
が
当
選
さ
れ
ま

し
た
。

８
、
昭
和
三
十
四
年
度
大
学
卒
業
者
就
職
対
策

懇
談
会

標
記
の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た
の
で
当
協
会
か
ら
は
斯
波
専
門
委
員
が
出
席
し

た
が
、
議
題
と
し
て
特
異
の
も
の
な
く
昭
和
一
一
一
十
四
年
度
の
見
透
し
が
多
少
明
る
い

の
で
新
対
策
を
設
け
ず
前
年
の
如
き
方
針
を
執
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
文
部
省

の
調
査
に
よ
る
と
、
昭
和
一
一
一
十
三
年
度
に
比
較
し
、
昭
和
一
一
一
十
四
年
度
の
国
・
公
・

私
立
大
学
卒
業
者
は
合
計
約
一
万
名
の
減
少
の
見
込
み
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

９
、
昭
和
三
十
五
年
三
月
大
学
卒
業
予
定
者
に

対
す
る
就
職
の
推
薦
開
始
時
期
等
に
つ
い

て
の
協
議
会

日
時

場
所

主
催
者

出
席
者

日
時
昭
和
三
四
・
四
・
四
、
十
時
よ
り
十
一
一
時
ま
で

昭
和
一
一
一
一
一
一
。
一
○
・
二
一
一
、
午
後
一
時
半
よ
り
四
時
ま
で

日
比
谷
公
園
内
松
本
桜

労
働
省
職
業
安
定
局
一
腱
用
安
定
課

労
働
省
、
文
部
省
、
人
事
院
の
関
係
官
、
各
種
大
学
連
合
体
、

労
働
省
、
文

業
界
連
合
体

ｑ
●

熱
）
／
Ｉ

Ｅ
愈
曇
》

場
所
文
部
省
第
一
会
議
室

主
催
者
文
部
省
大
学
学
術
局

出
席
者
文
部
省
、
労
働
省
、
人
事
院
の
関
係
官
、
各
種
大
学
連
合
体
、

業
界
連
合
体
、
業
種
別
連
合
体
等

標
記
の
協
議
会
が
緒
方
大
学
学
術
局
長
主
宰
の
下
に
開
催
さ
れ
、
当
協
会
か
ら
は

斯
波
専
門
委
員
代
理
（
東
京
大
学
学
生
部
今
厚
生
課
長
）
が
出
席
し
た
が
、
特
異
の

議
題
無
く
、
従
っ
て
推
薦
開
始
時
期
は
昭
和
三
十
四
年
一
一
一
月
大
学
卒
業
予
定
者
と
同

一
と
す
る
こ
と
に
協
議
さ
れ
、
な
お
格
別
の
事
案
の
生
じ
な
い
限
り
、
当
分
の
間
こ

の
方
針
を
継
続
し
て
行
く
こ
と
も
承
認
さ
れ
た
。

１０
、

昭
和
三
十
一
一
一
年
十
二
月
十
一
日
国
大
協
庶
第
一
四
号
を
も
っ
て
、
第
一
常
置
委
員

会
蝋
山
委
員
長
か
ら
、
各
国
立
大
学
長
宛
に
、
。
般
教
育
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
送
付
し
て
御
協
力
を
お
願
い
し
た
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
会
報
第
十
五
号
第
二
八
・
一
一
九
・
一
一
一
○
頁
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
も
の
を
、
第
十
七
回
総
会
に
お
い
て
報
告
了
承
を
得
た
も
の
で
あ
り
ま
す
９

昭
和
三
十
四
年
四
月
十
五
日
国
大
協
庶
第
一
○
一
号
を
も
っ
て
、
第
二
常
置
委
員

会
小
池
委
員
長
か
ら
、
各
国
立
大
学
長
宛
に
、

｜
、
大
学
は
一
般
教
育
科
目
等
の
授
業
科
目
の
開
設
を
ど
の
程
度
に
す
べ
き
か
、
ま

た
開
設
の
授
業
科
目
は
い
か
な
る
も
の
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
か
。
（
大
学
設
置

基
準
第
一
一
十
条
な
い
し
第
一
一
十
三
条
及
び
第
一
一
一
十
一
一
条
参
照
）
の
表
示

二
、
一
般
教
育
科
目
等
の
授
業
科
目
は
ど
の
程
度
の
単
位
数
が
必
要
か
。
の
表
示

の
一
一
項
目
に
つ
い
て
調
査
方
を
お
願
い
し
た
。

１１
、

一
般
教
育
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
依
頼

一
般
教
育
等
開
設
科
目
に
つ
い
て
依
頼

繍纈〆’
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｜
般
教
育
科
目
及
び
外
国
語
科
目
開
設
大
学
数
調

哲学、宗教、教育、心理系一一一儀科目》』一一画辨艶》軍恥奉璋
一
．
文
学
系

輔影韓一蹴｝二二）

・桧謝蜥
九
法
学
五
九
（
加
械
綱
獺
法
四
）

灘
が
化
学
系

斤「認孵》犀曄礒象、職計、工業二〈 ｡

’、

③

蝦＃

燐i鐘

五
科
目

六
科
目

八
科
目

週
（
第
二
常
置
委
員
会
関
係
〕
ｌ
会
報
第
一
三
頁
上
段
ｌ

国
立
大
学
一
般
教
育
等
開
設
科
目
数
調
昭
和
一
一
一
一
一
一
・
一
一
・
一
五

東東東東東東千埼群宇茨福山秋東岩弘帯小室北北 四
、
外
国
語
科
目

外
国
語

一一一一
英
六
九
、
独
六
九
、
仏
五
七
三
科
目

〈ロ
計

一一一・一一一
一
一
二
科
目

備
考
保
健
体
育
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